

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　初夏の夜風は心地ここちいい。

　そろそろ、本格的な夏が始まろうとしている。

　夜はいいけど、昼間の暑さはキツい。あまり体力に自信がない僕には厳しい季節だ。

　そんなことを思いながら、夜道を歩いていると──

「あら、彩さい木ぎくん？」

「あっ、真ま香か先生」

　自宅マンションの入り口前で、正面から歩いてきた人の姿に気づいた。

　長く伸ばした茶色の髪に、薄暗い中でもはっきりとわかる美び貌ぼう。

　白いブラウスに、ミニのタイトスカート。肩に赤いトートバッグを掛けている。

　聖せい華か台だい学院高等部の英語教師にして、僕の担任でもある藤ふじ城き真香先生だ。

「彩木くん、もう八時よ。こんな時間に外出とは感心しないわね……あっ、まさかわたしのお迎えに……!?　ど、どうしよう、嬉うれしすぎて泣きそうだわ……！」

「お喜びのところ悪いですけど、どう見てもコンビニ帰りでしょ、これ」

　僕はＴシャツにショートパンツというラフな格好で、自宅マンションの前にあるコンビニ、ギャラクシーマート略してギャラマの袋をぶら下げてる。

「もう、彩さい木ぎくんは相変わらずつれないわね。真ま香か先生はチョロいから、優しくしておけばイイコトしてもらえるかもしれないわよ？」

「先生は、なにもしなくてもイイコト……じゃない、僕はそんなことは別に」

「ふふー……この前は、もうちょっとだったくせに♡」

「うっ……あ、あれは……」

　危うく、真香先生の色仕掛けに乗っかるところだったのは確かだ。

　もうちょっとで、先生のふくよかなおっぱいを揉もんじゃうところ──ああ、具体的に思い出すのはやめよう。

　かろうじて理性を取り戻したからよかったものの……よくない？　いや、いいはず。

「ところで、どうしてこんな時間にお買い物なの？」

「ああ、今日はくーが遊びにきてるんですよ。あの子は寝る前にホットミルクを飲むのが習慣なんですけど、牛乳を切らしちゃってて」

「……あの幼女、また来てるの？　最近、週に三回は来てない？」

「かごめが目当てなんですよ」

　つい数日前、彩木家は新たな家族を迎えた。名前は、彩木かごめ。

　真香先生の父上が経営する猫カフェ〝ねこらにゃ〟から引き取った白猫だ。

　元々、神しん樹じゆ無む垢く──くーのお気に入りの猫で、くーの家には猫を飼えない事情があるため、代わりに僕が引き取ったようなもの。

「本当かしら……泥棒猫がどっちなのか、あの子に訊ききたいところね」

「くーって誰にでも好かれる癒やし系なのに、真香先生は敵対心バリバリですよね」

「彩木くんに近づく女は、幼女から老女まで等しく敵よ」

「とてもわかりやすいお話ですね……さすが教師」

「オッカムの剃刀かみそりよ。物事は単純に説明しなくてはいけないの」

　その剃刀は知らないけど、まあわかりやすい。

「そうよ、敵よ……天あま無なしさんも無垢さんも誰を敵に回したのか、いずれ思い知らせてあげるわ」

　ふふふふふ、と怪しく笑う真香先生。

「まるで悪役の台詞せりふですね。聖職者の真ま逆ぎやくを行き始めてるような──」

「あれ、マコじゃん。ひっさしぶりー！」

「…………っ!?」

　突然、後ろから勢いよく抱きつかれる──

　まさか、真香先生──って、そんなわけない。先生は僕の目の前にいる。

　この世に、僕にいきなり抱きついてくる人は真香先生しかいないはずなのに。

「だ、誰？」

　背後の人を振りほどきつつ、後ろを向くと──

「……本当に誰？」

　思わず首を傾かしげてしまう。

　明るい栗くり色いろの髪を長く伸ばし、毛先はゆるくウェーブがかかっている。

　メイクがばっちり、それでいてケバくない絶妙のバランス。

　肩が剥むき出だし、豊かな胸のふくらみがよくわかるカットソーに、ロングスカート。

　僕は女性の服装の良よし悪あしなんて判断できないけど、女子力高そうなのはわかる。

「こらこら、まさか忘れたとは言わせないぞー。アタシだよ、アタシ」

「この声、このしゃべり方……」

　それに、ちらっと覗のぞいてる可愛かわいい八重歯……ああっ！

「も、もしかして……詩し夜やちゃん!?」

「ちゃん……？」

　黙っていたウチの先生が、ぼそっと低い声でつぶやいた。なんか怖い。

「あー、よかった。マジで忘れられてたらどうしようかと思ったよ。お姉さん、ショックで二時間は寝込むところだったね」

「昼寝レベルだね」

「でもマジで、だいぶ久しぶりだね。ちゃんと話すのなんて……一年ぶり以上かな？」

「それくらいだけど……詩夜ちゃん、だいぶ変わったよね」

「そっかな。ま、アタシも今や〝じょしだいせー〟だしね」

　詩夜ちゃんは、ふぁさっとウェーブのかかった髪を後ろに払う。

「女子大生……女子大生……」

「ん？　マコ、その人は？」

　詩夜ちゃんは、僕の横でぶつぶつつぶやいてる人の存在に気づいたらしい。

「あー……えーと、ウチのお隣さんで、藤ふじ城きさん。今年の春に引っ越してきたんだよ」

「はじめまして、藤城です」

「あ、どうも、京けい御み詩夜です。聖せい華か台だい大学の二年生です。アタシもここのマンションの住人で、マコ──この子とは昔からの付き合いで」

　二人とも、ぺこりと頭を下げ合う。

「……ねえ、マコ。ヤバいね」

「え？　なんで先生がヤバいってわかったの？」

「ちょっと彩さい木ぎくん！　君、初対面の人になにを言ってるの!?」

「いや、ヤバいくらい美人だねって言いたかったんだけど……なんか別の意味あんの？」

「あ、なるほど……」

　まったく、詩し夜やちゃんは表現がまぎらわしいなあ。

「ん？　先生？　その人、先生なん？」

「あ、ああ。聖華台学院ウチの高等部の先生だよ。まさか、先生がお隣に引っ越してくるとは思わなかったけど」

　真ま香か先生の素性なんて同じマンションの詩夜ちゃんにはすぐにバレそうだから、さっさと説明しておく。

　先生が隣に引っ越してくるなんて、夢にも思ってなかったのは事実だしね。

「ふーん、珍しい話もあったもんだね。それはいいけど……んん？」

　唐突に詩夜ちゃんは、じーっと真香先生の顔を見つめ始めた。

「……藤ふじ城き……先生？　どこかで見たことがあるような……？」

「同じマンションなんだし、見かけたことくらいあるんじゃない？」

「それもそうか。ま、いいや。今日は疲れたから、さっさと風呂って寝たいわー」

　詩夜ちゃんは、くるっと身を翻ひるがえして歩き出した──と思ったら、立ち止まって。

「マコ、久しぶりに一緒にお風呂入る～？」

「入らないよ！」

「きゃっはっは、マコの成長を確かめたかったのに。んお？　成長、あんましてないね」

「ほっといて」
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「たくさん食べておっきくなりなよ。じゃーね、マコ。藤ふじ城き先生も！」

　今度こそ、詩し夜やちゃんはたったったと小走りに去っていった。

　相変わらず騒がしい人だ……やかましいのは縫ぬいだけで充分なのに。

「……ねえ、彩さい木ぎくん？」

「…………っ」

　低く響いた声に、びしっと姿勢を正してしまう僕。

「……彩木くん、妹さんと一緒にお風呂に入るだけでは飽き足らず、あの女の子とも？」

「ま、待ってください。詩夜ちゃんと一緒に入ったのは、子供の頃だけですよ！」

「わたしは真ま香かちゃんとは呼ばないくせに！」

「急に呼び方の話!?」

　ぽんぽん話が飛ぶから、ついていけない。

「同じマンションに住んでる幼なじみで女子大生、しかもあの見てくれ……いい、彩木くん？　人は見かけによらないと言うけど、見た目がよければ性格にも影響するのよ。わたしの経験上、美人はタチの悪い女が多いわ。気をつけなさい」

「それは自己紹介ですか？」

「や、やだ……そんな、美人だなんて。言われ慣れてるけど、彩木くんに言われるとドッキドキだわ……」

「相変わらず、都合のいいところだけ切り取りますよね……」

　油断して、つい美人扱いしちゃった。いや、先生が美人なのは間違いないんだけど。

「あのですね、先生。詩夜ちゃんとはここ一年以上、まともに話してもいなかったですよ。たまに見かけるくらいで」

「ふうん……大学生と高校生じゃ、接点もなくなるわよね」

「そうです、そうです。詩夜ちゃん、去年、大学に入ってすぐに忙しくなったみたいで全然会わなくなって」

「そのちゃん付けがどうにも気に入らないわ……」

「またそこですか。じゃ、じゃあ、先生のことも真香〝ちゃん〟で……」

「う、うーん……それだと年上の威厳が。あと、彩木くん意外と抜けてるところもあるから、うっかり教室でちゃん付けしそうね」

「じゃあ、真香先輩で？」

「その件は忘れなさい！」

　先日のＪＫ真香ちゃん降臨事件──まだあの件での傷口は塞がってないらしい。

　いや、先生が自分でＪＫ制服を着ておいて、勝手に恥ずかしがってただけなんだけど。

「待ちなさい、ごまかさないで彩木くん！　あの女のこと、洗いざらいしゃべってもらうわよ！　今夜は寝かさないわ！」

「じょ、冗談ですよね！　僕、もうすぐ期末テストなんですけど!?」

「試験問題をつくってる側なんだから知ってるわよ！　試験と彩さい木ぎくんの浮気、どっちが大事かなんて決まり切ってるわ！」

「も、もちろん試験のほうですよね!?」

　ああ、失敗したなあ。詩し夜やちゃんの存在を真ま香か先生に知られてしまうとは。

　真面目まじめに僕自身、詩夜ちゃんのこと忘れかけてたからな……油断してた。

　面倒なことにならなきゃいいんだけど──僕の願いは常に儚はかなく、叶かなわない。

　そのことを僕はこの春からの数すうヶか月げつで、たっぷりと思い知っている──
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「あ、あうう……もうダメ……縫ぬいちゃん、暁あかつきに死す」

「夕方だよ」

　ばたっ、と大げさに倒れた縫にツッコミを入れる。

　天あま無なし縫──僕のクラスメイトにして、グラビアアイドルでもある。

　赤毛っぽくも見えるセミロングの髪。

　サマーニットを大きく押し上げる豊かな胸、ミニスカートから伸びるすらりとした脚。

　誰が見ても否定しないであろう、スタイル抜群の美少女だ。

　つい先日発表されたグラビアが密ひそかに話題になっていて、ブレイクの兆きざしがあるとか。

　僕は知った。プロのカメラマンでも、人間の中身までは写せないのだと。

　グラビアで見ると、このアホのような天無縫も非の打ち所のない美少女らしい。

「……彩さいくん、よくわからないけど失礼なこと考えてない？」

「ううん、そんなことないよ」

　僕は真顔で嘘うそをつく。ああ、嘘つきは嫌いなのに、身を守るために心にもないことを言うようになってしまった。汚れたな、僕。

「なんかうさんくさいなあ……はー、疑うのも疲れる。あたし、マジでダメ」

「ダメじゃないでしょ。もっと頑張ってくれないと」

　ここは、我が彩さい木ぎ家のリビング。

　縫ぬいは、テーブルを挟んで向かい側に座っている。

　その縫の前には教科書や参考書、ノートが広げられている。

「期末……なんで期末テストなんてあるんだよ。この前、中間テストが終わったばっかりじゃん！　あたしに気を遣って、あと何なんヶか月げつかはテストはナシでいいじゃん！」

「むしろ、縫くらい成績の悪い生徒には毎月テストをしてもいいくらいだね」

「まっ、毎月……！　このあたしを人気グラドルと知っての仕打ちかーっ！」

「いや、グラドル関係ないから」

　見てのとおり、中間テストに続いて、また縫に勉強を教えている。

　正直、僕も成績は普通レベルなので人に教えてる場合でもないんだけど……。

　ただ、縫は放っておくと最下位とか取っちゃいそうなんで。

　この前の中間テストで勉強を教えて、縫の学力もやや向上してきた。

　期末テストであっさり順位が落ちたら、前回の頑張りが無駄になるからね……。

「せんせーたちは大変そうですね、かごめちゃん」

　ソファの上では、くーが白猫のかごめの頭を撫なでている。

　くーは初等部の五年生で、僕とは彼女がもっと小さい頃からの付き合いだ。

　紺色にも見える髪を横でちょこんと結び、白を基調にしたセーラータイプの夏服姿。

　くーは学校から直行で、かごめに会いに彩木家に来ている。

「むうう……幼女はテストがなくていいなあ」

「縫おねーさん、初等部もテストはありますよ。ちゅーかんとかきまつはないですけど」

「そうだっけ？　でも、テスト次第で落第とかないし！　めっちゃ羨ましい！　あたしも幼女に戻りたいよ！　おっぱいだけは今のままで！」

「せいしんねんれーは私とあまり変わらないですよね、縫おねーさん」

「せっ、精神年齢!?　彩さいくん、くーたんに変なこと吹き込まないでーっ！」

「当然のように僕を犯人に仕立てたね」

　いや、僕がそんなことをくーに話したんだけど。

「縫ちゃん先輩、グラビアで人気盛り上がってきたのに、アホで落第とかしたらファンにドン引きされるかもよ？」

　今度は、我が妹の彩木美み春はる。

　ソファに深々と腰掛け、スマホをぽちぽちしている。

　クセっ毛の長い黒髪をざっくりポニーテールにまとめ、余裕で校則違反の薄手のパーカーを着て、下は制服のミニスカートに素足。

　だらしなく座っているので、スカートがめくれて白いパンツが見えている。

「いいんだよ、グラドルに知性なんて要求されないんだから。むしろアホのほうが人気が出る！」

「高学歴のグラドルもいるけど……ファンが縫ぬいちゃん先輩に知性を要求しないのはそのとおりかも」

「そうそう、アホのほうが今後もなにも考えずに露出度上げてくれそうとか、むしろそっちに期待されてるよ！　あたしの人気は今後も安あん泰たいだ！」

　嬉うれしそうに言うことだろうか……。

「というか、美み春はる。くーに期末はなくても、美春にはあるでしょ？」

　妹が勉強しているところを見た記憶がない。

　美春の成績がぱっとしないのはよく知ってるけど、そもそも勉強してないからなあ。

「縫ちゃん先輩じゃないんだから、美春は勉強しなくても落第しないし」

　残念ながら、そのとおりなんだよね。

　美春の成績はぱっとしないけど、凄すごく悪いというわけでもない。

　順位が上がらない一方で、大きく下がったりもしない。

　わざと悪すぎない程度の成績にとどめてるんじゃないよね？

「美春にはこっちのほうが大事。よし、今度こそＳＳＲを引いてみせる！　お兄ちゃんカードで貯ためた石の威力を見よ！」

「あっ！」

　美春め、またガチャで無駄遣いを！

　僕の貴重なお小遣いで買ってやったマネーカードが、またドブに捨てられる！

「にゃっ」

「きゃうっ」

　と思ったら、かごめがいきなり跳び上がって、美春の顔面にねこぱんち。

　美春が怯ひるんだ隙すきに、スマホを口にくわえてソファから飛び降り、部屋の隅へと素早く移動した。

「わー、かごめちゃん凄いです！　あざやかなわざでした！」

　くーが、ぱちぱちと拍手してる。

　思わず僕も拍手しちゃうほど、見事な手際だった。

　あの猫……可愛かわいいだけじゃなくて使える！

　まさか、妹のソシャゲガチャを妨害してくれるなんて！

「お、おのれかごめ……今のガチャ、確実にＳＳＲが来る手応えがあったのに」

　ぐぬぬ、と悔しそうな美春。ふわふわ生きてる妹がしてやられるところなんて、なかなか見られないぞ。

「ほらほら、かごめがスマホをがっちり守ってるよ。観念して、美み春はるも勉強しなさい」

「……むー。あんなに妹を可愛かわいがってたお兄ちゃんが新しい家族ができたとたん、この冷酷な態度だよ……」

「僕、そんなに可愛がってたかな……？」

　まあ、美春だけじゃなくてくーもだけど、年下の子に甘いのは自覚がある。

「はっはっは、これでみはるんも仲間だね。さ、一緒に勉強勉強♪」

「縫ぬいちゃん先輩、美春を巻き込めて嬉うれしそうだね……」

「せっかくＳＩＤシドメンバーが揃そろってるんだし、みんなで一緒に苦しもう！」

「めっちゃ嫌だ……」

　またもや、ぐぬぬ顔の美春。

　ＳＩＤ、というのは〝死んでもいいわ同盟〟の略称。

　恐るべきことに、僕を好きな女の子たちが結成している怪しげな組織だったりする。

　グラビアアイドル、小学生、実の妹とバラエティーに富んでいるとともに、僕を好きになっちゃいけない人ばかりが揃ってる。

　リーダーは、生徒会長でもある陣じん所しよカレンという先輩で──

「そういえば、カレン会長は来てないね？　呼ばなくても来そうなのに」

「かいちょは、忙しいんじゃない？　期末テスト前でも一人で生徒会活動してるって聞いたよ」

「へぇ、試験前まで仕事なんだ……」

　生徒会室には何度か行ったことあるけど、他の役員の姿は全然見かけなかった。

　副会長以下の役員がいないわけないのに、カレン会長に仕事を押しつけてるのかな？

　会長は、仕事を押しつけられて黙ってるようなタイプじゃないけど……。

「テストがあるのに、生徒会のお仕事もあるんですか。カレンおねーさんは大変ですね。シスターのお仕事もしてるって聞きましたけど……大丈夫でしょうか？」

　くーは心優しい子なので、会長の身体からだが心配みたいだ。

　僕に言わせれば、なにをやらせても優秀なカレン会長が、多少の激務で身体を壊す可能性なんてゼロなんだけど。

　カレン会長は身寄りがなくて、修道院に併設されている施設で育ったらしい。

　修道院でシスター見習いもしている。ついこの前、僕が夏風か邪ぜで倒れたときに待望のシスター服姿も見せてもらったっけ。

「でも、会長は勉強の心配はまったくいらないからね……僕らと違って」

「ああっ、彩さいくんがホントのこと言った！　酷ひどい！」

「本当のこと言っちゃダメなの!?」

「カレンおねーさん、すっごくお勉強できるんですよね」

「高等部は一学期と二学期の中間と期末、三学期の学年末試験で順位が発表されるけど、会長さんは十回連続で学年トップらしいからね」

「ほわー、すごいですね。美み春はるおねーちゃんは、前のテスト、何位だったんですか？」

「くっ、かごめ……ガードが固い。迂う闊かつに手を出したら、またねこぱんちか……」

　くーのツッコミを、適当にスルーする美春。

「十回……うん？　いち、にー、さん、しー……」

　くーが、ふとなにかに気づいて指折り数え始める。

「カレンおねーさん、高等部に入って一回はトップじゃなかったってことですか？」

「あー、そういえばそうなるね」

　僕もあらためて数え直して気づく。

　順位が公表される試験は年に五回、カレン会長は三年生になってからの一回を含めれば合計十一回の定期テストがあったはず。

　あの優秀な会長がトップを逃したことがあるなんて。ちょっと意外だなあ。

「って、だから会長のことはいいんだって。人の心配してられないんだよ、僕らは。勉強しないと……！」

　中間テストで真ま香か先生担当の英語であまり結果が芳かんばしくなかったことを、ちくちく責められたからね。

　今度は、少なくとも英語だけは高得点を狙わないと。

　真香先生の〝教育〟が過激化の一途をたどってる今、成績不振を理由にすんごい教育をされてしまうと──僕の理性がどこまでもつかわからない。




「そんなお困りのあなたに、成績アップ確実！　できるようになるまで教える先生はいかがでしょうか！　美人で、疲れたときは目の保養にもなりますよ！」




「……………………はい？」

　な、なんなんだ、なんなんだ……？

　いきなり、リビングのドアが勢いよく開いたと思ったら。

「……詩し夜やちゃん？」

「しーちゃんだ。うわ、久しぶり」

「あっ、あのおねーさん、見たことあります」

　僕、美春、くーが続けて反応する。縫ぬいだけが、無言できょとんとしてる。

　そう、現れたのは詩夜ちゃんだった。

　この人がウチに来るのは数年ぶりじゃないだろうか？

　昨日会ったときと同じく、いかにも〝イケてる女子大生〟って感じだ。

「ひっさしぶり、美ハ春ル。あんたまたそんなダラっとした格好で。可愛かわいいのにもったいない！　可愛さを活いかさないのは罪だよ、罪」

「ほっといて。しーちゃんは……大学デビュー？」

「失敬な！　昔からハルよりはマシだったよ！　ハルが初めてブラを買ったとき、可愛いのを選んであげようってワクワクしながら付き添ったのに、だっさいスポブラを買われた恨みは忘れてないかんね！」

「そんなことあったっけか……」

　ウチの妹さん、完全に思い出を忘却している。

　類たぐい稀まれなる忘却力は、彩さい木ぎ家の血筋によるものなのか。

　我が家は母親も家にいなかったんで、女子的な面での美春の面倒は詩し夜やちゃんに見てもらってたっけ。

「あれ、そこの小学生……前に、マコがよく連れ込んでた子？　おっきくなったなー」

「お、おっぱいがふくらんできたことを見抜かれてます……!?」

　くーが、胸元を両手で抱いて、警戒態勢に入る。

　いや、詩夜ちゃんは胸のことを言ったんじゃないよ。

「こりゃ、ハルが幼女におっぱい追い抜かれるのは時間の問題か。ああ……」

「おおげさにため息つかれてる……」

　美春があからさまに嫌そうな顔をする。

　というか、おっぱいの話だったの……。

「ふっ、おっぱいならあたしの出番だね。ちょっとくらいなら、生で見せてもいいよ！」

「僕がいること忘れてないよね、縫ぬい？」

「……まあ、彩さいくんには生で一回見られちゃってるし」

「お兄ちゃん……犯罪の臭いしかしないよ」

「せ、せんせー……胸が見たいなら縫おねーさんじゃなくて、私が見せるのに……」

「こらこら、そこの年少組二人」

　特にくー、すっごく誤解を招くからね、その発言。

「あ、そこの子も知ってる。エログラビアやってるエロ女子高生！」

「バレちゃしょうがない。エロ女子高生まなっしー参上！」

　縫、君はエロ呼ばわりでいいの？　大丈夫？

「おーおー、マコ。あんたもいつの間にか変わったもんね。妹と幼女に加えて、エロ女子高生まで家に連れ込むようになったとは」

「……詩夜ちゃん。いったい、なにしに来たの？」

　成績アップとか先生がどうとか言ってたけど。

「あ、そうだったね。忘れてた、忘れてた。マコ、あんたもうすぐ期末テストでしょ？」

「だからエロ女子高生もここにいるんだよ。連れ込んだんじゃなくて、勉強会してるの」

「ほー、同級生の女の子と勉強会とは青春すぎるね。でも、アタシはその青春に終止符を打ちにきたわけよ」

「は？　それはどういう……？」

　詩し夜やちゃんは、明るい栗くり色いろの髪をふぁさっと後ろに払った。

「今日から、アタシがマコの家庭教師なのさ！　ビシビシいくから、人に教えてる暇なんてないよ！」

「か、家庭教師……？」

　な、なんなんだ唐突に……？

　縫ぬいも、美み春はるもくーも呆あつ気けにとられてるし。

　昨日久しぶりに会ったと思ったら今日は家庭教師って。どういう展開なの……？







「すみません、真ま香か先生。今日は早めに帰らないといけないんです」

「………………………………………………………………………………………………！」

　まるで世界が終わったかのような顔になる真香先生。

　放課後の、英語科準備室。

　教頭先生バレという試練を乗り越えて、再び〝教育〟の場となったこの狭い部屋に──重い沈黙が落ちる。

「……わたしに飽きたの？」

「年上の美人なら、カレン会長と恋れん紅く先生で足りてるので」

「……………………………………………………………………………………………っ!!」

　世界が終わったあと二周目の世界が始まって、愛する人だけが消えていたかのような顔になる真香先生。

「北へ逃げて、場ば末すえのバーでナンバーワンを目指すわ……」

「せめて尼とか修道女とかで！　いえ、全部立派な職業ですけど、先生は教職を捨てちゃダメです、冗談ですから！」

「彩さい木ぎくんはフォローもできて立派ね……ふふ、いつの間にかわたしを絶望のどん底に叩たたき落とせる手て管くだも身につけちゃって」

「目が死んでますよ、真香先生。本当に、ごめんなさい」

「いえ、いいのよ。もちろん、今日は下校時間までいられるのよね？」

「優しい微笑ほほえみですね。いいえ、早めに帰るのは冗談じゃなくて」

「なっ……!?　一度喜ばせておいて、またどん底に……！　いやーっ、彩木くんがどんどん悪い男になっていくわ！」

　頭を抱えて悶もだえてる真ま香か先生。この人って確か、高たか嶺ねの花はなとか呼ばれてるんだよね？

「……ん？　ちょっと悪い子ちゃんな彩さい木ぎくんもそれはそれで可愛かわいいかも？」

「相変わらず鋼はがねのメンタルですよね。そこは本気で尊敬しますよ……」

　落ち込まれて、〝悪いことしたな〟と思ったときにはもう立ち直ってるからね。

「今日こそ彩木くんを愛と欲望のトリコにする衣装を用意したんだけど……時間がないなら手早く済ませないと……ふふ、わたしの衣装より別の用事のほうが大事なのよね」

「また落ち込んだ!?」

　浮き沈みの激しい人だな！

「あ、ちょっと後ろを向いていてちょうだい。わたしごときの裸体を見せるなんて、恐れ多いわ」

「今度は落ちすぎですよ！」

　と言いつつも、真香先生がスカートに手をかけたのでさっと後ろを向く。

　お馴な染じみになってきた、衣きぬ擦ずれの音が聞こえて──

「こっち向いていいわよ」

「は、はい。今日はなんの格好──って、あれ？」

　黒縁眼鏡に、アップにした茶色の髪。

　ブラウスの上に白衣をまとい、濃い紺色のロングスカート。

「まるで教師みたいな格好ですね……」

「わたしは教師よ!?」

「あ、そうでした。つい、マジのツッコミを」

「それも聞き流せない発言ね……でも、どうかしら？　ちなみに、この白衣はひより先生からパク──借りてきたわ」

「恋れん紅く先生は、白衣がなくなっていても気づかなそうですね」

「まったく気づいてなかったわ。ひより先生の人生、あれで大丈夫なのかしら？」

「真香先生の人生も大概だと思いますけどね」

　だって、僕と両想いになったら尼か修道女になるって言ってるんだもの。

「わたしは人生がどう転ぼうと、強引に突き進んでみせるわ。いえ、そんなことより、今回の〝教育〟は重要なのよ！」

「……なにをする気なんですか？」

　恐るべき、真香先生が僕に好きになってもらうための〝教育〟。

　ただの真香先生のコスプレ大会やん、と思わなくもないのだけど、今日は方向性が違うのかな……？

「実はね……わたし、教師としての壁にぶつかってるの」

「壁、ですか？」

「試験前ともなれば、教師のところに質問に来る生徒も多いのよ」

「僕は行ったことないですよ？」

「君は特殊でしょ。聖せい華か台だいは名門だからね、学習意欲が高い子は少なくないの。でも……わたしのところには誰も質問に来ないの！」

「来るわけないじゃないですか」

「そんな、あっさり！　彩さい木ぎくん、酷ひどいわ酷いわ！」

「ダダっ子みたいですね。いえ、先生だってわかってるでしょ。例の〝高たか嶺ねの花はな〟のせいですよ。恐れ多くて、質問なんてできないんですよ。男子も女子も」

「や、やっぱりそうなの……？　それって教師としてはどうなの？」

「うーん、よくはないでしょうけど、今さらどうにもならないでしょ？」

　いくら教師っぽいコスプレをしても無駄だと思う。

　むしろ、このお堅い格好も新鮮で、余計に高嶺の花だと思われちゃうんじゃないかな。

「もう少し隙すきとかあったほうがいいのかしら……？」

「先生は高嶺の花のままがいいんじゃないですか？　実はポンコツだってバレたら、がっかりされちゃいますよ」

「ポンコツ!?　彩木くん、最近わたしを見くびってない!?」

　と、涙目になる真ま香か先生。見くびってるんじゃなくて、本性を知ってるだけなのに。

「復ふく讐しゆうしてやる……こういうのはどうかしら！」

「わーっ、いきなりなにを!?」

　真香先生は、ころんとデスクの上に横になると。

　ブラウスのボタンをいくつか外して、白衣をはだけ──ロングスカートの裾を持ち上げて太ももをあらわにする。

「こういうお堅い服装をして、その上でちょっと乱れるのって、ぐっと来ない？」

「く、来る……わけないですよ……ううう……！」

　もちろん、ぐっと来る。来てるに決まってる。

　真香先生のおっしゃるとおり、きっちりとした露出度の低い服装をしてるくせに、それが乱れちゃってるのがとてもエロい……！

　ううっ、チアガールや水着より扇情的かもしれない……！

「ふふふ、その表情だけでわかるわ。なるほど、普通にエッチなだけじゃなくて、こういうのも効果的なのね。いえ、真面目まじめな彩木くんにはより効果的なのかも！」

「我発見せりエウレカ！　みたいな顔しないでください！」

「いえいえ、これは大発見だわ。オロオロしちゃってる彩木くん、可愛かわいい。ちゅっ」

「わっ……」

　真香先生が立ち上がり、ちゅっちゅっと僕の頬ほおにキスしてから。

「可愛かわいい、んーっ」

「…………っ」

　さらに唇にもキスしてくる。ちゅーっとわざと音を立てて大胆に唇を重ねてきて、しかも舌まで──って、濃い！　濃いよ！

「ぷはっ……せ、先生っ！」

「はー……可愛い彩さい木ぎくんの唇、堪能させてもらっ──いえ、可愛すぎる彩木くんにゆるふわ体罰を与えたわ」

「……今さら言い直さなくても」

　真ま香か先生、この期に及んで体面を保とうとするのが凄すごい。

「あ、そうじゃなくて。僕、帰らなきゃいけないんですよ」

「そうだったわ！　わたしより大事な用っていったいなに!?」

「面倒くさい彼女みたいになってますよ、先生」

　まあ、似たようなものだけど。

　自称〝カノジョ先生〟はとても面倒くさい。そこが可愛かわいい──いえ、なんでもない。

「実は、家庭教師がつくことになったんですよ」

「かっ、かていきょうし…………!?」

　真香先生が、彫刻と化したかのようにフリーズする。

　うん、まあこんな反応をするとは思ってたけど──

　とりあえず、固まっているうちに撤退しよう。家庭教師が来るのは本当だから。







　フリーズ真香先生を放置し、英語科準備室を出て昇降口へ向かう。

　すると──

「おや、彩木慎まことじゃないか。まだ残っていたのか」

　正面から歩いてきたのは、黒髪ロングでサマーニット越しにもわかる立派な巨乳をお持ちの美少女。

　聖せい華か台だい学院高等部の生徒会長、三年生の陣じん所しよカレン先輩だった。

「む……またネクタイが緩んでるぞ。私に直させるためにわざとやってるのか？」

「そんなわけないですよ」

　カレン会長とここで会うなんて予想もしてなかったし。

　文句を言いつつも、会長は僕のネクタイを手際よく直してくれる。

「まったく……ネクタイなんて結び方も知らなかったのに、彩木慎がだらしないせいで、私もすっかり上じよう手ずになってしまった」

「いい奥さんになれそうですね」

「おっ……奥さん……！」

　ぼっ、と火がついたように真っ赤になるカレン会長。

「わ、私はまだ見習いとはいえ、シスターだ！　神に仕える身だぞ！　さ、彩さい木ぎ慎まことの奥さんなんてとんでもない！」

　とか言いながら、会長の口元がなんかニヤついてる……。

　僕の奥さんとは言ってないような？

「た、戯たわ言ごとを言ってないで帰って勉強しろ！　私が教えても悪化するだけだから教えられないが！」

「カレン会長、テスト前なのに生徒会の仕事してるんですよね？　縫ぬいが言ってました」

「あ、ああ。問題はない。私は普段から死んでもいい勢いで勉強して、生徒会とも両立してるからな」

「勉強は死なない程度にしておきましょうよ……」

　そういえば〝死んでもいいわ同盟〟って物騒な名前だけど、リーダーの会長が命名したのかな。

「私の心配など十年早いぞ、彩木慎。また天あま無なし縫の面倒も見てるんだろう。おまえは意外と面倒見がいいようだが、自分のことをまず考えろ。二年生の夏は、進路を考えるべき時期なんだぞ」

「は、はぁ……」

　進路、進路ね……外部進学もアリかもって程度しか考えてないなあ。

「私はまだ仕事があるから、残念だがここまでだ。いいか、ちゃんと勉強するんだぞ」

「ああ、それは大丈夫です。今日から家庭教師がつくことになったので」

「家庭教師？」

「ええ、同じマンションに女子大生のお姉さんがいて、その人が教えてくれることになったんです」

「じょ、女子大生のお姉さんだと……！」

　カレン会長の背後に、カカッと雷が落ちるエフェクトが見えたような。

「い……いかがわしい！」

「女子大生のお姉さんはいかがわしくないですよ!?」

　いったいなにを想像してるの、カレン会長！

「女子大生というと、インスタ映ばえを狙い、合コンに明け暮れ、イケメンにお持ち帰りされること以外は特になにも考えてないんだろう？」

「ものっすごい偏見ですね！　真面目まじめに勉強してる女子大生さんも大勢いますよ！」

　詩し夜やちゃんがどうなのかは知らないけど。

「すみません、本当にもう帰らないと。会長もお仕事頑張ってください」

「あ、ああ……」

　もう少し誤解を解いておきたいところだけど、時間はない。

　あまり会長の邪魔もできないしね。







「やっと帰ってきた！　おっそーいっ！　マコマコの馬鹿っ！」

「誰がマコマコなの……」

　物心ついた頃からマコと呼んでおいて、今さらあだ名を変えないでほしい。

　──というわけで、我が家に帰り着いたら詩し夜やちゃんがリビングで待っていた。

　定位置になっているソファに怠たい惰だな妹の姿は見当たらない。

　一緒に勉強を教えられちゃたまらないと、自分の部屋に逃げ込んでるんだろう。

　僕は、テーブルを挟んで詩夜ちゃんの前に座る。

「それにしても気合い入った格好だね。大学から帰ってそのまま来たの？」

　詩夜ちゃんは、今日もウェーブが色っぽい栗くり色いろの髪をばっちりキメて、先日再会したときと似たようなカットソーとロングスカートという格好だ。

「だって、仕事なんだから。きっちりした格好で来ないと。まさか、ジャージってわけにはいかないっしょ」

「そういうものかな……」

　詩夜ちゃんとは、幼い頃からの付き合いだ。

　気楽な部屋着姿だって何度も見てきたんだから、今さら格好なんて気にしないのに。

「これはマコのおじさんおばさんから頼まれた、ちゃんとお金が発生する仕事なの。普通のカテキョの仕事だと思ってきてんのよ、こっちは」

「仕事……まあ、そうだけど」

　そう、唐突な〝家庭教師ご就任〟はウチの両親の差し金だった。

　正確には、ウチと詩夜ちゃんの両親が黒幕というか。

「他のバイト、なにやっても全然上う手まくいかなかったんでしょ？　僕の家庭教師なんて、ちゃんとできるのかな？」

「いきなり能力を疑われてる！　マコ、相変わらず猜さい疑ぎ心しん強いね……」

　ああ、と詩夜ちゃんはため息をついて、ジト目を向けてくる。

「全然バイトが続かなかったから、身内みたいな僕の家庭教師なら続くかもって話なんでしょ、これ？」

「そう言うと身も蓋もないじゃん。続かなかったっていっても、アタシがバイト始めたのは二年になってからだから！　ここ何なんヶか月げつかの話だから！」

　そう、この家庭教師の話は──

　詩し夜やちゃんは大学一年のときは授業が忙しくて、バイトができなかったらしい。

　今も実家暮らしだから、衣食住には困らなかったみたいだし。

　でも、大学生なら自分の小遣いくらいは稼ぐべきだろうってことで、二年に進級した今年の春からバイトを始めた──のだけど。

「そういえば、詩夜ちゃんって昔からなにをやっても続かなかったよね。ピアノとか習字とか習い事はすぐやめてたし、部活もバスケ部にバレー部に陸上部に美術部に吹奏楽部に、あと文芸部にもいたんだっけ。落ち着きがないにもほどがあるよ」

「ただ飽きっぽかっただけ！　続いてたのだってあるよ！　まあ、それは簡単にやめられなかったんだけどさ」

「強制力がなきゃダメだったってことだよね」

「うるさいよ。とにかく、ウチの両親もさすがにこれ以上バイトをしないとキレそうだし。マコ、あんたもアタシに協力しなさい。アタシがバイトを投げ出さないように」

「こっちがお金を払う側なんだよね？」

　払うのは親だけど、僕に協力を頼まれても。

　とりあえず、事情はこんな感じ。

　詩夜ちゃんは大学二年になってバイトを始めたのはいいものの、コンビニやファミレスの定番バイトは退屈で、どれもすぐにやめちゃったらしい。

　そこで、成績がふるわない息子を心配していたウチの両親と、同じマンションで仲が良い詩夜ちゃんの両親が共きよう謀ぼうして、家庭教師の話が決まったとか。

　ウチの親、海外にいるくせに手回しがいいなあ。

「マコ、ちょっと生意気よ。あんたは、アタシの子分でしょ」

「ああ、遠い昔の嫌な思い出がよみがえる……」

　このマンションには同世代の子供が何人かいたけど、詩夜ちゃんは僕がお気に入り──というか、お気に入りのオモチャだったからなあ。

「鬼ごっこをしたらわざと捕まえずにいたぶるように追い回すし、ゲームで負けたら僕のゲーム機を一ヶか月げつも借りパクして特訓してくるし、アイドルにハマってたときはライブをやるから友達百人連れてこいとか無む茶ちやぶりしてきたよね」

「マコ相手ならなにをしても許されると思ってたよ」

「思った以上の酷ひどい扱いだった！」

　そこまで容赦ないことを考えていたとは！

「それがアタシだから──って、話してる場合じゃない。もうテストまで時間ないし、ガンガン教えるよ！　一夜漬け二夜漬け当たり前、マコを徹底的に漬け込むかんね！」

「斬新な脅し文句だね！」

　そして、本当に金銭が発生する仕事なので、真面目まじめにお勉強開始。

　うう、マンツーマンだと逃げようがないなあ……。

　詩し夜やちゃんは、ついでに縫ぬいにも教えてあげると言ってくれたんだけど。

　その縫が〝カテキョは嫌ーっ！〟と拒否したので、ここにはいない。

　一応、縫には課題を与えておいたけど、ちゃんとやるかなあ？

「……あれ？　詩夜ちゃん、教えるの上う手まくない？」

「アタシ、中等部、高等部と成績微妙だったからさー。内部進学も危ういって言われてから頑張ったんだよ。だから、できない子がどうすればいいのかわかってんのさ」

「そういや、詩夜ちゃんって馬鹿だったね」

「言い方！」

　肝心の詩夜ちゃんの学力のことを、すっかり忘れてたけど……。

　詩夜ちゃんは、僕と同じで初等部から聖せい華か台だい学院に通ってきた。

　高等部の生徒の多くが大学に内部進学するけど、詩夜ちゃんもその例に漏れてない。

　よっぽど成績が酷ひどくなければ、問題なく内部進学できる。

　これまでの縫くらい酷いと、微妙かなあ？

　詩夜ちゃんは内部進学できてるんだから、〝よっぽど〟ではないわけだ。

「マコ、アタシの学力を疑ってない？　言っとくけど、三年のときは〝貼り出し組〟だったんだかんね？」

「えっ、そうなんだ。それ、初耳だよ」

　聖華台の高等部には、定期テストの上位五十名の名前が廊下に貼り出される〝貼り出し組〟と呼ばれる伝統がある。なんて忌まわしい。

「ちなみに、マコは貼り出されたことあんの？」

「あったら家庭教師なんてつけられてないよ。だいたい、いつも真ん中くらいかな」

「マコのおじさんたちには特にノルマは言われてないけど、そうなると……マコを貼り出し組にするくらいが目標か」

「い、いきなりそれはキツいんじゃないかな……？」

　今まで一度も上位五十位に入ったことないのにというか、はっきり言うと百二十位前後が定位置なのに。

「だって、それくらい結果出さなきゃ、あの高給には釣り合わないよ」

「いくらもらってんの、詩夜ちゃん」

　ウチの親、大金をつぎ込まなきゃ息子の成績は上がらないと思ってるの？

「おっと、いきなり横道に逸それてたね。ああ、このポジションじゃ教えにくい！」

　詩夜ちゃんはいきなり叫ぶと、滑り込むように僕の隣に座ってくる。

「え、詩夜ちゃん、そこに座るの？」

「向かいに座ったら、アタシが見づらいじゃん。なんだー、照れてんのかー？　おいおい、一丁前に色気づきやがってー」

「し、詩し夜やちゃん……」

　詩夜ちゃんは、僕に密着するように距離を詰めてくる。

　うう、なんかいい匂いがする……香水かな。さすが女子大生ＪＤ……。

「昔は一緒にお風呂にも入ったのに、アタシで興奮してんの？　あー、可愛かわいかったマコがいつの間にかオオカミさんになっちゃったのかー」

「だ、だからくっつきすぎだって……！」

　詩夜ちゃんのカットソーは胸元が緩くて、割と立派な胸の谷間があらわに……！

　というか、そのおっぱいが僕の腕に当たってる……！

「ここは、〝いい成績取ったら、お姉さんがおっぱい見せてあげる〟が定番かな？」

「なんの定番なの!?」

「あはは、冗談、冗談。アタシのおっぱいはそんなに安くないから。もし一位を取れたら、ちらりんっと見せてあげてもいいけどね？」

　詩夜ちゃんは思わせぶりに、カットソーの胸元を手で引っ張ってさらに見せつけてきた。

　魅惑的な谷間だけじゃなくて、ちらりと黒いブラジャーまで見えてしまっている。

「……からかってるのはわかってるよ。何年の付き合いだと思ってるの」

「はっはっは、冗談はこのくらいにしとくかね。さて、勉強勉強。安心して、アタシは文理どっちもイケるから。英文学科だから、一番得意なのは英語だけどね」

「あっ、英文なんだ？」

　詩夜ちゃんが聖せい華か台だいの大学に進学したことは知ってても、学科までは知らなかった。

　専攻は英語なのかー……真ま香か先生と同じか。

「そうそう、大学に入ったばかりの頃、学科のコンパですっげーかっこいい先輩がいて。この髪も、その先輩の色に合わせてみたんだよ。ちょっと明るくなりすぎたけど」

「そりゃ、美み春はるに大学デビューとか言われるよ」

　詩夜ちゃん、高校までは黒髪で地味めだったんだよね。

「むう、マコ、なんか余計に生意気になってる。あー、そっか、そういえばそうだった」

「え？　なに？」

「マコって〝先生嫌い〟だったよね。それってあの──」

　と、詩夜ちゃんが言い掛けたときにチャイムが鳴った。

　インターホンで応対すると──意外な顔がモニターに映っていた。

「詩夜ちゃん、お客さんが来た。たぶん勉強の邪魔にはならないと思う」

「なに？　またあのエロ女子高生とか幼女？」

「別の人だよ」

　答えてから、玄関に行ってお客さんを出迎え、リビングにお連れする。

「初めまして。彩さい木ぎ慎まこと、そちらの方が家庭教師の女子大生さんか？」

　僕が案内してきたのは、カレン会長だった。

　会長も我が家に普通に来るようになったなあ。

「はい、京けい御み詩し夜やっていって聖せい華か台だいの大学二年です」

「はい、京御詩夜はマコの家庭教師をやってます。おいおい、またえっらい美人じゃん。マコってば、何人女を連れ込んだら気が済むの？」

「連れ込むなんて人聞きの悪い！　えっと、会長？　そういえばご用件は？」

「あ、ああ。ＳＩＤシドリーダーとして彩木慎に怪しい気配があったら確認を──じゃない、先輩として学業がおぼつかない後輩の様子を見にきただけだ」

「会長、嘘うそつけないですよね……」

　本音を九割くらい言っちゃってるよ。

「マコ、幼なじみのお姉さんだけじゃなくて先輩にまで面倒かけてんの？　しかもこんな黒髪ロングの清せい楚そ系とかどこで引っかけ──あれ、あんたってもしかして……？」

「んん？　詩夜ちゃん、カレン会長と面識あったの？」

「カレン……そう、陣じん所しよカレン、だっけ？」

「なぜ私のことを知って……いや、まさかあなたは……」

　そこまで言って、会長は詩夜ちゃんを頭から爪先まで眺め回して──

「ああ、大学デビューなのですか？」

「だから違うって！　もうーっ、どいつもこいつも！」

　詩夜ちゃんが、クセのある栗くり色いろの髪をがーっとかき回す。

「大学デビューはいいんだけど、カレン会長と詩夜ちゃん、どこで知り合ったの？」

「カレン会長、ね……へえ、あの陣所カレンちゃんが生徒会長か。大学デビューどころじゃないね、こりゃ」

「そうか……やはりあなたですか。言い直しましょう、初めましてではなく──お久しぶり、ですね」

　カレン会長は、ちょっと困ったような顔をしている。

　なんだろう……僕の幼なじみのお姉さんと、僕の生徒会長──って僕のじゃない。

　とにかく、この二人に接点があるなんて聞いたこともないぞ……？

「あの、詩夜ちゃん？　カレン会長？」

「実はアタシも高等部のときは生徒会役員だったんだよ。なんと副会長」

「当時の生徒会にいったいなにがあったの？」

「普通に選挙で当選したんだよ！　まあ、他に候補がいなくて信任投票だったけどさ」

　高等部では、生徒会長と副会長が選挙で選ばれます。他の役員は生徒会長の指名制。

　信任投票で落ちる人なんて、まずいない。

　あー、詩し夜やちゃんがやめられなかったのって生徒会のことか。

「……彩さい木ぎ慎まこと、おまえ気安い相手にはずいぶんと失礼なんだな」

「詩夜ちゃんとは子供の頃からの付き合いなんで。でも、カレン会長が詩夜ちゃんと一緒に生徒会やってたわけじゃないですよね？」

　カレン会長が生徒会長になったのは去年の九月。

　そのときには詩夜ちゃんは高等部を卒業して大学デビューしてる。

「ああ、私は──」

「聖せい華か台だい大学に進んだ連中は、高等部に遊びに行くこともあんのよ。部活やってる奴やつらが多いけどね。コーチみたいなことしてる人もいるし、ただ後輩をイビりたいだけの奴もいるね。アタシも生徒会のＯＧとして可愛かわいい後輩たちを見に行ったことがあんの」

「へぇ、詩夜ちゃんが後輩をイビりに……」

「イビりに行ったとは言ってないでしょ！　マコ、アタシでも怒るよ！」

　詩夜ちゃん、割と普通に怒るよね。

「ね、イビったりしてないよね、カレンちゃん？」

「……ええ、優しい先輩です」

　あ、今のは絶対嘘うそだ。疑うたぐり深ぶかい僕じゃなくてもわかるレベルの嘘。

「じゃ、優しい先輩がカレンちゃんにはタダで勉強教えてあげよう。勉強道具くらい持ってんでしょ？」

「え、ええ、京けい御み先輩」

「やだなあ、詩夜でいいってば」

「はい……詩夜先輩」

　カレン会長が人に教わることなんてあるのかな……むしろ逆効果になるのでは。

　でも、先輩から言われたらカレン会長でも逆らえないのか、会長は素直にテーブルの前に座った。

「マコの様子見にきたって言ってたよね。こいつ、やっぱり学校ではアレなの？」

「アレですね。本人は常識人だと思っているようですが、校内では悪名が轟とどろいています」

「こらこら、お二人とも。僕、ここにいるんですけど？」

　そこまでの悪口は本人がいないところで言うべきじゃない？

「やっぱ、教師嫌いは相変わらずか。あの幼女のお母さん──幼稚園の先生がきっかけだったよね。あんた、ズルズル引きずりすぎじゃない？」

「……よく覚えてるね、詩夜ちゃん。僕もその辺はだいぶ克服したんだよ」

「でもさー、きっかけはそれだったとしても──ああ、いいか。勉強しよう、勉強」

「ん？」

　なんだろ、詩夜ちゃんが今、ちらっとカレン会長のほうを見たような？

「そうですね、きっかけは神しん樹じゆ無む垢くの母親だったとしても」

　そのカレン会長がノートや教科書を広げながら、僕のほうを見た。

「彩さい木ぎ慎まことが徹底して教師を信頼できなくなったのは──私のせいだ」

「は？」

　カレン会長、なにを言ってるの？

「そんなこと言わなくていいんだよ、カレンちゃん。いやいや、勉強勉強。お金もらってるんだから真面目まじめにやんなきゃ。マコを徹底的に漬け込むよ！」

「なんだかわかりませんが、お手伝いしましょう」

「ちょっと!?」

　漬け込むとか、ただでさえ怖いのにカレン会長のアシスト付き!?

「待って待って、漬けられるのも怖いけど、カレン会長はなにを言ってるんです？　自分のせいってどういうことです？」

「気にしない、気にしない。教師嫌いは克服したんでしょ？」

「そうだけど……」

　そんな思わせぶりなことを言われたら、勉強が手につかなくなっちゃう。

　でも、二人とも完全に勉強モードに入ってる。

　縫ぬいやくーならともかく、カレン会長と詩し夜やちゃんが相手だからなあ……。

　強引に聞き出すなんて手は使えそうにない。

　なんだろう……僕は、また大事なことを忘れちゃってるのかな？







「さあ、それじゃ言い訳を聞かせてもらおうかしら？」

「またいきなりですね……」

　幼なじみのお姉さんが家庭教師になった翌日、昼休み。

　真ま香か先生は〝次の授業の手伝い〟と称して、僕を英語科準備室に引きずり込んでいた。

「言い訳って、いったいなんのです……？」

「もちろん、この件についてよ」

　真香先生はスマホを取り出し、画面を僕のほうへ向けて掲げる。

「って、なんでこんな写真を真香先生が持ってるんです!?」

「とある筋から入手したものよ！」

「いったい、どこの美み春はるからもらったんですか！」

　真香先生のスマホに表示されてるのは、僕と詩夜ちゃんがテーブルの前でぴったり身体からだを寄せ合っている写真。

　どう見ても、昨日の勉強風景だった。いつの間に撮ったの、妹よ。

「忘れてるかもしれないけど、わたしはＳＩＤシドとある程度情報を共有してるのよ。ＳＩＤのＬＩＮＥグループにも入ってるわ」

「ある程度っていうか、完全に癒ゆ着ちやくしてません？」

「この写真でわたしと彩さい木ぎくんが揉もめれば、ＳＩＤとしては願ったり叶かなったりでしょう」

「素晴らしい推理力ですね、先生」

　美み春はる、ぼーっとしてるように見えてけっこう策士だね。

「というか、家庭教師がつくって言ったじゃないですか。真ま香か先生、フリーズしちゃったから、最後まで説明できませんでしたけど」

「この女の子、マンションの前で会った彩木くんの幼なじみよね。検索してみたけど、今時は幼なじみは負けポジションらしいわよ？」

「それはフィクションの話では……」

　漫画やアニメを嗜たしなむ僕は、もちろん今時の傾向は知ってはいるけど。

「だいたい、フィクションの話を持ち出すなら、美人先生はだいたいサブヒロイン扱いで、勝ち目はないイメージですよ」

「なっ……!?」

　真香先生が、お美しいお口をぽかーんと開く。

「さ、彩木くんに……職業ごとディスられたわ……！」

　本日は絶句しなかっただけまだマシかな……。

「あのね、よく聞きなさい、彩木くん。これは教師としてではなく、人生の先輩としての教えよ。〝見てくれのいい女子大生は等しく尻軽〟なのよ」

「なかなかの問題発言ですね！」

　ショックのあまり、またとんでもないこと言い出したぞ。

　カレン会長といい、女子大生に偏見ありすぎじゃない？

「ていうか、それを言うなら先生だって〝見てくれのいい女子大生〟だったのでは」

「わたしは、普通の大学生活とは無縁だったのよ。生きてるのが不思議なくらいバイトしてたから」

「生きてるのが不思議なくらいバイト」

　なかなかのパワーワードだなあ……。

「大学時代もまだウチは裕福とは言えなかったからね。学費も生活費も自分で稼がなくちゃいけなかったもの」

「今はお父さんも猫カフェ経営が順調でよかったですね……」

　たまに忘れそうになるけど、真香先生は大変な苦労人なんだよなあ。

「家庭教師……そう、女子大生の家庭教師なのよね……」

　真香先生、急に頭抱えちゃったよ。

「マンツーマンで教えられる家庭教師、昔からの幼なじみ、彩さい木ぎくんが大好きな年上美人、それでいてわたしより若い……」

「あ、あの？　真ま香か先生？」

　いつの間にか、僕が年上好みにされてるし。

　初恋がコーコ先生だったんだから、否定はできないけど！

「も、もしかしてわたしって……京けい御みさんの下位互換なの!?」

「えらく自分を貶おとしめますね！」

「だ、だって……わたしは教室でみんなに公平に教えなきゃいけないしがない教師。彩木くんと会ったのは一年ちょっと前。大人の美人だけど、今年二十四歳だもの……！」

「だもの、じゃないですよ。あのですね、あまり言いたくないんですが……」

　落ち込まれても面倒くさそうなので、言っておこう。

「どちらかというと、僕は詩し夜やちゃんのことは苦手なんですよ。昔から子分扱いでしたし。もちろん嫌いじゃないですが、僕をからかうところも変わってないんですよね」

「そ、そうなの？　じゃあ、京御さんよりわたしのほうが好き？」

「ストレートな質問ですね！」

　だから、言った本人が忘れないでほしい。

　僕が好きだと答えたら、教師をやめて世を捨てるんでしょ。

　詩夜ちゃんと比較してという前提があっても──迂う闊かつに好きとか言えない。

「だいたい、その写真には写ってませんけど、昨日はカレン会長もいたんですよ」

「ますます悪いじゃない！　尻軽じゃない年上美人はわたしだけでいいのに！」

「一応、カレン会長のことは認めてる感じですね……」

　怖いところを除けば、あまり欠点もないもんね、カレン会長。

「なんてことなの、事態が悪いほうへ悪いほうへ──」

「まかまか、ちょっと連絡事項が──って、こらこらー。彩木くん、もうテスト前なんだから準備室に入っちゃダメー」

　どがっと勢いよくドアが開いて、白衣に白いシャツ、膝丈スカートという格好の長身美人が入ってきた。

　恋れん紅くひより先生──国語科の教員で、真香先生より一つ年上。

　国語教師なのに白衣を着ているのはよく転んで服を汚すからだとか。

　左手薬指には指輪が光ってるけど、これが結婚指輪なのか誰も知らない。

　美人でフレンドリーなので人気はあるけど、かなり得体の知れない先生だ。

「もうテスト前なんだから、準備室は入室禁止だよー。バレたら消されるよー？」

「ずいぶん血なまぐさい学校なんですね、ここ……」

「ああ、すみません。彩木くんにはちょっと手伝いを頼んでて。他の英語科の先生には許可をもらってるの」

　真ま香か先生は、自分のデスクに置かれた山積みのプリントをぱんぱんと叩たたいた。

「あ、そうだったんだー。それならいっか。でも長居はＮＧだよ、さいっぎー」

「誰がさいっぎーですか」

　しかし、真香先生の机にあんな大量のプリント、さっきまでなかったような……。

　いつの間にあんなもの置いて偽装工作したんだ。

　さすが、何年も高たか嶺ねの花はなを装よそおってきただけのことはあるね……。

「もう用事は済んだから、行っていいわよ、彩さい木ぎくん。お疲れ様」

「……はい、失礼します。恋れん紅く先生も」

　恋紅先生の突然の乱入には驚いたけど、助かったかも。

　詩し夜やちゃんと密着して勉強してたのは、まぎれもない事実だからなあ。

　自宅といえども油断しちゃいけないってことだね……。

　ああ、いろんな意味で早くテストが終わってほしい。







　そして、無事に放課後になり──

「彩さいくん、バイバイ！　美人女子大生の家庭教師、今日も大変だね！」

「あっ、縫ぬい！　僕が言った課題、ちゃんとやってるんだろうね!?」

　返事をすることなく、縫は素早く教室を出て行った。

　そんなに家庭教師に巻き込まれたくないの……？

「彩木……あの野郎、美人の家庭教師だと……？」

「真香先生に更生してもらってるだけで殺したいほど羨ましいのに……」

「ＪＤお姉さんと夜のお勉強とか、奴やつには地獄すら生ぬるい」

　縫がいらんこと言ったせいで、僕へのヘイトが高まってる！

　とりあえず、僕も素早く逃げよう。

　今日は詩夜ちゃんも午後の講義があるらしいので、開始が遅れるんだよね。

「だからといって勉強しないわけにもいかないか……」

　僕だって普通の成績に甘んじたいわけじゃない。

　家だとダラけちゃうかもだから、図書室か近くのファミレスか。どっちも混むかな。

「生徒会室は……図ずう々ずうしいか」

　一応、生徒会とは無関係ではないけど、勉強に使わせてもらうのはなー。

　昨日の、僕の教師嫌いのきっかけがどうこうとかの話も聞きたいけど……。

「おっ、彩木慎まことか」

「わっ、カレン会長」

　と、ふらふら歩いていたら女子トイレからカレン会長が出てきた。

　図ずう々ずうしいとか言いつつ、生徒会室のそばまで来ていたりする。

「会長、今日も生徒会の仕事なんですか？」

「それもあるが、今日はさすがに勉強だな。一応、これでも特待生なんだ。成績は落とせない。生徒会室だと邪魔も入らなくて勉強がはかどるんだ」

　カレン会長は学費免除の特待生資格を取って、聖せい華か台だい高等部に入学してる。

　馬鹿高い学費がタダになるだけあって、特待生資格は取るのも維持するのも難しい。

　カレン会長は涼しい顔してるけど、かなり苦労してるんだろうな……。

「ところで、どうしたんだ？　今日も詩し夜や先輩の家庭教師があるんじゃないのか？」

「ああ、はい。勉強、頑張ってください」

　やっぱり、生徒会室はダメだ。

　特待生資格の維持がかかってるんだから、会長の勉強の邪魔はできない。

「あ、待て。おまえ、藤ふじ城き先生がどこに──いや、やっぱりいい」

「真ま香か先生……？」

「気にしなくていい。彩さい木ぎ慎まこともダラけずにしっかり勉強するようにな」

　カレン会長はビシッと言って、生徒会室のほうへ歩いて行く。

　なんだろう、会長が真香先生に質問に行くとも思えないけど……。

「……って、会長！　ス、スカート！　スカート、めくれてますよ！」

「は？　そんなわけが……あっ!?」

　カレン会長はお尻に手をやって、異変に気づいた。

　ミニスカートが大きくめくれ上がって、裾が下着の中に挟み込まれてる。

　トイレで、スカートを挟んじゃったのか……。

　さすが純潔を尊たつとぶシスター見習い、パンツも見事に純白だ。

　ぷりんとしたお尻もちらっと見えていて、もの凄すごくエッチだ……。

「こ、こら！　なにをじっと見てるんだ！」

　会長は真っ赤になって、慌ててスカートの裾を戻した。

「す、すみません。でも、会長が珍しいですね。いつも僕に服装の乱れを注意してるのに」

「ご、ごまかすんじゃない。いや、なんて油断だ。この私ともあろう者が……！」

　会長は本気で慌てているらしく、もう綺き麗れいに戻っているスカートの裾をこれでもかと伸ばしてる。

　あたふたしてる会長、ちょっと可愛かわいい。

「か、考え事をしていたせいだ。普段はこんな醜しゆう態たい、晒さらさない！」

「で、でしょうね」

「今見たものは忘れろ！　いいか、見習いでも私はシスターだ。わ、私の下着姿に興奮していかがわしいことに使ったりしたら……神の裁さばきが下るぞ！」

「神の裁きが下っても、カレン会長のパンツを見たい人は多いでしょうけど」

「なにか言ったか!?」

「なんでもありません、失礼します！」

　しまった、先生が相手でもないのに余計な減らず口を叩たたいちゃった。

　僕は足早に生徒会室から離れ、階段を下りて──

「ん……？」

　そこで、スマホが振動した。

　相変わらず、僕の放課後はイベントだらけだよね……。







「またここに来るとはね……」

　学校の西側、駐車場の裏手に木造二階建ての古い建物──旧校舎がある。

　この前、縫ぬいのグラビア撮影に参加したときにここを使わせてもらったんだっけ。

　正面の入り口から校舎内に入る。普段は施錠されてるだろうけど、今日は開いていた。

「えーと、旧校舎としか書いてなかったけど、どこへ行けばいいんだろ？」

　スマホに届いたメッセージの差出人は──真ま香か先生だ。

　用がありそうだったカレン会長じゃなくて、僕のほうに呼び出しがくるとは。

「あれ、なんか聞こえる……？」

　ピアノの音──かな？

　人ひと気けのない放課後の旧校舎に響くピアノの音色──怪談っぽいなあ……。

　二階に上がり、その奥まで歩いて行くと──

「し、失礼します……？」

　いや、まあこの光景は予想がついてたけど。

　旧校舎の音楽室に置かれているピアノの前に座っているのは──美しき真香先生。

　まったく危なげのない見事な運うん指しで、澄んだ音色を響かせている。

　真香先生は、しばし演奏を続けてから──ぴたりと手を止めて、こっちを見た。

「どうだったかしら？」

「……お見事な演奏で。今の、なんて曲ですか？」

　僕は、ぱちぱちと拍手を贈っておく。

「シューマンの幻想小曲集、『夢のもつれ』よ。ドン引きするほど弾きにくいせいで『指のもつれ』なんて皮肉られてる曲ね」

「……真香先生、ピアノなんて弾けたんですね」

「わたしの家、お父さんが破産するまでどちらかというと裕福だったのよ？　娘にピアノくらい習わせていてもおかしくないでしょう」

　なるほど……言われてみればそのとおり。

　ウチの学校もお嬢様が割と多いからか、ピアノが弾ける女子生徒は少なくない。

「……ふう、上う手まくキマったわ。安いキーボード買って練習した甲か斐いがあったわね」

「…………」

　小声のつもりだろうけど、ばっちり聞こえてる。

　優雅に泳ぐ白鳥も、水面下では必死に脚をばたつかせてる。

　真ま香か先生の努力を欠かさない姿勢は尊敬してもいいかも。

「妹も一時期やってましたよ。〝教室が遠い〟とか言って、ソッコーやめましたけど」

「美み春はるさんらしい話ね。わたしの場合は、ピアノの先生が親切な人で、教室をやめたあとも教えてくれたのよ。才能があるとか言ってね。それも中学までで、高校からは勉強とバイトが忙しくてやめてしまったわ」

「ちょっと、もったいない話ですね」

　ピアノの技術なんてわからないけど、今の演奏、かなり上手かったんじゃない？

「しかし、この前の医学部合格の話といい、多芸というか多才というか……」

「わたしって割となにをやってもソツなくこなせちゃうのよ。効率的に努力する方法もすぐに理解できるしね」

「な、なんて嫌いや味みな話ですか……」

　僕なんて、勉強で苦戦しまくって家庭教師までつけられてるのに。

「というか、彩さい木ぎくん。そろそろ、わたしの服装にツッコミを！　スルーは辛つらいわ！」

「ああ、すみません──真香先輩」

「その呼び方はスルーしたいわ！」

　今日も元気だなー、真香先生。

　真香先生は──いや、ＪＫ真香ちゃん、まさかの再降臨！

　ブレザー、胸元にリボン、太ももがまぶしいミニスカート。

　ちょっとサイズが小さめで、ブレザーは大きな胸を押さえきれてないし、スカートの丈は短すぎる。

　先生が現役ＪＫだった頃に着ていた制服は、卒業後にも（主に胸とか）成長したせいで窮屈になったらしい。

「ま、まったく君は……教師相手にも遠慮がないわね」

　教師らしさのかけらもない服装の真香先生は、ピアノから離れて、窓の前に立つ。

「それで、今日はまたなんでそんな格好でこんなところに」

「こんな格好だから、こんなところに呼び出したのよ。テスト前の今なら、間違っても旧校舎に他の生徒が来ることはないでしょう」

「そこまで暇な生徒はいないでしょうね」

　ちなみに、僕も暇じゃない。たぶん、先生はもっと暇じゃない。

「では、今日の〝教育〟は短縮授業で済ませましょう。残念だけど、このあと会議なんかもあるのよね」

「ますます、そんなイカレた格好してる場合じゃないのでは」

「でも、でもでも！　若さでＪＤに勝てない以上、なんちゃってＪＫと化してでも彩さい木ぎくんの目を引きつけないと！　それも早急に！」

「涙目にならなくても！」

　ただでさえ、制服姿で美女から美少女にチェンジしてるというのに。

　そんな美少女に泣かれると可愛かわいすぎて困る……！

「えー、先生？　ハッ、二十代も中盤に入ったら恋愛対象外だよねー、ギャハハハとか思ってない？」

「なんでそんな悪いキャラになってるんですか、僕！」

　というか、自虐にもほどがある。

「真ま香か先生、それだけなんでもできて、たまにポンコツだけど、なんでもできるのに、どうしてそこまで自分を貶おとしめるんです？」

「途中で聞き捨てならない台詞せりふが挟まれた気がするけど、気にしないわ。ただ──」

　真香先生は、顔を真っ赤にして近づいてくる。

「恥を忍んで、またこんな格好を晒さらしたんだから。彩木くん、今度こそ〝教育〟を受けてもらうわよ」

「恥ずかしいならやらなきゃいいのに……」

「本当に？　本当にＪＫ真香にもう一度会いたいと思ってなかったの？」

「ソンナコトナイデスヨ」

「英語で言うと？」

「あ、ああ……あいきゃんすとっぷふぉーりんいんらぶうぃずゆー？」

「……間違ってはいないけど、Ｃａｎ[image: ]ｔ　ｓｔｏｐで使うわね、普通は。ていうか、Ｃａｎ[image: ]ｔ　ｓｔｏｐにしておきなさい」

「僕もそれくらいの意味はわかりますよ……」

　それ言っちゃったら告白と同じでは。

「〝教育〟っていっても、ヤバいことには付き合いませんよ。テスト前に、いらん刺激を与えないでください」

「わたしは教師よ？　そのくらいのこと、承知してるわ」

　本当かなあ……真香先生が、意外なほど教師らしいことは知ってるけど、それでいて教師らしくないフリーダムな人だってこともよーく知ってるから。

「ピアノを教えてあげるわ」

「は？　ピアノ？」

　僕が首を傾かしげると、真ま香か先生はにっこり笑って頷うなずいた。

「てっきり、英語の難しい課題を出されて、『答えはわたしの制服のどこかに縫いつけてあるわ♡』とか言い出すのかと」

「じゃあ、それにするわ。ちょっと待ってて」

「わーっ、冗談！　冗談ですよ！」

　真香先生が、ぶんむくれて服を脱ぎ出そうとしたので慌てて止やめる。

「……もう、彩さい木ぎくんはわたしを誤解してるわ。慎み深いのよ？　社会人二年目になるまで、男の人と手を繋つないだこともなかったのよ？」

「そりゃ、先生が手を繋ぐのも恐れ多いようなキャラをつくってたからでしょ」

「ああ言えばこう言うわね。生意気な教え子くんは、ここに座ってね」

　と、両肩を掴つかまれて、ピアノの前に座らされてしまう。

「彩木くん、ピアノの経験は？」

「遊びで音楽室のピアノを弾いたくらいですね」

「わたしのことも遊びだと思っていいのよ？」

「なんの話ですか!?」

「冗談よ。ふふ、真っ赤になって可愛かわいい、可愛い」

　ちゅっ、ちゅっと僕の頬ほおや額にキスしてくる真香先生。

　うう、本当に気軽にスキンシップしてくるなあ……。

「じゃ、教えてあげましょう。技術は荷物にならないわ。誰でも知ってる有名な曲をちょこっと弾いてやれば、コロリと落ちるようなチョロい女の子もいるでしょう」

「チョロい女の子をコロリと落としていいんですか……？」

「そんなことになったら、その女の子を殺して、彩木くんも殺すわ」

「先生だけ生き残ってる!?」

「これも冗談よ。前にも言ったけど、彩木くんがモテるのは悪い気分じゃないのよ。ふふふ、わたしの彩木くんよ、羨ましいでしょう」

「いえ、別に真香先生の彩木くんでは……」

　などと言いつつ、真香先生の指導が始まる。

　基本中の基本、『ねこふんじゃった』からだった。僕も子供の頃に弾いたことはある。

「うんうん、なかなかの指使いね。その指先のテクニック、今後に期待が持てそうね」

「ピアノの話ですよね!?」

　……って、ちょっと真香先生？

「どうかしたの、彩さい木ぎくん？　手が止まってるわよ？」

「え、ええ……こうでしょうか」

　今度は、誰でも知ってる有名なポップス。もちろん、片手で弾くのが精一杯。

　真ま香か先生が、さっと見本を見せてくれて、そのマネをしてる──のだけど。

「あの、先生？　ちょっと弾きにくいんですが……」

「近くにいないとお手本を見せられないでしょう？　ふふー、にやにや～」

　出た、先生の擬音付きニヤニヤ笑顔。

　さっきから、先生の豊かなお胸が僕の顔にことあるごとに触ってるんだよね。

　押しつけられすぎて、僕の顔が真香先生の胸に沈み込んでるレベル。

「ほらほら、手はこっち。そう、そうよ。ここよ……」

「ま、真香先生……！」

　今度は、鍵盤の上に置いた僕の手に、先生のＥカップおっぱいが重ねられる。

　おっぱいが手の甲に乗っかり、ぎゅーっと押しつけてきてる！

「先生、手が動かせないですよ!?」

「いいえ、好きに動かしていいのよ？　やんっ、もっと優しく♡」

　つられて少し手を動かすと、当然ながら自分からおっぱいに触りにいくことに。

　ふにょん、と暴力的なまでのボリュームと柔らかさが……！

「彩木くん、普段の勉強と同じなのよ」

「な、なんの話ですか？」

「英単語だって目で見てるだけじゃ覚えられないでしょう。自分の手で書いて、やっと自分のものにできるのよ。おっぱいも自分のものにするには、まずは手で直接触らないと」

「勉強と同じじゃありません！　僕のものにする予定もないです！」

「あーん、彩木くん、顔真っ赤！　わたしも真っ赤！　暴れ出しちゃいそうよ！」

「早弾き!?」

　真香先生の右手がすんごいスピードで、荒々しいメロディを奏でてる！

「はい、彩木くん、これが見本よ！　君も弾いてみて！」

「できませんよ!?」

「そ、それじゃあ胸をもっと……わたしの胸を鍵盤だと思って、〝ねこふんじゃった〟でいいから弾いてみなさい。おっぱいで君の指使いを確かめてあげるから……」

「そんな馬鹿みたいなこと……」

　なんて思いつつも、つい手がふらふらーっと真香先生の88センチのおっぱいに吸い寄せられていく──

「きゃんっ」

　ああ、遂ついに……遂に勢い任せで真香先生のお胸に……。

　ただ、手を置いただけなんだけど、それだけで圧倒的な量感が伝わってくる。

　ねこふんじゃった？　まず、どの指を動かすんだっけ？

　真ま香か先生の胸の感触が凄すごすぎて、そんなことまでわからなくなってる。

「彩さい木ぎくん……」

「せ、せんせい……」

　どちらからともなく顔を近づけて──ちゅっ、とキスしてしまう。

　何度となくしてきたキスだけど、胸を触りながらとなると話が違う。

「ちゅーしていいなんて、言ってないわよ……？　先生の言うこと、きけないの？」

「僕は、先生の言うことに逆らう彩木なんですよ……」

「じゃあ……キスしちゃダメ、おっぱいも揉もんじゃダメよ……」

「そう言われたら……」

　僕は、真香先生の胸に置いた手を軽く押し込むようにして──

「あんっ♡」

　ブレザーとブラウスと、ブラジャーの三重の防壁を今まさにみずから突破してる……。

　刺激的なことはしないって話だったのに、なんでここまで──

「おっ、おい……！」

「え？」
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　不意に聞こえた声に──僕の手が止まった。

　今のって、真ま香か先生の声じゃない。違うけど、よく知ってる声だった。

「……って、カレン会長!?」

「じ、陣じん所しよさん……！」

　音楽室の戸のところに立っているのは、黒髪ロングの生徒会長──

「ふ、藤ふじ城き先生が旧校舎の鍵を借りていったと聞いたから来てみたら……藤城先生、その格好は……？　あなたたちは、いったいなにをしてるんだ……？」

　なにをしてるんだ、と言われてもご覧のとおりで。

　カレン会長が思ってるとおりの状況なわけで──まずい。

　会長は僕と真香先生が付き合ってると知っていても、まさか先生が制服を着て、自分のおっぱいを触らせてるとは思ってなかったよね。

　しかも、ちゅーまでしちゃってたし。

　これはもう、誤解でもないし、ごまかしようもない──今までの危機とはレベルが違う。

　ど、どうしよう……。
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「終わったぁぁぁぁっ！　おっしゃぁ、おらああああっ！」

　一学期期末テストの最後の試験が終わり──

　教室に、わっと歓声が上がった。

　ちなみに、ひときわ騒いでいるのは天あま無なし縫ぬいだ。「おらあっ」って……。

　僕は窓際の席から歩いて行き、周りと一緒に騒いでる縫の肩をぽんと叩たたいた。

「じゃあ、縫。さっそく反省会をしようか。長めに」

「いきなり赤点を疑われてる!?」

「結局、ほとんど勉強を見られなかったからね。僕が出した課題なんて真っ白でしょ？」

「一ミリたりとも信用されてない!?」

　縫はぎゃーぎゃーわめきながら、カバンの中を漁あさって、テキストやノートを取り出した。

「ほらほら、言われたトコちゃんとやったんだよ！　まなっしー頑張った！」

「……あれ、本当だ」

　僕が指定した範囲内の問題を一通り解いてる。かなり間違ってはいるけど。

「中間のときに言われたことも守ったよ。問題用紙に答えも書いといた！」

　今度は、今回の期末テストの問題用紙を差し出してくる。

　さすがにこっちは解けてない問題も多いけど……。

「疑ってごめん、縫ぬい。これ、たぶん中間テストよりできてるよ」

「マジで!?　やべぇ、美び貌ぼうとおっぱいに加えて教養まであったらあたし最強じゃん！」

　きゃっほーきゃっほーと、縫が小躍りしてる。

　できてるといっても、平均よりちょっと下くらいかな。

　それでも、最下位すらあり得た中間テストを思えば、格段の進歩だ。

「あんなにお馬鹿だった縫が……普通の馬鹿になるなんて……」

「まだ馬鹿なの!?　喜ばせておいて酷ひどい！　傷ついた縫ちゃんへの癒やしを要求する！」

「癒やしって、なに？」

「彩さいくん、パスポート持ってる？」

「パスポート？　ああ、持ってるよ」

　なにしろウチの両親は貿易に関わっていて、昔から海外で仕事してる。

　当たり前のように海外に出かける人たちだから、僕も何度か海外には行ってる。

　お家・・が大好きな美み春はるには、海外なんて拷問だったみたいだけど。

「今度、サイパンでグラビア撮影があるんだよ。彩くんも一緒に来て、一ひと夏なつのバカンスを楽しんじゃおうぜ？」

「そんなの、ついていけないよ……」

　どこの世界に男連れで撮影するグラドルがいるの？　ファンにケンカ売ってるの？

「えー、つまんない。この前のグラビアがよかったご褒美で海外に連れて行ってもらえるんだよ」

「調子いいんだから、余計な波乱を起こさないほうがいいでしょ」

　中間テストの直後に撮影した縫のグラビアはかなり好評で、掲載された漫画雑誌の売れ行きが目に見えて違うレベルだったとか。

「僕もサイパンのグラビア楽しみにしてるよ。撮影に立ち会うより、グラビアで縫を見てびっくりしたいな」

「なるほど！　あたしをザコ扱いしてる彩くんがドッキドキになるグラビアを撮ればいいんだね！」

「そうそう」

　縫さん、とても扱いやすくて助かる。

「……じー」

「な、なにかな、貴き宗そうさん？」

　僕らのすぐそばで、貴宗天てん華かさんがジト目をしていた。

「悪い男になった、彩さい木ぎ。この前は私にメイド──いえ、あんな格好させて辱はずかしめ、今度は言葉巧みに天あま無なしの半裸見る？」

「人聞きの悪い！　僕は縫ぬいの半裸なんて興味ないよ!?」

「それもめっちゃ酷ひどいよ！　あたし、見た目だけは自信あるのに！」

「もう少し中身にも自信持ってほしいな……」

　成績はマシになったといっても、まだまだ予断を許さないんだから。

「……二人の漫才に付き合ってる余裕ない。帰って眠りたい、泥のように。ドロドロに」

「ど、どうかしたの、貴き宗そうさん？」

「最近、死んでる、お姉ちゃんの目。夜も眠れずに心配。でもさすがに眠気限界」

「…………ああ」

　貴宗さんは僕にだけ聞こえるように、ぼそぼそっとつぶやいた。

　僕はテスト勉強で忙しくて真ま香か先生とろくに話ができてなかったけど、先日の旧校舎の一件をズルズル引きずってるんだね……。

「眠れなすぎてはかどった、勉強。成績だけは、たぶん向上」

　貴宗さんはそう言うと、ふらふらと教室を出て行った。

「……天てんちゃん、すっごい眠そうだったね。テスト大丈夫だったのかな？」

「勉強はできたって言ってたから大丈夫じゃない？　元々、貴宗さんは成績トップクラスだしね。見た目もいいのに、勉強もできるなんて」

「おやおや、彩さいくんってば。あたしに言いたいことでもあるのかな？」

「いや、別に。でも、あんなにふらふらしてると心配だな」

「任せて、あたしが天ちゃんを家まで送ってくるよ！　今日はお仕事もないしね！」

「縫を付き添わせたら体調悪くならないかな……？」

「彩くんが風か邪ぜ引いたときにお見舞い行っても大丈夫だったじゃん！」

　縫は力強く言い切ると、バタバタと教室から走り去った。

　ちょっと貴宗さんの身が心配だけど……ま、縫もこんなときまで無む茶ちやはしないか。

　一応、真香先生に報告しておこうかな？







「もうおしまいよ！」

「…………」

　生徒指導室に、真香先生の声が響き渡った。

　先生は席につかずに、立ったまま頭を抱えて身体からだをくねくねよじってる。おもろい。

　テストが終わった今日からさっそく採点が始まり、英語科準備室は他の先生方も使ってるとか。

　で、貴宗さんの件をＬＩＮＥで報告したらここに来るように言われたんだけど──開口一番、さっきのご発言が飛び出した。

「あの、真ま香か先生。おしまいってなにがですか？」

「決まってるじゃない、陣じん所しよさんに見られた件よ！」

　真香先生は、涙目でキッと僕を睨にらんでくる。

「カレン会長、人に言いふらしたりしてないみたいですよ。そもそも、そんなことするタイプじゃないですし……」

　吊つるし上あげはしても、悪い噂うわさをバラまくような人じゃない。

「テスト期間中に噂をバラまいてもみんな試験でいっぱいいっぱいでしょ。わたしだったら、テストが終わるのを待って言いふらすわ！」

「悪いほうへ悪いほうへ考えますね。ポジティブなのか、ネガティブなのか……」

　だいたい、真香先生でも言いふらしたりしないと思う。

「そうじゃなくても、とうとうわたしの乱らん行ぎようが人にバレたのよ！　完璧に、ごまかしようもなく！　本当のわたしは、彩さい木ぎくんとわたしだけの秘密だったのに！」

「え？　貴き宗そうさんも知ってるじゃないですか」

　確かに、教頭先生にバレそうになったときとは深刻度が違う。

　カレン会長には、ごまかしが一切利かない決定的瞬間を目撃されてしまった。

　でも、貴宗さんにだって僕と真香先生がキスしてる現場を思いっきり見られてる。

「あの子は妹だからいいのよ。さすがにわたしも、身内には正体隠してないし」

「あ、ＬＩＮＥでも言いましたけど、貴宗さん、真香先生を心配してましたよ」

「いつもどおり振る舞ってたけど、天てん華かには見抜かれてたのね。悪いことをしたわ。まあ、あの子が睡眠不足くらいで成績落とすわけないけれど」

「……先生、貴宗さんを信頼してるんですね」

　真香先生は同情されるのが大嫌いだけど、妹さんに心配されるのは問題ないみたいだ。

　やっぱり、家族──妹ともなれば特別なんだろうな。

「あの子は大丈夫よ。それより、旧校舎のＪＫ真香のこと！　だいたい、陣所さんはなんであんなところに現れたのよ……」

「そういえばそうですね、真香先生に用があったような口ぶりでしたけど」

「担任でもないし、生徒会とも関係のないわたしに？　ＳＩＤシド関係かしら……？」

「さあ……？」

　ＳＩＤ関係でなにかあるなら、僕も知らんぷりはできないなあ。

「謎は深まるばかりね……そうだわ、わたしの人生が終わる前に確かめておかないと。彩木くん、テストはどうだったの？」

「うっ、急に話が変わりますね……」

「むしろ、今日の話題としては一番ふさわしいくらいでしょう」

「そうですけどね……あっ、縫ぬいは割とできてるみたいでしたよ」

「馬鹿な……」

「馬鹿な!?」

　僕も大概だけど、真ま香か先生って教え子に酷ひどくない!?

「正直、前回の天あま無なしさんのデキは奇跡だと思ってたわ」

「なんとか赤点がないくらいのデキでしたけど、それでも奇跡扱いなんですね」

「あ、待ちなさい。天無さんも気になるけど、君の成績の話でしょう。ごまかさないの」

「……一応、答えも書いた問題用紙は全部持ってますけど……」

　僕がカバンから問題用紙の束を取り出すと、真香先生は黙って受け取った。

　先生は近くの椅子を引き寄せて座ると、一枚一枚確認し始めた。

　全教科分あるけど、英語以外もわかるのかな。まあ、パーフェクトな人だし。

「な、なんてこと……！」

「わーっ、先生!?」

　突然、真香先生が手にしていた問題用紙をぐしゃりと握り潰してしまう。

「先生、用紙がぐちゃっと！　まだ必要なんですけど!?」

「……あ、ごめんなさい、つい」

　真香先生は問題用紙を机の上に置いて、折れたところを丁寧に伸ばし始める。

「つい、用紙を潰しちゃうような酷いデキですか……？」

「いえ、逆よ」

　なぜか、真香先生はじろっと睨にらんでくる。

「平均点もわからないから確実なことは言えないわ。ただ……たぶん、前回の中間テストより三十位くらいは上がるんじゃないかしら」

「え、三十位も？」

　十位くらいなら誤差の範囲だけど、三十位も上がるなら勉強の成果じゃない？

「これって、やっぱりあのＪＤ家庭教師に教わったおかげ……ということよね？」

「他にいつもと違うことはやってませんからね。テスト直前のほんの何日かでしたけど、短期間に集中した分、結果も出やすかったんですかね」

　やったことは一夜漬けと大差ないから、今後も同じような成績が取れるわけじゃない。

　まだまだ頑張らなきゃいけないけど──

「これなら、詩し夜やちゃんのバイトも成功ですね。ウチの両親も給料をはずみそうです」

「そんなことはどうでもいいの！　彩さい木ぎくんの成績がよくなったことが問題なの！」

「問題なんですか!?　担任の先生としては喜ぶことなんじゃ──？」

「だって、だってだって、だってぇ！」

　真香先生が拳を握りしめて、だだっ子みたいに首を左右に振る。可愛かわいい。

「あのＪＤに教わって彩さい木ぎくんが変わっちゃったのよ!?　彩木くんが、わたし以外の女に染められたってことじゃない！」

「それこそ、どうでもいいことでは!?」

　真ま香か先生が怒ってるポイントが理解できません！

「やだあ、他の女のものになっちゃ嫌よ！　やだやだーっ！」

「わっ」

　真香先生は涙目になって、僕に抱きついて頬ほおずりしてくる。

　だんだん幼児退行してないか、この人！

「彩木くんをわたしの色だけに染め上げたい……そのために教育してきたのに、台無しにされた気分よ！」

「えらいこと企たくらんでますね！」

　いや、〝教育〟は僕が真香先生を好きになるように仕向けてるっていうのはわかってる。

　でも、詩し夜やちゃんの家庭教師は本当に勉強を教えてるだけなのに。

　真香先生は思い込みが激しいからなあ……誤解を解くのは骨が折れそうだ。







　期末テストが終わると、学校はテスト休みに入る。

　一学期終了までの十日ほどで、登校するのはテストの返却と終業式をあわせて三日くらいだ。

　気が早くて裕福な家の子だと、早くも夏の旅行第一弾に出かける豪の者もいる。

　ウチは両親が密輸を疑うほど海外を飛び回ってるけど、さすがにほんの数日の休みの間に海外に出かけたりはしない。

「しかし、暇すぎるなー……僕もバイトでもするべきかな」

「お兄ちゃん、正気？　働かなくても親が食べさせてくれるのに、どうしてわざわざ働くの？　働かずに食べるご飯ほど美お味いしいものはないよ？」

「僕は、完全に美み春はるの教育を間違えたよね……」

　我が彩木家のリビング、午前十一時。

　十時過ぎにようやく起きてきた美春は、ソファに寝転んでいつものようにスマホをぽちぽちしてる。

　薄手のパーカーだけを着ていて、めくれた裾からは白いパンツと太ももが覗のぞいてる。

「あ、そうだ。美春はテストの結果、どうだったの？」

「お兄ちゃん、おっぱい見る？」

「こらこら、おっぱいでごまかそうとしない！　また勉強しなかったんでしょ！」

　さっそくパーカーを脱ごうとしていた妹を睨にらみつける。

　詩し夜やちゃん、美み春はるにも教えてくれるって言ってくれたのに、こいつ最後まで逃げ切ったからなあ。

「美春、僕よりずっと頭いいのに。勉強すれば、トップ10入りも夢じゃないんじゃ？」

「勉強でトップを取るより大事なことがあるんだよ……」

「いいことみたいに言わないで。少なくともソシャゲは大事なことにならないよ」

　ソシャゲと課金は節度を守って適切に楽しみましょう！

「くーだってちゃんと勉強してるのに。悪い見本になっちゃうなあ……あ、待った。美春、やっぱりおっぱい見せて」

「お兄ちゃん、妹相手になかなかの変態発言だよ、それ？　ま、いいけど」

「いいんかい」

　と、ツッコミを入れる前に、美春はするっとパーカーを脱いでしまう。

　なだらかすぎる胸は、脱いだ勢いでも一ミリも揺れない。

「美春、ノーブラなの？　スポブラでもいいからちゃんと着けたほうがいいよ」

　パーカーの下は素肌が完全に剥むき出だしだった。

　わずかに曲線を描く胸と、その頂点のちょこんとしたピンク色の部分がそのまま現れてる。

「ちゃんとパンツははいてるよ。休みの日くらい、ノーブラでもいいじゃん。パーカー着てりゃ、妹のおっぱいを見たがる変態兄以外にはバレないし」

「まあ、この大きさじゃブラ無しでも形が崩れるなんてこともないか……」

「お昼にもなってないのに、兄妹きようだいでおっぱいの話とか、彩さい木ぎ家ってマジクレイジー。つーか、なんで美春のおっぱい見たいの？」

「ほら、前にくーに追い抜かれそうって話をしてたでしょ。実際のとこ、どうなのかなと思って」

「お兄ちゃん、くーちゃんのおっぱいも見まくってるもんね。どう？」

「うーん、正直大差ないような……」

「ひゃんっ」

　軽く触って、手で大きさを確かめてみても、やっぱりよくわからない。

　ぷにゅっ、と意外と柔らかいけど、くーのおっぱいもふわふわだったからなあ。

「お兄ちゃん、触るのはいいけど、急にやんないでよ。ちっちゃくても敏感なんだから」

「ああ、ごめん、ごめん。うーん、これならまだくーよりは大きいかも」

　くにくにと妹おっぱいを揉もみながら、前にくーをお風呂で洗ってやったときの感覚を思い出す。

「言っておくけど、美春。くーは成績いいからね。これで、おっぱいで追い抜かれたら君はすべてにおいてくーに負けるよ？」

「ソシャゲの課金額なら負けない！」

「そこは負けていい！　ていうか、くーもソシャゲやってるの？」

「あ、美み春はるがメインでやってるゲーム、フレンドを増やしたくてくーちゃんにも登録させちった」

「幼女を沼に引きずり込まないように！」

　悪魔か、ウチの妹は！　マジで課金してないだろうね、くーは。

「まあ、いいや。美春、服を着なさい。家の中といっても、はしたないよ」

「妹におっぱいを見せろと要求しておいて、その言いぐさ……ウチのお兄ちゃん、だいぶ頭おかしいよね」

　美春はぶつぶつ言いながら、パーカーを着る。下にもなにかはいてほしいものだ。

「うーん、美春のおっぱいじゃ、暇つぶしにもならなかったなあ。どうしようか……ねこらにゃにでも行ってみようかな」

　ついでに、夏休みのバイトの口がないか訊きいてもいいか。

　と、瀬せ紀き屋やさんに連絡しようとスマホを取り出したとたん、メッセージが届いた。

「あれ、カレン会長……？」

　カレン会長からメッセージが届くのはけっこう珍しい。

　そういえば、先日の旧校舎での一件は放置したままだし……。
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　例の〝僕の先生嫌い〟との関係もまだ聞き出してなかったな。

　とりあえず、メッセージを確認しよう。







　聖せい華か台だい学院高等部、生徒会室──

　教室の半分程度の広さで、長机が向かい合わせに二つ並べられている。

　出入り口から長机を挟んだ向かい側にドンと置かれているのが生徒会長の机だ。

　年季が入ったがっしりした机の上には、ノートＰＣと書類の束が置かれている。

「悪いな、彩さい木ぎ慎まこと。テスト休みなのに呼び出してしまって」

「いえ、かまいませんよ。どうせ暇でしたし」

　僕はお昼すぎに登校して、長机について書類のチェックを手伝っている。

「でもこれ、生徒会の書類ですよね？　僕が見ちゃってもいいんですか？」

「生徒会の書類に秘密なんてない。生徒が願い出れば全部公表するものだ。部活の予算表だろうと、イベントの企画書だろうと、なんでも」

「へえ、そういうものなんですね」

　別に生徒会の書類を見たいと思ったことなんてないから、知らなかった。

　僕が受け持っているのは、昨年度からの生徒会の書類の日付順、種類順の整理だ。

　もとからある程度まとまってはいるけど、再チェックというわけだ。

「今期の生徒会も間もなく終わりだ。引退が九月末といっても八月は丸々夏休みだし、もう引き継ぎの準備を始めなくてはいけない。書類の整理は急務なんだ」

「仕事はいいんですけど、他のみなさんはなんでいないんです？」

「ウチの役員たちはほとんど、部活と掛け持ちなんだ。副会長は外部進学組で、もう受験勉強が本格化してるしな」

「だからといって、会長に仕事を押しつけるのはよろしくないのでは？」

「私がみんなに生徒会より勉強や部活を優先させているんだ。勉強も部活も進路に関わるものだからな、優先順位はそっちが上だ。ぶっちゃけ、生徒会は実務が滞とどこおっても最悪の場合は次の生徒会に押しつけてしまえばいい。卒業すれば文句も言われない」

「えーっ、そんな無責任な」

「何年か前の生徒会はそれで済ませたそうだぞ。その負の遺産がまだ続いてたりするんだ、ふふふふ……やってくれたな」

　生徒会は成績優秀者たちの集まりだから、尊敬してる生徒たちも多いのに。

「彩木慎に雑用を押しつけるのは、心苦しくもあるんだが」

「テスト明けで気が抜けてましたからね。やることができて、ありがたいくらいですよ」

「そうか、ありがとう。ちなみに、彩木慎は今日、なにをしてたんだ？」

「美み春はるの胸の大きさを確かめたりしてました」

「彩さい木ぎ兄妹きようだいは、自宅でなにをやってるんだ!?」

　あ、ドン引きされてる。

「ご、誤解しないでください。くーの胸と比べてどっちが大きいか、確認しただけで」

「余計にいかがわしさが増したぞ！」

「そうですかね……」

「まさか、天あま無なし縫ぬいの胸まで確認済みじゃないだろうな……」

「……ま、まさか。縫は妹でも幼女でもない、同い年のクラスメイトですよ」

　実は、縫のおっぱいは生で目撃しちゃった件については黙っておこう。

　縫の名誉のため、あくまで縫のためですよ。

「それならいいが……しかし、彩木慎まこと、なかなか仕事の手際がいいな」

「そうですか？　こういう事務はほとんどやったことないですけど」

「疑うたぐり深ぶかくてしつこい性格だから、チェックには向いてるのかもな」

「なんという唐突なディス」

　疑り深いのもしつこいのも否定しないけどさ。

　いえ、しつこい教師嫌いはだいぶ緩和されたよ？

「疑り深いじゃなくて、慎重だと言ってくださ──わっ！」

「おおっ!?」

　僕が言い訳しようとしたところで──どさどさっともの凄すごい音が響いた。

「な、なんですか？　あっちのほうでなにか……」

　音がしたほうを見ると、隅の書類棚に隠されているかのようにドアがあった。

「こんなところにドアがあったんですね。この向こう、なにがあるんですか？」

「……た、ただの物置だ。気にしなくていい」

「気にするなって言われても、凄い音でしたよ。ちょっと見てきます」

　ただ事じゃない音だったし、放っておいて作業の続き──なんて無理だよね。

「ん？　暗いですね、電気はどこかな……」

　手探りでドアのそばにあるだろうスイッチを探して──あ、あった。

「わっ……なっ、なんですか、これ？」

　生徒会室の隣は、確かに物置だった。広さは生徒会室と大差ないくらい……なの？

　判断できないのは、見渡す限り荷物で埋め尽くされているからだ。

　ほとんどが段ボール箱。潰れかけてる古いものから、真新しいものまで。

　さらに、手前のほうにはファイルや書類、本などが床に積まれてタワーになってる。

「……ゴミ屋敷？」

「し、失礼な。ゴミじゃないぞ。もう整理が済んだ書類や、二度と使わない備品だ。一時的に避難させてるんだ」

「避難、ですか……」

　よく見ると、いくつもあるタワーの一つが崩れて、床にファイルや書類が散乱してる。

「さっきの音は、間違いなくこれが崩れた音ですよね。元からグラついてたんじゃないですか？」

「グラついてるのはここだけじゃないがな」

「ダメじゃん」

　こんな危険地帯、放置しておけない。

　書類仕事よりはこっちが先だよね。







　結局、カレン会長も物置の整理を優先して、二人で片付け開始。

　開始したけど──こいつは思ってた以上に酷ひどいぞ。

「カレン会長、服装にはいつもうるさいのに物置を放ってたのは意外ですね」

「うるさいとは失敬な……修道院も私たちが住んでる施設も、整理整頓が行き届いてるからな。無秩序を絵に描いたようなここの物置は、この世のものとは思えない。正直、途方に暮れてた」

「そんな理由で……カレン会長も変な弱点があるんですね」

「〝も〟とはなんだ。変な弱点がある人が他にいるのか」

「え、ええ。まあ……」

　おっと、真ま香か先生のポンコツっぷりは内緒だった。

　決定的シーンは目撃されたけど、まだ真香先生のすべてが白日の下もとにさらされたわけじゃない。

「ふう、暑いな……生徒会室のエアコンもここまでは冷やせないか」

「…………っ」

　振り向いて、ドキッとしてしまう。

　カレン会長はいつも着ているサマーニットを脱いだところだった。

　縫ぬいには及ばなくても、真香先生に匹敵しそうな大きな胸が薄いブラウス越しに激しく自己主張してる。

「なんだ、私でもこんなときまで服装がどうこう言わないぞ。そんなに堅物じゃない。彩さい木ぎ慎まこともネクタイくらい外していい」

「わ、わかってますよ」

　ネクタイを緩めつつ、カレン会長から目を逸そらす。

　こんな狭苦しい部屋で二人きりなんて状況で、あの巨乳は目に毒すぎる。

　作業だ、作業に集中しよう。

「ん……？　あっ、これ懐なつかしいですね！」

　フタが開いていた段ボールの中身を覗のぞいて、思わず声を上げる。

「そんなものあったのか。誰が取っておいたんだ……？」

　カレン会長は首を傾かしげている。本気で知らなかったらしい。

　段ボールに入っていたのは──〝生徒会長候補　陣じん所しよカレン〟と書かれたタスキ。

　政策案を書いた宣伝ビラ。風紀の見直しがメインになってる。

　それに、カレン会長が──会長候補・陣所カレンが腕組みしている写真の選挙ポスター。

「このポスター、貼ったそばから盗難が相次いだんですよね」

「まったく、なにを考えてるのか。どこの世界に選挙ポスターを盗む馬鹿がいるんだ」

　いや、当然の展開です……。

　生徒会長に立候補する前から、二年の陣所カレンといえば美人で有名だった。

　胸を強調するように腕組みしてるポスターがほしくないわけがない。

「ポスターは選挙管理委員会のハンコを押したものしか貼れないんだ。決まった枚数しかハンコはもらえないのに、頭を下げまくって、特例として追加でハンコをもらったんだぞ。アレが選挙活動で一番大変だったな。わけのわからん妨害をしないでほしかった」

　カレン先輩は自分の美び貌ぼうを認識してるくせに、変なところで鈍い。

　ポスターを盗んだ連中は、妨害どころか間違いなくカレン会長に一票を投じてるよね。

「だが、再発行されたポスターはなぜか一枚も盗まれなかったな」

「ああ、僕がポスター写真のデータを新聞部経由でバラまいたんですよ。あと、大判で印刷できるお店の情報も添えて」

「彩さい木ぎ慎まこと、そんなことしてたのか!?」

「え？　そういうのが僕の役割だと思ってましたよ？」

「選挙の手伝いは頼んだが、誰が暗躍しろと言った!?」

「えー」

　僕が高等部一年のときの生徒会会長選挙──

　実は、陣所カレン候補の手伝いに駆り出されていたりする。

「あ、そうか。あのときが会長との初対面なのか」

「……今さらなにを思い出してるのか知らんが、そこは問題じゃないからな」

「でも、選挙ポスターは重要ですよ。いちいち剥はがされてたら宣伝になりません」

「それはそうだが、本気で初耳だぞ。なぜ盗難が止やんだのか不思議に思っていたが、一年近く経たって真相を知るとは……」

「そういえば、なんで僕が選挙スタッフにスカウトされたんですか？」

「一年近くその疑問を放っていたのも凄すごいな……おまえ、意外と大物なんじゃないか？」

　僕はどこにでもいる小物だけど、確かに細かい疑問ももう少し気にするべきかも。

　あのときは──有名人の〝陣じん所しよ先輩〟が唐突に僕の教室に来て、選挙を手伝ってほしいって言ってきたんだっけ。

「私が選挙に勝てる可能性は、あまり高くなかった」

　カレン会長は、タスキを手に取りながら言った。

「私は高等部から入ってきた〝外部生〟だからな。大半の生徒が初等部から持ち上がってくる聖せい華か台だいでは〝ヨソ者〟だ」

「…………」

　確かに、ウチの学校にはそういう一種の差別意識がある。

　初等部時代からのメンツの仲間意識が強いというか。

「僕は全然気にしたことないですよ」

「彩さい木ぎ慎まことが特殊なんだ。天あま無なし縫ぬいが初等部から一緒だということも気づいてなかったんだろう。周りを気にしないにもほどがある」

「す、すいません……」

　ＳＩＤシドはそんな情報も共有してるのか。縫め、会長にいらんことを話してくれたな。

「外部生が生徒会長になった例は、私の前には一人だけだとか。ヨソ者が生徒のトップに立つのは認めがたいんだろう。私の選挙戦は最初から厳しい戦いだった」

「あー、そうだ。確か、もう一人の候補は先代の生徒会長が支持してたんですよね。書記をやってた人でしたっけ」

　前期の生徒会役員で、先代の生徒会長のバックアップ有り。

　生徒会内部での権力委譲って感じだけど、無難ではある。

　ぶっちゃけ、生徒の大半は生徒会の役員が誰だろうとさほど興味はないから、無難な候補に投票することが多い。

「だが、やるからには勝たなければ！　そこで彩木慎、おまえの力が必要だったんだ！」

「僕にはなんの力もないですよ？」

「いや、あの時期のおまえにはある種の力があったんだ」

「は……？」

　いったいなんのことだろう。思い当たることがないけど……。

「わかってない顔だな。去年の春に事件があっただろう。英語教師の一件だ」

「英語教師……？　あっ、ああー」

　一瞬、〝事件〟と〝英語教師〟のワードで真ま香か先生がなにかやらかしたっけと悩んじゃったよ。

　ある意味、真香先生も関わってるけど、やらかしたわけじゃない。

「さすがに彩木慎でも覚えてたようだな。男の英語教師が、藤ふじ城き先生につきまとい、とうとう生徒たちが見ている前で藤ふじ城き先生に掴つかみかかった件だ」

　もちろん、僕も忘れてない。

　英語科の若手男性教師が、真ま香か先生にご執心で。

　高たか嶺ねの花はなである真香先生は、いつものように余裕でかわしてたんだけど、男性教師のほうが唐突に爆発しちゃったんだった。

　事件の翌日に僕が真香先生に、「キャラとかつくってるからそうなる」なんて生意気なことを言い放って──それが、真香先生が僕に興味を持つきっかけになったんだよね。

　思えば、あの事件がすべての始まりと言えるかも。

「春に起こったあの一件は大騒ぎになったが、後始末もよくなかった」

「後始末？　なにかありましたっけ？」

「騒ぎを起こした教師は自主的に退職したが、学校側はろくに説明もせずに穏便にことを済ませようとした。藤城先生に同情する声も多かったが、それと同じくらいあんな危険人物を教師として雇っていた学校側への不満もかなりあったんだ」

「僕は、危険じゃなくても教師への不満は常にありましたけど」

「だから、彩さい木ぎ慎まことは特殊だと言っただろう。普通の生徒は、わけもなく教師につっかかるほど暇じゃない」

「僕が暇なのは認めますよ。ん？　なんの話でしたっけ」

「彩木慎を選挙スタッフにスカウトした理由だ。要するに、昨年の九月はまだ生徒たちに教師への反感があった。要するに私は、そこに便乗したわけだ」

「ああ、なるほど……ウチの生徒はみんな、僕の教師嫌いは知ってますからね」

「そうだ、生徒に蔓まん延えんしていた教師嫌いの空気を利用したんだ。教師嫌いの代表みたいなおまえがスタッフにいれば、〝陣じん所しよカレンの生徒会は教師と戦ってくれる〟と思われるだろう？　まあ、私は教師だろうと上級生だろうと必要があれば誰とでも戦うが」

　ニヤリと笑うカレン会長。

　実際、会長は僕みたいなちょっぴり素行不良な生徒には注意するし、指導方法に問題がある教師とかバンバン批判してたりする。

「そんな理由があったとは知りませんでしたよ。カレン会長のスタッフ陣は寄せ集めって感じだったから、暇そうな僕がたまたまスカウトされたのかと」

「外部生を助けてくれる物好きは、そうはいないからな。寄せ集めになるのは仕方ない。あのときのスタッフには心から感謝してる。もちろん、おまえにも。利用してしまって悪かったな」

「いい暇つぶしにはなりましたよ。あまり集団行動しないんで、選挙活動はけっこう新鮮でしたしね……って、これなに？」

　段ボールの底から茶封筒が出てきた。

　表には〝Ｆｏｒ　ｙｏｕｒ　ｅｙｅｓ　ｏｎｌｙ〟と書かれてる。

「ああっ!?　それ、どこへ行ったのかと思ったら！」

「会長のですか？　はい、どうぞ──っと」

　カレン会長に差し出そうとした封筒の口がパカッと開いて、中身がこぼれてしまう。

「す、すみません──ええっ、これって」

「ぎゃーっ！　頼むから見ないでくれ！」

　そう言われても、もう目に入っちゃった。

　落っこちた写真は十数枚。そのどれにも、カレン会長が写ってる。

　しかも──

「カレン会長にこんな趣味が……？」

「趣味じゃないっ！　誤解するな！」

　カレン会長は顔を真っ赤にして、身体からだを震わせてる。

　写っているカレン会長は、どれも──コスプレ姿だった。

　中等部のセーラー服姿に、体操服。ちょっと小さめで、胸が強調されてる。

　紺色のスクール水着姿で、学校のプールサイドに座ってる写真もある。

　エプロンと三角巾をつけて家庭科室で料理中の姿。

　化学実験室で、白衣を着てフラスコを振ってる姿。

　さらに、学ランを着てハチマキを締め、なにやら応援している姿。

「スタッフたちに騙だまされたんだ！　立候補者は校内の指定された箇所で指定された服装で撮った写真を提出しなければいけないと！」

「僕は嘘うそは嫌いですけど、そこまでいくと騙されるほうも悪いと思いますよ……」

「危ないところだった……表に出る前に、おかしいと気づけた。彩さい木ぎ慎まことにも見られずに済んだのに……まさか、今さら」

　その撮影会、ちょっと参加したかったなあ。男子禁制だったのかもね。

「くっ、スタッフたちめ……よくもやってくれたな！」

「感謝してるんじゃ……？」

「そんなことより、いつまで見てるんだ！　写真を返せ！」

「わっ、会長！　そんな無む理り矢や理り取り上げなくても返しま──うわっ!?」

　カレン会長がくっついてきて、その豊満な胸が僕の顔に当たり──

　思わず腰が引けてしまい、近くの書類のタワーに身体がぶつかる。

「あ、危ない、彩木慎！」

「ちょっ、会長……！」

　崩れてきた書類やファイルから、会長が僕を守るように抱きついてくる。

　ドドドッとさっきと同じような音が響いて──

「い、痛いたたたた……会長、大丈夫ですか？」

「ああ、私は平気だ。それより、彩さい木ぎ慎まこと、ケガはしてないか。おまえに傷でもつけたら、ＳＩＤシドのみんなに責められ──あっ！」

「…………」

　しまった、こんなことになるとは……。

　僕は床に寝転んで、その上にカレン会長がのしかかってきている体勢だ。

　しかも、僕の手がカレン会長のブラウスの前をはだけてしまい、豊かな胸元がほとんど丸見えだ。

　ブラウスだけじゃなくて、白いブラジャーまでまとめて掴つかんでしまっている。

「……藤ふじ城き先生だけでは飽き足らず、私にまでこんなことを？」

「事故です。カレン会長もわかってるでしょ。今言うのもなんですが、旧校舎でのこと、誰にも言わないでくれたんですね」

「あんなこと、誰にも言えるか。は、恥ずかしい……」

「できれば、この件も内緒にしてもらえると……」

「わ、私は自分の情事を言いふらす趣味はないぞ！」

　情事じゃないです、事故です。

　うう、目の前に会長の胸が……うわ、真っ白で柔らかそう……。

　縫ぬいのおっぱいぽろん事件以来の大アクシデントだね、これ。

「あれ……？　なんだろう、これ……？」

「さ、彩木慎!?」

　僕は、上にズレていたブラジャーを掴んで引っ張ってみる。

　ちらっと見えてたけど、ブラのカップをさらにズラすと右胸の上のあたりにホクロが現れた。

「これ……どこかで見たような？　あれ……？」

「お、おい……」

　ふよんと柔らかそうなおっぱいを、じーっと観察する。正確には胸のホクロを。

　おかしい、なにか記憶が刺激されてる。僕の異様に忘れっぽい記憶が──

「さ、彩木慎……せ、せめてこんなホコリっぽいところじゃなくて……こ、こら、どこを触って……ひゃんっ」

「カレン会長、ちょっと静かに。もうちょっとよく見せてください」

　思い出せそうで思い出せない。このホクロ、間違いなくどこかで──

「……マコ、あんたなにしてんの？」

「え？」

　急に聞こえた声に顔を上げると。

　生徒会室に繋つながるドアのところに、派手な美人が立っていた。

　というか、詩し夜やちゃんだった。

「最近の生徒会は活動内容が変わったの？　性徒会なの？」

「ち、違う、違うんです、詩夜先輩！　さっきからもうなんなんだーっ！」

　物置にカレン会長の絶叫が響き──

　その大声のせいか、他のタワーまでゆらゆらと揺れて──一気に襲いかかってきた。

　軽そうな書類ばかりでよかったなあ……でも、せっかく思い出せそうだったことまで衝撃で忘れちゃいそうだ。残念だね。







「あー、なんかなつかしい。卒業してからまだ一年ちょっとなのにねー」

「はぁ……」

　幸い、僕もカレン会長もタワー雪崩なだれでかすり傷一つ負わずに済んだ。

　崩れたタワーをなんとか積み直してから、僕らは食堂へやってきた。

　テスト休み中は営業してないけど、自販機の飲み物を買いに来る生徒は多いらしい。

　僕らの他にも、部活や委員会で登校してきた生徒の姿がちらほらと見える。

「アタシ、めっちゃ見られてない？　やだなー、そんなに美人女子大生が珍しいかな」
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　僕の隣に座っている詩し夜やちゃんが、ふぁさっと髪を後ろに払う。

「私服だからでしょ。あと、うるさいし」

「マコ……あんた、お姉様に生意気すぎない？　アタシはあんたのお姉様にして家庭教師。つまり、神も同然っしょ？」

「いきなりランクアップしすぎでしょ！」

　あと、姉じゃないし。近所に住む年上の女の人でしょうが、あなたは。

「だいたい、詩夜ちゃん、ちょっと派手すぎない？」

「これくらい普通だよ。マコだってギャルっぽい派手なの好きでしょ？」

「いつから僕がギャル好きに……？」

　そんな趣味ないし、冗談でも言った覚えもないよ。

「お待たせした。どうぞ、詩夜先輩」

「ああ、ありがとう、カレンちゃん。そうそう、マコもこうやって年上に気遣いを──って、これなに？」

「白さ湯ゆです」

　カレン会長は、僕と詩夜ちゃんに紙コップを渡してから、隣に座った。

　会長と詩夜ちゃんに挟まれる格好になる。二人揃そろって隣に座らなくても。

「さ、白湯？　これって京都のぶぶ漬けみたいなもの？」

「ウチではよく飲むんです。ウチの修道院はさばけてますが、お茶やコーヒーなんかの刺激物は避けているので」

「修道院ね……せめて常温の水にしてくれたらいいのに」

「意識高い系っぽいね、詩夜ちゃん」

「ぽいじゃなくて、意識高いの、アタシ。でもマコ、アタシが遠くに行ったなんて思わなくていいよ。気さくで優しいお姉さんは今もここにいるから」

「今度は神が身近に来たね。まあ、遠くに行っても困らないけど……」

「ひっでー！　自分のテストもあるのに勉強を見てあげたお姉さんにその言いぐさはないっしょ！」

「そのとおりだ、彩さい木ぎ慎まこと。年上にそんな態度はよろしくない。年上は無条件で敬うべきだな、うんうん」

「そんなことで団結されても……」

「んじゃ、カレンちゃんとわかり合えたところで本題に入ろうか」

　がしっ、と詩夜ちゃんが僕の首に腕を回してくる。

「マコ、いつの間に黒髪ロング巨乳生徒会長さんと爛ただれた関係になってたの？」

「そこが本題!?　違うから、ただの事故なんだってば！」

「……そうか？　私の胸を凝視したのは意図的だったような」

「そ、それは……すいません、つい夢中になって」

「マコがカレンちゃんのおっぱいに夢中……？」

「悪意のある言い方だね！　そういう意味で夢中になってたんじゃなくて！」

「それはそれで腹立たしいな。おまえ、人の胸をあれだけじっと見ておいて、他のことを考えてたのか？」

　カレン会長が、異い端たん審しん問もん官かんみたいな目を向けてくる。

「まあまあ、気持ちはわかるけど落ち着いてカレンちゃん。あ、そうだ。クッキー焼いてきたんだけど、食べる？」

　詩し夜やちゃんがクッキーの入ったビニール袋を開いて、テーブルに置いた。

「……いただきます。ああ、美お味いしいですね、このクッキー」

「でしょ。ほら、マコも食べて。あーん」

「んっ……ああ、美味しい。そういえば詩夜ちゃん、昔からなぜかお菓子作りだけは上じよう手ずだったよね」

「あんた、さらっとトゲのある言い方すんね……」

　そうかな？　でも、このクッキーは本当に美味しい。

「いっ、いや、そんな問題じゃないだろう！　今、当たり前のように〝あーん〟って！」

「しましたけど……」

「したよ？　カレンちゃん、なにびっくりしてんの？」

「おかしい……やはり、彩さい木ぎ慎まことはおかしい！　常識人のフリをしているが、誰よりもおかしい！」

「会長、そんなにおかしいおかしいって連呼しなくても」

　僕は真ま香か先生やＳＩＤシドのみんなと比べれば、ずっとまともだと思うけどなあ。

「せ、生徒会長として風紀の乱れは放っておけない！　いや、そもそも部外者の詩夜先輩が校内にいるのがおかしい！」

「アタシは卒業生だし、聖せい華か台だい大学の学生だし、生徒会の役員だったんだし問題ないよ」

「そ、それはそうですが……」

「今、生徒会は会長が一人で回してるって聞いて、後輩の様子を見にきたってわけ」

「暇だね、詩夜ちゃん」

「カテキョのバイトも落ち着いたかんね。まあ、大学は前期の試験とレポートがまだこれからなんだけど」

「それなら、そちらに集中されたほうがいいのでは……？」

「せっかくカレンちゃんと仲良くなったんだし、生徒会の先輩後輩なんだし、気になるじゃん？」

　詩夜ちゃんはあくまでマイペースだ。

　いいなあ、先輩って。後輩に無条件でマウント取れて。

「現役時代、書類とか物置の整理を先送りにしちゃったのは気になってたしね。会長は片付けようって言ってたけど、面倒くさくってさー」

「あんたがあのカオスの生みの親かい！」

「待って、待って。確かにそこはアタシのせいだけど、いいこともしてるんだよ！」

「いいことって、なに？」

「ふふん」

　僕の質問に、詩し夜やちゃんが偉そうに胸を張る。

「去年、後輩が『生徒会長選挙に協力してるけど勝てないかも』って悩んでたから、コスプレ写真で宣伝ビラをつくれってアドバイスしたんだからさ！」

「詩夜ちゃんがあの写真の黒幕かー！」

「あれ？　カレンちゃんが会長なんだよね？　つまり、アタシのおかげで勝てたんじゃないの？」

「いえ、写真は撮りましたが使ってないので……詩夜先輩、なんてことをしてくれたんですか。一生の恥がデジタルデータで残ってしまいましたよ……」

「はっはっは、人生なんて恥をかいてなんぼだよ。恥をかくのを怖がってちゃ、人生楽しめないね。カレンちゃん、真面目まじめなだけじゃつまんないって」

「……施設の友達にも似たようなことを言われてますよ」

　カレン会長は、困ったようにうつむいてしまう。

　高等部の女王様が押されてるなあ。

「楽しくやろうよ、カレンちゃん、マコ」

　詩夜ちゃんは立ち上がって、今度は僕とカレン会長の首に腕を回して抱き寄せてくる。

　うう、詩夜ちゃんとカレン会長、二人のいい匂いが……！

「なにしろ、アタシたちは因縁の三人だからね。そうでしょ、カレンちゃん」

「それは……確かに」

「…………？」

　なんだなんだ、また僕が知らない話をしてるぞ。

　詩夜ちゃんは意地悪だからしょうがないにしても、会長は教えてくれてもいいのに。

　因縁かなにか知らないけど、なんで僕の先生嫌いがカレン会長と関係あるのか──

「あの、会長。そろそろその話、詳しく──」

「ん？　なんだ、彩さい木ぎ慎まこと？　今、なにか言いかけたか？」

「い、いえ……」

　それも気になるけど、もっともっと気になるものを見つけてしまった。

　学食の出入り口のところから、ぴょこっと顔を出してる綺き麗れいな茶髪の人……！

「さーいーぎーくーん……」

　けっこう距離があるけど、ぱくぱく動いてる唇の動きが読めてしまった。

　僕、読どく唇しん術じゆつの心得なんてないはずなのに！

　真ま香か先生は、ただでさえ詩し夜やちゃんをめっちゃ警戒してる。その上、カレン会長も一緒になって、くっついてるところを目撃されるなんて──怖い、怖すぎる！

「ぜったいに、ゆーるーさーなーいー……！」

　ぎゃああああああああああっ！







　詩夜ちゃんにも手伝ってもらい、物置の片付けと、書類の整理は進み──

　本日のお手伝いは無事に終了、僕は一足先に帰らせてもらうことにした。

「なに、マコ？　どうせ帰り道は一緒なんだから、別々じゃなくてもいいっしょ？」

「ごめん、詩夜ちゃん。本屋さんに寄ってエッチな本を買いたいから、一人にして！」

「マ、マコ？　あんた、そんなあけっぴろげなタイプだっけ？」

「さ、彩さい木ぎ慎まこと！　生徒会長として、いかがわしいものを買うのは許さないぞ！」

「すみません！　失礼します！」

　僕は素早く一礼してから、生徒会室を飛び出した。

　もちろん、エッチな本なんて買わない。

　二人の意表をついて、さっさと逃げ出したかっただけだ。

　さっき、真香先生にあんな場面を見られちゃったんだ。

　その上、一緒に帰るところを万が一にも目撃されては困る。

　手伝いを二人に押しつけて逃げるわけにはいかなかったけど、少しでもリスクは減らしておきたい。

「とにかく、今は風のように去ろう！」

「風と共に去りぬ、ならＧｏｎｅ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ｗｉｎｄ．　スカーレット・オハラの人生を描いた小説と映画が有名ね。タイトルはイギリスの詩人、アーネスト・ダウスンの詩の一節〝ａ　Ｃｉｖｉｌｉｚａｔｉｏｎ　ｇｏｎｅ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ｗｉｎｄ…〟が元になってるわ」

「……べ、勉強になりますね」

　ははは、どうして逃げられるなんて思ったんだろうね？

　生徒会室から廊下を少し進んで、階段の手前で待っていたのは、もちろん真香先生。

　腕組みして、壁にもたれている。なんでもない、そんなポーズでも画えになる人だ。

「そうでしょう。映画の冒頭で使われている詩をＬＩＮＥで送っておくから、翻訳して提出しなさい。あ、検索は禁止よ？」

「が、頑張ってみます……」

　隙すきあらば問題を出してくるのも地味に厄介だ。

　今は、もっとずっと厄介なことになってるけど。

「美人家庭教師のみならず、とうとう黒髪ロング巨乳生徒会長にまで手を出すなんて。年上二人で両手に花とはいいご身分ね……」

「ちょ、ちょっと待ってください。手なんて出してませんよ！」

「じゃあ、陣じん所しよさんと京けい御みさんが彩さい木ぎくんに手を出したのね。校内でいかがわしいマネなんて、教師として見逃せないわ……」

「…………」

　えーと、ツッコミ待ちなのかな。

「どうしたものかしら。車はあるから、山でも湖でもどちらでも行けるわね……」

「ああ、黙ってたら先生の妄想が暴走しすぎる！」

　山とか湖とか行って、なにを処理するつもりなの!?

「ふふ、まずは彩木くんを連れていかないと。そうね、準備室も指導室も埋まってるし、こっちへいらっしゃい」

「は、はい……」

　真ま香か先生にちょいちょいと手招きされて、階段を昇っていく。

「ここでいいわね。こんなところ、誰も来ないでしょう」

　階段を昇った先、屋上に通じるドアの前まで来た。

　ここに来るのは初めてだ。そもそも、屋上は立ち入り禁止だしね。

　人の出入りを考えてないからか、物置代わりにされてるみたいだ。

　屋上のドアの周りには、ずいぶん古そうな机や椅子などが適当に置かれてる。

「で、彩木くん。相変わらず、美人女子大生とも仲良しなのね」

「え、ええ……古い付き合いですから。詩し夜やちゃん、元生徒会役員で後輩の手伝いに来てくれたらしいですよ」

「ずいぶん殊しゆ勝しようなことね。わたしも元生徒会役員として嬉うれしいわ」

「そ、そういえば真香先生も生徒会長やってたんでしたね」

　本物のＪＫ真香ちゃんの写真を見せてもらったことがある。

「あ、もしかして外部生で初めて生徒会長になったのって真香先生なんですか？」

「そんなこともあったわね。わたしは成績が他を蹂じゆう躙りんするレベルで圧倒的だったからか、選挙で対立候補すら立たなかったわ」

「さ、さすがですね……」

　真香先生は、学生時代から高たか嶺ねの花はなだったんだもんなあ……。

「それで、その殊勝なお姉さんだけじゃなくて、ＳＩＤシドのリーダーともずいぶん親しげじゃない？」

「そ、そうだ、朗報がありますよ。やっぱり、カレン会長は旧校舎の一件は誰にも言わないそうです。恥ずかしいからと」

「言いふらさないならもっと凄すごい絡みを見せつけて、彩さい木ぎくんをあきらめさせてもよかったわね……わたしとしたことが！」

「絡みって。この前は〝もうおしまい〟とか言ってたのに、切り替え速いですね」

　知ってたけど、この先生とても強い。

「その件はいいとしても、お休みの日に登校してきて、わたしに内緒で陣じん所しよさんに会ってるなんて……」

「真ま香か先生に『これから会長と会ってきます』ってご報告するのも変でしょ」

「美み春はるさんと会うときも断りを入れてほしいくらいだわ」

「妹と会うたびに!?」

　家の中で顔を合わせるときも含まれるんだろうか……。

「彩木くん、君は以前わたしに言ったでしょう。美少女ハーレムより美人先生を愛してるって」

「愛してるとまで言ったかな……？」

「だから、そこを違たがえては困るの！　両手に花はハーレムの始まりよ！　そこから三人、四人と際限なく増えていくのよ！」

「僕、そんなにモテるんですかね。あと、詩し夜やちゃんは別に……僕のことなんて弟か、悪ければペットくらいに思ってますよ」

「わたしだって、たまに彩木くんをペットにしたいと思ってるわ！」

「とんでもないこと白状しますね！」

　先生と教師というだけでも問題があるのに、それを超えていくつもりなの？

「って、そうじゃないわ。ウチのマンションはペット可だから、わたしの欲望はいつでも叶かなえられるのよ。それより──問題は、彩木くんと陣所さんと京けい御みさんのこと！」

　真香先生は、僕の両肩を掴つかんでがくがくと揺さぶる。

「わたしがテストの採点と成績表で忙しい時期を狙って、三人で逢あい引びきなんて！　この前はロリ、その前はグラドル、今度は一見お堅そうで実はチョロい生徒会長と手近な幼なじみがターゲットなの!?」

「全方位に人聞きの悪いことを言わないでください！」

　チョロいだの手近だの、言いたい放題だな、この人！

「先生が心配するようなことは一つもないですよ。だいたい、疑うのは僕の役割で──ん？　ちょ、ちょっと待ってください、なにか聞こえませんか？」

「聞こえるって……あっ。こっち、こっち来なさい、彩木くん」

　真ま香か先生ががしっと僕の手を掴つかみ、積まれている机や椅子を押しのけてから、その陰に二人で隠れる。

「や、やはりまずいです、詩し夜や先輩。私は生徒会長、あなたは部外者ですよ」

「だから部外者じゃないって。それにバレなきゃいいんだって」

　やっぱり人の声が聞こえてくる。

　というか、カレン会長と詩夜ちゃんの声だ。二人ともまだ帰ってなかったの？

　人のことは言えないけど、カレン会長と詩夜ちゃん、こんなとこになんの用が……？







　ガチャン、と軽い音がして鍵が開いた。

　かすかに軋きしみながらドアが開いて、ふわっと風が入り込んでくる。

「ほれほれ、おいでおいで、カレンちゃん。誰も見てないって」

「で、ですが……」

　カレン会長と詩夜ちゃんがドアを開けて、屋上へ出ていく。

「なんなのかしら……？　まさか、彩さい木ぎくんを寝ね取とる相談？　しかも二人がかりで？」

「あの、真香先生？　仮にも教師なんだから、言葉に気をつけたほうが……」

　僕と真香先生は、机や椅子の陰に隠れたまま、ドアのあたりを見ている。

「ん？　隠れる必要なかったような……？　内容はともかく、僕が先生に怒られてただけなんですし」

「あの二人がなにを企たくらんでるのか気になるでしょう。生徒の悪巧みを事前に阻止するのも教師の仕事よ」

　本気でカレン会長たちが僕にちょっかいをかけるのを心配してるんじゃないかな……。

　あと、詩夜ちゃんは生徒じゃないのに。

　僕らはコソコソと移動して、開いたままのドアのそばに潜む。

　カレン会長と詩夜ちゃんは、屋上の中央あたりで立ち止まって話をしてる。

「し、しかし……屋上の合鍵が生徒会室にあったとは」

「何年か前の生徒会長がこっそり合鍵をつくって、代々生徒会に伝えてたわけ。生徒会長の机、引き出しの裏に貼り付けてあるってベタな隠し場所だけど」

　うーん、盗み聞きは気が引けるなあ。

「人聞きが悪いわ。わたしは、生徒会の伝統にしたつもりはなかったのに」

「あんたが犯人かい！」

　おっと、あまり大声で突っ込むとカレン会長たちに気づかれる。

「さすがに、わたしが合鍵をつくったんじゃないわよ。そこ、間違って伝わってるみたいね。天文部がなかなか夜の屋上の使用許可が取れなかったから、こっそり合鍵をつくったのよ。でも、夜の校舎に侵入できなくて無駄になっちゃったのよね」

「アホみたいな話ですね」

「鍵の処分に困ってたからわたしが預かったの。たまに、他の役員の子たちがその合鍵を使って屋上に出入りしてたみたいね。引退するとき、次の生徒会長がほしがったからあげたのだけど、まだ伝わってたとは意外だわ」

「まあ、学生は屋上で青春したがるものなんですかね……」

　僕は、夏は暑いし冬は寒そうだから、あまり近づきたくないな。

「ふー、気持ちいい。久しぶりに来たけど、やっぱいいなあ」

　詩し夜やちゃんにはお気に入りの場所みたいで、ずいぶんご機嫌っぽい。

「どう、カレンちゃん。ちょっと風強いけど、なかなか悪くないっしょ？」

「で、ですが……仮にも生徒の代表である私が立ち入り禁止の場所に……」

「あー、ダメダメ。カレンちゃん、真面目まじめすぎ。真面目なのもいいけど、たまにはハメを外さないと壊れちゃうよ。あと、たまにキャラ変えるとギャップで可愛かわいく見えるから」

　詩夜ちゃんが後輩を悪の道に誘い込もうとしてる……。

「ね、カレンちゃん」

　と、詩夜ちゃんがカレン会長の肩をぽんと叩たたいた。

「生徒会長だからって、無理にみんなの手本にならなくてもいいんじゃない？　生徒会長って、要するに生徒会執行部の仕事をするだけの人だよ？　真面目じゃなきゃいけないなんて決まりはないし。むしろ、ちょっと砕けてるくらいがウケがいいよ？」

「詩夜先輩は、ちょっと砕けすぎじゃないでしょうか……？」

「それがアタシの生き様だから！」

　詩夜ちゃん、大学デビューなのに偉そうなこと言ってるなあ……。

「どうして詩夜先輩が私にそんなことを……？　生徒会の手伝いに来たこともそうですが、私の世話を焼く理由などないでしょう？」

「もちろん、ないよ。どちらかというと、カレンちゃんを嫌う理由があるくらいだね」

　んん？　詩夜ちゃん、笑顔で穏やかじゃないことを言ってるぞ。

　詩夜ちゃんとカレン会長は、やっぱり前から知り合いみたいだ。

　それも、不穏な間柄だった……？

　真ま香か先生が僕に不思議そうな目を向けてきてるけど、こっちにもわからない。ぶんぶんと首を振っておく。

「ま、いいや。今のカレンちゃんがどんな子なのか知りたかったけど、少なくとも悪い奴やつじゃなさそう。あの疑うたぐり深ぶかくて疑り深くて、マジで疑り深くて、ハルが実の妹かどうか疑っちゃうような頭の悪いマコが懐なついてるくらいだもんね」

　頭が悪いとは失礼な。

　肉親と本当に血が繋つながってるかどうかは、人間誰もが一度や二度は疑うよね。

「私はこれでも神に仕える身です。むしろ、邪悪は積極的に退しりぞけていきます」

「生徒会長だろうと神に仕える身だろうと、見た目も中身も可愛かわいい女の子は幸せにならなくちゃ！　カレンちゃんも、やりたいようにやろうよ！」

「……私は別に、今の自分に特に不満は……」

「どうかな？　不満がないって顔じゃないね、それは」

　まあ、僕に言わせれば会長は割とやりたいことやってるような。吊つるし上あげとか。

「アタシはこれでも先輩なんだから、相談でもなんでも乗るよ？　お金はないけど、それ以外でなにかあるなら言ってみ、言ってみ？」

「……それなら、一つお願いしたいことが……その、できればでいいのですが……」

　んん？　カレン会長がボソボソ言ってるけど、ほとんど聞き取れない。

　くっ、いつも怖いくらいよく通る声なのに、こんなときに限って。

「……陣じん所しよさんと京けい御みさんには悪いことをしたかしら。わたしが盗み聞きするような話じゃなさそうね。彩さい木ぎくんをかっさらう相談じゃないなら、どうでもいいわ」

「真ま香か先生こそ、お堅い立場の割にやりたい放題ですよね……」

「わたしは、彩木くんを幸せにするためにやりたい放題なの。まあ、これくらいにしておきましょう。あとは任せたわよ、彩木くん」

「うわっ……！」

　真香先生に軽く押され、僕はよろめいて屋上のドアのところへ倒れ込んでしまう。

「ああ、それなら全然オッケー……って、あれ、マコ？　なにしてんの？」

「む、彩木慎まこと？　おまえ、いかがわしい本を買いに行ったんじゃ……？」

「す、すみません。ちょっと足止めをくらってたというか……」

　ああ、嘘うそが嫌いとはいえ、気の利いたごまかしができない自分が情けない。

「ふーん、もしかして立ち聞きしてたんじゃないの？　いっけない子だなあ」

「私はかまいませんが。聞かれて困るようなことは──」

　と、そのとき──

　ぶあっ、とひときわ強い風が屋上を吹き抜けていって。

「くっ……！」

　と、カレン会長はめくれ上がりそうになったミニスカートをとっさに押さえた。

　しかも、片手で自分のスカートを、もう一方の手で詩し夜やちゃんのロングスカートまで押さえてる。

　おお、最近の例だとここでパンチラを見ちゃうところだったのに、さすがカレン会長！

　清らかなシスターさんは違うね。見習いだけど。

「なんだ、ケチケチしなくていいのに。ほら、カレンちゃん」

「わーっ!?」

　なにを思ったのか、詩し夜やちゃんがカレン会長のスカートをぺろんとめくった。

　さっきのブラジャーとお揃そろいの真っ白なパンツがちらりと見えてしまう。

「し、詩夜先輩っ!?　なにを!?」

「ミニスカＪＫなんだから、見せるときは見せないと。もちろん、普段は見えないように努力するけど、だからこそたまのパンチラにありがたみがあんのよ」

「て、手を離してください！　めくってまで見せるものじゃないでしょう!?」

「もちろん、カレンちゃんにだけ恥ずかしい思いはさせない！」

「ちょ、ちょっとっ、詩夜ちゃん!?」

　詩夜ちゃんは、自分のロングスカートも思いっきりめくり上げて──その下に隠されていた黒いレースのパンツを見せつけてくる。

　さ、さすが女子大生──なんてエッチなパンツなんだろう……。

「し、詩夜先輩！　だからって、わざと見せることはないでしょう！」

「ＪＫはまだまだお子様だなあ。年下の子にパンツを見せるくらいで真っ赤になって」

　そういう詩夜ちゃんも、顔が赤いように見えるけど。

「さ、彩さい木ぎ慎まこと！　おまえが見なければ済む話だろう！」

「あ、そっか。す、すみません！」

　僕は、さっと後ろを向いて二人の年上美人のパンチラから逃れる。

　詩夜ちゃんのパンツも、美み春はるほどじゃないけど見慣れてるとはいえ、やっぱりドキドキしちゃうよね……会長のパンツは言うまでもない。

「…………ハッ？」

　屋上のドアのほうを見て──思い出した。

　僕と一緒に、カレン会長と詩夜ちゃんの話を盗み聞きしていた美人教師がいたことを。

「さーいーぎーくーん……？」

　し、しまった、まだいたとは……！

　屋上のドアのところからわずかに顔を覗のぞかせてる先生が、口をぱくぱくさせてる。

　同じような光景を、ついさっきも見たような気がする！

　僕と、カレン会長と詩夜ちゃんへの呪いの言葉を吐いてるみたい……。

　ただでさえ、真ま香か先生は年上美人二人を警戒してたからなあ。

　信じて送り出した彩木くんが、美人のお姉さん二人のパンツを見ちゃったら……。

　真香先生の次の行動が怖すぎる……！
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　もう僕くらいになると、誘拐されるのも慣れたもので。

　テスト休みもそろそろ終わりというある日。

　生徒会の手伝いをして、夕方に帰宅途中に赤いフィアットに横付けされたら、自分から助手席に乗り込むレベル。

　それもう誘拐と違うやん、と思われるだろう。

　でも、決して僕が望んで乗り込んだわけじゃないんです。逃げられないからなんです。

「真ま香か先生、妹にＬＩＮＥ送っておきますね」

「ええ、ご自由に」

　誘拐犯との交渉もスムーズだ。

　今日は炊飯器のタイマーはセットしてあるから、あとはおかずだな。

「特別に〝中国人が爆買いする冷凍餃ぎよう子ざ〟を食べていいよ……と」

　この餃子はちょこっとお高めのスーパーが自社開発したものだ。

　レンジでチンするタイプなのに、奇跡的に皮がパリパリでめっちゃ美お味いしい。

　〝イタリア人が認めないパスタ〟〝ドイツ人がツンデレるソーセージ〟と並ぶ、美み春はるの大好物だ。

《爆買い餃子、久しぶり！　今日はくーちゃんも来るから三人前食べとくね！》

　さっそく、美春から返事が来た。ウキウキしてるのが目に見えるみたいだ。

　計算が合わない気がするけど、まあいいや。

「ところで彩さい木ぎくん、目が死んでるわよ？」

「先生の車に乗るときはいつもこんな感じでしょう」

「それもそうね」

　ぐるん、と鋭くハンドルを切ってタイヤを軋きしませながら右折していく真香先生。

　相変わらず右に左に激しく揺さぶってくれるなあ……。

「人間、なんにでも慣れるもんですねえ……ジェットコースターはたまに乗るから怖いんだってよくわかりました」

「馬鹿にされてる気がするけど、せっかくのお出かけだし不問にしておくわ」

　真香先生は、ガキンとシフトレバーを操作して、さらにアクセルを踏み込んでいく。

「大丈夫よ、彩木くんが乗ってるんだからいつも以上に安全運転してるわ。今日はフィアットもご機嫌よ♪」

　僕は車には詳しくないけど、フィアットは甲高い独特なエンジン音がする。

　真香先生には、この音で愛車の機嫌がわかるのかな。

「そういえば先生ってまだ社会人二年目ですよね？　車ってけっこう高いんじゃないですか？　よく買えましたね」

「ローンを組めれば新社会人でも買えるわよ。まあ、このフィアットはもらい物だけど」

「ずいぶん気前のいい知り合いがいるんですね」

「もういないけどね」

「…………」

　今の、先生らしからぬマジなトーンだったような……。

「ああ、気にしないで。思わせぶりなことを言ったわけじゃないの。わたしは先生だけど、わたしにも先生がいるの。その人の愛車を譲ってもらったのよ」

「先生の先生ですか……」

　そりゃ、いるに決まってるけど、ただの先生が車を譲ってくれるものかな……？

「ああ、安心して。女の先生よ。えっちな教育はされてないわ」

「そんな心配してませんよ！」

　マジなトーンが持続できない人ですね！

「そんなことより飛ばすわよ。法定速度内で。今日はちょっと遠出するからね」

「遠出？　いつもの隠れ家的お店に食事に行くんじゃないんですか？」

「もちろん食事よ。ついでに、彩さい木ぎくんもむしゃむしゃ食べちゃいたいわ」

「怖いこと付け足さないでください！」

　なんか、高速道路に入っていってる……。

　人ひと気けのない山奥に連れて行かれて、変なことされるんじゃない？

「……彩木くん、失礼なこと考えてるでしょう？」

「いいえっ」

　さすが真ま香か先生、下へ手たなこと考えられないな。

　フィアットは高速道路に合流すると、グンと速度を上げた。

　真香先生は鼻歌まじりに、華麗なテクニックで次々と車を追い抜いていく。

　お会いすることのなかった真香先生の先生──

　教え子に、安全運転についても教えておいてくれたら嬉うれしかったです。







　高速道路をしばらく走ってから、一般道に降りてさらに進み──

　真香先生の赤いフィアットは、高級そうなホテルの駐車場へと滑り込んだ。

「……ホテル？」

「さ、行きましょう。大丈夫、ここまで来れば知り合いに見られる危険はないわ」

「別の危険がありそうなんですが……」

「大丈夫、今日のわたしたちは仲良し姉弟きようだいだから。あ、君は藤ふじ城き慎まことよ？　そのまま藤城家に婿入りしてもいいけれど」

「その場合、貴き宗そうさんが義理の妹になるんですかね……？」

「さあ？　天てん華かは一応、今は別の家の子なのよね。それと、天華は小柄だからそう思うのも無理ないけど、あの子のほうが彩さい木ぎくんより誕生日早いわよ」

「あ、そうなんですか？」

「あと、妹とお風呂に入ってもいいと思ってる君を天華の兄にはしたくないわね……」

「僕も妹ならなんでもいいわけじゃないんですが」

　真ま香か先生は、僕が美み春はるとお風呂に入ってることがよほど気に入らないらしい。

　地下の駐車場からロビーに入り、真香先生が受付を済ませて最上階の部屋へと入った。

「心配しなくても、取って食べたりしないわよ。ほらほら」

「は、はぁ……」

　真香先生に続いて、部屋に入る。

　さすがにスイートルームではないけど、立派で高そうな部屋だ。

「お金のほうは大丈夫なんですか？　またお給料の話ですけど」

「ホテル一泊分の料金くらいどうにでもなるわよ」

「い、一泊……!?　ホ、ホテルに泊まるんですか？」

「もう暗いわよ。夜道の運転は危ないわ」

「昼間でも充分に危ないですもんね……」

　ただでさえ真香先生カーでのドライブは怖すぎるからね……。

「はいはい、そこのベッドに座って。わたしはちょっとフロントに電話ね」

　僕は言われるままに、ベッドに腰掛ける。

　これってダブルベッドだよね……定員が二人の客室で、ベッドが二つだとツイン、一つだとダブル。僕、知ってる。

　普通のホテルの普通の部屋なのに……なぜだかとてもいかがわしい！

「お待たせ、すぐに来るわよ」

「来る？」

　僕が首を傾かしげたのと同時に、チャイムが鳴った。

　真香先生が応対して、ワゴンのようなものをガラガラと押して戻ってきた。

「あらかじめルームサービスを頼んであったのよ。お腹なか空すいたでしょう？」

「手回しがいいですね、先生。でも、ルームサービス？　ちょっと意外ですね」

　本当にいつもの隠れ家的お店じゃないんだ……。

「ここのルームサービス、美お味いしいって密ひそかに有名なのよ。満足させると思うわ」

　ワゴンにはサラダにスープ、いろんな具のサンドウィッチ。ボリュームは少ないけど、高級そうな肉料理や魚料理も並んでる。

「ああ、なるほど。お店で普通に食べると焼き肉屋とか寿す司し屋やのときみたいにポンコツがバレるから、ルームサービスで食べることにしたんですね。学習してますね、先生」

「丸ごと見抜かないで！」

　真ま香か先生が涙目になって抗議してくる。

「い、一応人に見られないほうがいいと思っただけよ。彩さい木ぎくん、冷めないうちに食べておいて。わたしは胸がいっぱいで食べられないから、気にしなくていいわ」

「はい……？」

　真香先生は、なぜかカバンを持ってバスルームへと入っていってしまう。

　とりあえず、冷めるともったいないから食べよう。

「うん、美お味いしい。サラダもスープも飛ばして、いきなりメインの肉をいただく快感！」

　確かにルームサービスっていうのもいいかも。

　順番を飛ばしたって、お行儀が悪いと叱られることもない。

「先生、本当に食べないんですか？　美味しいですよ？」

「……ちょ、ちょっと待って……こ、これでいいのかしら……？」

　バスルームのほうから心細そうな声が聞こえてくる。

　ホント、なにしてるの？　予想はつくけど、今日は妙に手間取ってるなあ。

「お待たせ、彩木くん！」

「うわっ」

　ドアが勢いよく開き、うさぎみたいにぴょんと真ま香か先生が飛び出してきた。

　いや──うさぎみたいなのは、動きだけじゃない!?

「あの、正気なんですか、真香先生？」

「思ってた以上に辛しん辣らつな反応だわ、彩木くん！　でもスルーされないだけまだマシね！」

「いきなりテンション上げてきましたね、真香先生……」

　今回の真香先生のお召し物は──

　肩は剥むき出だし、胸が半分見えていて谷間もあらわで、下はハイレグの黒いボディスーツ。

　ハイレグの下は定番の色っぽい網タイツ。ご丁寧に、ふわふわした尻尾もついてる。

　そして、頭にはぴょんと長く伸びた黒いウサミミ。

　要するに──バニーガールだった。

「さ、今日も彩木くんを教育するわよ！　ほら、準備もバッチリよ！」

　バニーな真香先生は僕の隣に座ると、ワゴンから一本の瓶びんを取り出した。

「残念ながら、彩木くんは未成年だから飲めないけど。わたしもある意味飲めないから、ノンアルコールのシャンパンよ」

「今までの教育と比べても、ずば抜けて妖しい雰囲気なんですけど……」

　バニーガールさんが僕の隣にぴったり寄り添って、グラスに透き通るような金色の液体を注ついでる。

「これ、もはや教育でもなんでもなくて、ただのアレなお店なのでは？　教育というより、接待なのでは!?」

「彩さい木ぎくん、アレなお店に行ったことがあるの!?　ダメよ、君は未成年なんだから！　いえ、大人になっても行っちゃダメ！　えっちなのはダメ！」

「今、めっちゃえっちな状況ですよ！」

「わたしは存在自体がえっちだからしょうがないでしょう」

「真ま香か先生って自覚はあるんですよね、自覚は……」

「自覚があるから、君にこんな教育してるのよ。当然ね」

　真香先生は、にっこり笑う。今日はひときわ笑顔がステキですね……。

「さ、どうぞどうぞ。お会計は気にせず楽しんでいいのよ」

「そんなことは気にしてませんけどね……他に気になることがありすぎるというか」

　うっ……真香先生のボディスーツの谷間が……もっとモロに見たこともあるのに、これだけでも刺激的すぎる。

　豊かなお胸が僕の腕に当たってぷにゅんと潰れ、バニー服の胸元は今にもズレて全部見えてしまいそう。

「あの……やっぱりこの衣装はまずいです！　ある意味、全裸よりヤバいですよ！」

「彩木くん、わたしね、悟ったの」

「な、なにをですか……？」

　真香先生は微笑ほほえんで、僕のグラスをさっと取り、シャンパンを一息で飲んだ。

「わたしは自分の武器を使って教育するべきなのよ」

「真香先生の武器というと……？」

「やるべきはＪＫ真香の降臨じゃなかったのよ。わたしはわたしの武器──大人の魅力で勝負しなきゃいけないの」

「な、なるほど……」

　ＪＫ真香ちゃんも可愛かわいかったけど、今のバニー真香の魅力にはかなわないかも。

「グラドル、妹、ＪＳ、ＪＤ、生徒会長……みんな手て強ごわいわ。彩木くんはひねくれてるくせに、ふらふらと流されやすいしね」

「流されないようになりたいとは思ってますよ……」

「それは困るわ！　彩木くんが正気になったら、わたしの教育からも逃げるかもしれないじゃない！」

「いったい、どうしろと!?」

　本当に言ってることが一貫しない人だな！　教師がそれでいいの!?

「君がどうするか……試してみましょうか。たとえば、こんなのはどうかしら？」

「うわっ」

　真ま香か先生はグラスをワゴンに置くと、僕の膝に横向きになって座り込んだ。

　僕は思わず、真香先生の肩を抱くようにして支える。

「ふ、ふふふふ……重いと言ってもいいわよ。十代の傷つきやすい乙女じゃないのだから。こうして彩さい木ぎくんのお膝に乗ってるだけで幸せだから」

「……確かに重いですね」

「酷ひどいわっ!?」

「傷つきやすい乙女じゃないんでしょ!?」

　言ってることがしっちゃかめっちゃかだよ！

「もう、彩木くんは乙女心がわからないんだから……今度こそシャンパンをどうぞ」

「な、なにしてるんです!?」

　真香先生は、またシャンパンの瓶びんを手に取って、中身を自分の胸の谷間に注いだ。

　おっぱいの谷間に、透き通った金色の液体がたまってる……。

「好きに飲み食いできるのがルームサービスの強みよね。さあ、誰も見てないから直接すすっていいのよ？」

「できますか、そんなこと！」

「大人の魅力と言ったでしょう？　このシャンパンもけっこう高いのよ。飲まないともったいないわ。きゃっ、こぼれ──」

「あっ……」

　つい、真香先生の胸元に顔を寄せて、谷間にたまっていたシャンパンをすすってしまう。

　ああああ、なにをしてるの、僕は……！

「あんっ……彩木くん、胸も吸っちゃってるわ……」

「んっ……そ、そんなつもりは……！」

　確かに、唇がつい胸にまで当たってしまった。

　柔らかくてすべすべしたおっぱいの感触を口で味わったのは初めて──って、当たり前だよ！

「意外と大胆ね、彩木くん……もう、えっちえっち」

「えっちなのは認めてもいいですが、僕だけのせいじゃないですよね!?」

「やーん、とうとう教育の次の段階、〝お肌の触れ合い〟も進み始めたわね」

「やーん、じゃないですよ！　よい……しょっ」

「ああんっ」

　僕はぐぐっと力を込めて、真香先生をベッドの上に放り出す。

　これ以上抱きかかえてたら、なにが始まるかわかったもんじゃない。

「乱暴ね、彩さい木ぎくん。そういうワイルドな彩木くんも、たまには悪くないわ。やんっ♡」

　バニー真ま香かさんは、ベッドの上でいやらしく身体からだをくねらせてる。

　シャンパンの残りでてらてら光ってる谷間と、網タイツに包まれた太ももがエロい……。

「食事も飲み物も楽しんだことだし……次はうさぎさんを味わう？」

「あ、味わいませんよ。そこまでは流されませんってば」

「ウソウソ♪」

　真香先生は、ぱっと僕の手首を掴つかむと引っ張って、ベッドへと引きずり込んできた。

　うう、小柄ゆえの体重の軽さが憎い。

　あっさりと真香先生の身体の上へと乗せられてしまう。

「知ってるわよね、彩木くん？　うさぎは寂しいと死んじゃうのよ？」

「猫になったり、うさぎになったり忙しいですね……」

「今日はうさちゃんよ。うさぎっておとなしくて可愛かわいいわよね。わたし、猫より好きかもしれないわ」

「……真香うさぎはおとなしくないですよね？」

　真香先生の身体に乗っかってる上に──頭を掴まれて顔を胸に押しつけられてる。

　胸の暴力的なまでの柔らかさと、顔が埋まってしまうほどの大きさ──この獲物は僕の手には負えそうにない。

「じゃあ、おとなしくしてたら……食べちゃう？」

「…………」

　真香先生は、僕の背中に腕を回して抱きついてくる。

　僕が乗っかってたらさすがに重いんじゃないだろうか。

　でも、先生はそんなこと気にした風もなく、僕を嬉うれしそうに抱きしめてる。

「せ、先生……一応、僕も男なんですよ。好きじゃなくても……そ、そういうことができちゃうかもしれませんよ」

「好きになってもらうのは、あくまで最終目的よ。そこまでの過程になにがあっても問題ないわ。いいえ、なにかないと最終目的には届かないわよね」

　くっ、この人は覚悟が違う……！

　僕が真香先生を好きになっちゃったら、それを言葉にしちゃったら教師を辞めるという話は未いまだに撤回されてない。

　ふらふら流されるままの僕とは、まるで違う──

　真香先生は大人で、僕はまだ社会的にも精神的にも子供なんだよね……。

　だけど、僕だっていつまでも子供じゃない──

「ま、真香先生……」

「彩木くん……？」

　胸の谷間の圧力から逃れて、顔を真ま香か先生の顔に近づけていって──

「……わっ？」

　まるでお約束のように、ポケットに入れていたスマホが振動した。

　な、なんなんだ、見ていたようなタイミングで着信したなあ！

「……ふっ、そんなことだろうと思ってたわ。わたし、こんなことじゃくじけない」

「強くなりましたよね、先生。元からだいぶ強かったですが……」

　なんにしてもこの状況……どうしよう？







　ちょっと迷ってから、僕はスマホを取り出して着信を確認する。

　怠たい惰だな妹がいる身だし、今日はくーも来てるらしいから、無視するわけにもいかない。

「ん……？　会長から？」

「……やっぱり攻めてきたのかしら、陣じん所しよさん。教師と生徒のあんなところを目撃するなんて美お味いしいネタ、放置しないでしょう。わたしだったら徹底的に利用するわ！」

「そうですかね……？　会長が前言を翻ひるがえすかなあ」

　真香先生、よっぽどＪＫ真香ちゃんが恥ずかしいんだろうね。

　えーと、メッセージは──

《彩さい木ぎ慎まことが可愛かわいい妹と幼女を置いてどこかへ消えたと聞いた》

　どこの可愛い妹が情報を流したんだろうね。

《変だと思わずに聞いてほしい》

「嫌な予感がするわね……」

　当然のように真香先生が僕のスマホを覗のぞいてるけど、気にしないことにしよう。

《もし藤ふじ城き先生と一緒なら、なにをしているのか教えてほしい》

「教えろ、と言われても……」

「教えましょう、彩木くん」

「即断ですね！　今の真香先生は、特に人様に見せられないのでは？」

　なにしろ、ウサミミのバニーちゃんだよ。

　イベントのコスプレ会場でも、この格好をするのはなかなか度胸がいるのでは。

「疑うたぐり深ぶかい彩木くんにしては裏を読んでないわね。つまり、教えないとＪＫ真香降臨の件をマスコミに公表すると言ってるのよ」

「マスコミに!?　そんなスキャンダルなんですか!?」

「恐ろしい……恐ろしい話だわ……」

「真香先生の疑り深さも相当だと思いますよ。まあ、会長のメッセージに含みがあるのは否定しませんけど……」

　取引材料もなく要求だけしてくるってことはないだろう。

　アホの──じゃない、あっけらかんとしてる縫ぬいならともかく。

「というわけで、久しぶりに二人で自撮りといきましょう。はい、笑って」

「……その写真を会長に見せびらかしたいのでは？」

「やだ、やっぱり疑うたぐり深ぶかいわね。まさか、わたしとしても断腸の思いなのよ」

　口元がニヤついてる真ま香か先生は──おっぱいの谷間から、するっとスマホを取り出した。

「どこにしまってるんですか、どこに!?」

「本当はここにチップを挟んでもらう予定だったのだけどね」

「……シャンパンで壊れてなければいいですね」

　チップって、先生。そこまで行くと完全にお店です。

　真香先生はご機嫌で僕の隣に座り直し、グラスを僕に持たせた。

　自分はシャンパンの瓶びんを持ってグラスに注つぐマネをしながら、スマホを構えてぱしゃりと一枚撮影。

「あの、これって余計に誤解を招きませんか？　お酒飲んでると思われたら」

「大丈夫、瓶のラベルも見えるように写したから。調べればノンアルコールだってわかるはずよ」

「抜かりないなー……」

「当然よ、未成年の飲酒は陣じん所しよさんじゃなくても見逃せないでしょう。さて、『彩さい木ぎくんはうさぎさんが好きだから、恥ずかしいけどこんな格好してみたわ』でいいわね」

「よくないですよ!?」

「放たれよ、電子の海へ！」

「ああっ!?」

　止める間もなく、真香先生が非情なタップを！

「捏ねつ造ぞうですよ！　なんで僕が先生にそんな恥ずかしい格好をさせたことに!?」

「仮にも乙女なんだから、肌色多すぎなバニー衣装を自分から着たなんて言えないわ」

「また乙女！」

　都合よく出たり戻ったりするよね、乙女！

「っと、あれ？　今度は会長から電話です」

「出ないわけにはいかないでしょうね。いいわよ」

　真香先生のお許しが出たので（お許しが必要なの？）、会長からの電話に応答する。

『彩木慎まこと、お酒を飲んでるのかと思ったが、どうやらノンアルコールらしいな』

「え、ええ」

　スマホで検索したらしい。グ●グル万歳。

　ん？　真香先生が、なにか身振りで僕に指示してる。

　ああ、スピーカーにしろってことね……仕方ない。

『この前の制服姿もかなり痛々しかったが、もはや見てはならないものを見たという痛さだな。藤ふじ城き先生に恥じらいはないのか？』

「はい」

「彩さい木ぎくん、即答しないで！」

　会長に聞こえないようにしているのか、先生は小声でツッコミを入れている。

『しかし、いいご身分だな、彩木慎まこと。年上の美人先生にそんな肌もあらわな格好をさせるとは。一度、ウチに懺ざん悔げに来い』

「え、遠慮したいですね。修道院の追い込みってエグいんでしょ？　水に沈めて死んだら無罪、死ななかったら有罪、みたいな」

『それは魔女狩りだ！　ウチの専門外だ！』

　じゃあ専門はなんなんだろう……？

「え、えーとですね、懺悔したくても……その……」

『大丈夫だ、実はわかってる。藤城先生が自分から着たんだろう』

「げっ」

　真ま香か先生が、会長に聞こえてることも忘れたのか、大きめの声でうめいた。

『私はこれでも彩木慎のことを多少は知ってる。間違っても年上の、それも教師にそんなハレンチな衣装を着せるような人間じゃない』

「おお……」

『彩木妹や神しん樹じゆ無む垢くには着せてもおかしくないし、天あま無なし縫ぬいに馬鹿な衣装を着せてからかうくらいはするだろうがな』

「信頼されてるのか、されてないのかどっちなんです!?」

　縫をからかうのはともかく、美み春はるやくーにコスプレをさせて喜ぶ趣味はないのに。

『藤城先生も聞いているんでしょう。驚きましたし、状況はよく呑のみ込こめませんが……別に人に言いふらしたりはしません。神に誓ってもかまいません』

「いい子……！」

　真香先生、チョロい。

　あと、喜んでるのはいいけど、喜びのあまり僕に抱きつくのやめないかな。

『私以上に真面目まじめで、しかもお高くとまっていると思っていた藤城先生が、まさか女子高生の制服やバニーガールの服を着て、教え子とイチャついてるなど想像もしませんでした。彩木慎と付き合ってるという話は胡う散さん臭くさいと思っていましたが、別の方向で胡散臭いことになってたようですね』

「わたし、悪口言われてるの？」

「さあ、どうでしょうか……」

　さすがに、会長には僕と真ま香か先生の恋人関係はがっつり疑われてたか。

『……少し、羨ましい』

「え？　会長？」

『なんでもない！　だ、だが……許すのはここまでだ！　そこから先に行くようなら、通報も辞さない！』

「馬鹿な！　むしろここからが本番なのよ!?」

『本番!?　ふ、藤ふじ城き先生、あなたはなにを!?』

「いやいや、『馬鹿な』も『なにを』も僕の台詞せりふですよ！」

　なにを企たくらんでたの、真香先生！

　そしてなにを想像してるの、カレン会長！

『神に仕える者として、生徒会長として、ＳＩＤシドのリーダーとして、ふしだらなマネは許さない！　ちょっと待て、彩さい木ぎ妹に連絡して──』

「わーっ、僕の居場所を探さなくても大丈夫です！　先生バニーはふざけてるだけですから！　先生の存在自体がふざけてるのはわかってるでしょう！」

「割と聞き捨てならないことを言ってるわね」

『……彩木慎まことを信用しよう。みだりに人を疑うのもシスターとして許されないことだ』

「ど、どうも……」

『できれば、このまま通話を繋つないでおきたいところだが、やめておこう。私も少し考えたいことができたからな……』

　カレン会長は、妙に真面目まじめなトーンでつぶやくと、そのまま電話を切った。

「……陣じん所しよさん、どうかしたのかしら？　ちょっと様子がおかしかったわね」

「バニーガールに心配されても微妙かもですが」

　格好はアレだけど、さすがに教師だけあって、生徒の心配はしてるみたいだ。

「ところで彩木くん、陣所さんと約束しちゃったわね」

「え？　ああ、大丈夫だって言いましたね。いえ、大丈夫……ですよね？」

「仕方ないわね……彩木くんに約束を破らせるわけにはいかないわ」

　真香先生は、またワゴンに手を伸ばして、なにやらゴソゴソ漁あさっている。

　そこから取り出したのは、てのひらに収まりそうなミニサイズのビール缶だった。

「んっ、んっ、んくっ……」

　真香先生は素早く缶を開けると、一気に飲み干してしまう。

　あー、先生ってお酒を飲むと眠くなっちゃう体質なんだよね。

　前は、お猪ちよ口こ一杯の日本酒で、朝まで熟睡してたっけ。

「これでわたしはなにもできないわ。あ、なにもできないけど、本当に朝まで絶対に目が覚めることはないけど、変なことしちゃダメよ？　本当にダメよ？　本当にね？」

「なんですか、その前フリ!?」

　押すなよ、絶対押すなよ的な!?

「ああ、もうダメ……それじゃ、おやすみなさい、彩さい木ぎくん……くぅー」

「あっ」

　ぽてん、と電池が切れたみたいにベッドに倒れ込む真ま香か先生。

　僕の膝を枕にしてるのが抜け目ない。

　いや、バニーガールのままで寝られても困る……！

　豊かで柔らかそうなおっぱいも、太もももほとんど剥むき出だしで、完全に眠り込んでいる。

「…………」

　ごくり、と思わず唾つばを呑のみ込こんでしまう。

　もしかして、絶対に起きない状態になるまでが今日の教育なんだろうか。

　僕への試練が、かつてない高い次元にたどり着きつつある……！







　……もちろん、なにもしませんでした。

　万が一が起きないように風呂場で寝た僕は、よく頑張ったんじゃないだろうか。
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　七月も中旬を過ぎ──終業式、そして楽しい夏休みまであとわずか。

　期末テストは、すべて返却された。

　真ま香か先生の見立てどおり、僕の成績は中間より三十位ほど上昇していた。

　これは、詩し夜やちゃんの家庭教師の成果と言っていいんじゃないだろうか。

　なんだかんだ言ったけど、僕にもありがたい。詩夜ちゃんには感謝だ。

　ウチの両親にも、詩夜ちゃんから僕の成績が報告されたらしい。

　たぶん、両親は詩夜ちゃんにお給料をはずんだことだろう。

　そうそう、ある意味一番の問題だった縫ぬいの成績も、中間より上がってた。

　まだ下位グループではあるけどね。今後に期待したい。

「で、カレン会長は当然トップと……」

「当たり前だろう。最近ではむしろトップを取らないほうが難しい気がしてる」

「…………」

　凄すごい自信だけど、きっちり結果を出してきてるだけに過剰とは言えない。

　そのカレン会長は、僕の隣を歩いている。

　今日も黒髪ロングが麗うるわしく、制服もとてもお似合いだ。

　真夏のような厳しい日ひ射ざしの中を、テストの話をしつつ数分ほど歩いて──

「おお、ここか。ここなのか……」

「近かったですね。高等部から歩いてこられるとは知りませんでした」

　僕とカレン会長の前にあるのは、聖せい華か台だい学院大学の校門。

　大学がそう遠くないのは知ってたけど、実際に来たのは今日が初めてだ。

「……うーむ、やはり私服がよかったか？　さっきからじろじろ見られてるな」

「珍しいですね、カレン会長がそんなこと気にするなんて」

「私だって別に傍ぼう若じやく無ぶ人じんというわけじゃないんだぞ」

　校門を出入りしている大学生のみなさんは、僕らに遠慮のない視線を向けてきてる。

　特にカレン会長に目がいってるのは、ただこの人がえらい美人だからだよね。

　制服でも私服でもあまり関係ないような。

　隠れるようにして、校門前でしばらく待っていると──

「おーっ、マコ、カレンちゃん。ようこそーっ！」

「ああ、詩夜ちゃん。遅いよ」

「ごめん、ごめん。ちょっと知り合いに捕まっちゃってさ。人気者は辛つらいね」

　校舎のほうから、いつもと同じような格好の詩夜ちゃんがぱたぱた走ってきた。

「詩夜先輩、今日はお招きいただきありがとうございます」

「あはは、堅いって、カレンちゃん。ま、とりあえず行こうか」

　詩し夜やちゃんは苦笑してから、僕らの先に立って歩き出す。

　というわけで、僕らは聖せい華か台だい学院の大学見学に来ている。

　オープンキャンパスではなく、ただ普通に見学に来たって感じ。

「詩夜ちゃん、本当に僕らが出入りしても大丈夫なの？」

「疑うたぐり深ぶかいなあ、マコは。高等部の子が来ることもあるよ。部活だと大学と高等部で合同練習なんかもしてるし、もちろん進学の参考に見にくる子もけっこういるからね」

「へぇ……」

　まあ、すぐ近くにキャンパスがあるんだし、見にこない手はないか。

「だから気にしなくていいよ、カレンちゃん。案内くらいお安いもんだよ」

「いえ、大学はもうすぐ試験なんでしょう。こんなときにすみません……」

「思い立ったらなんとやら、だよ。試験前で普段サボりまくってる連中も出てきて活気があるからちょうどいいかも。カレンちゃん、興味ある講義とかある？　大教室の講義だったら、どこでも潜り込めるよ」

「どこでも……！」

　いつもクールな（もしくは怖い）カレン会長が、珍しく目を輝かせてる。

　以前、屋上で会長が詩夜ちゃんにお願いしていたのが、この大学見学だとか。

　そして、なぜか巻き込まれた僕。

　いやまあ、まだ内部進学するか決めてないけど、一度大学を見ておくのも悪くないかな。

　カレン会長はスマホを取り出して、詩夜ちゃんになにか見せてる。

「時間割を調べてきました。この日本史概説Ⅱという講義を聴いてみたいのですが……」

「ふむふむ、これは大教室だから全然オッケー。じゃあ行ってみようか」

　女性陣二人は、僕の意見は特に訊きかずに話を進めてる。

　いいんだけどね……今日の僕はオマケだし。

　詩夜ちゃんに先導されて、校舎内を進んでいく。

　当たり前だけど、みなさん私服。それだけなのに、高等部とは全然雰囲気が違うなあ。

「これが大学か……高等部とは全然雰囲気が違うな、彩さい木ぎ慎まこと」

「同じこと考えてますね。歳は僕らとたいして違わないはずなんですけどね」

「ま、大学は自由だからね。髪型も服装も自由。ピアスとかアクセサリーだって全然オッケー。もちろん、持ち物検査なんかもないよ」

「なるほど……なにもかも高等部とは違うのですね」

　カレン会長は、落ち着かない様子で周りを見てる。

　学校ってくくりでは高等部も大学も同じだけど、まったく異質だもんね。

「ただし、自分の責任が大きいよ。時間割も自分で決めなきゃいけないし、欠席しまくったって先生が心配して呼び出したりもしない。全部自由だし、全部自己責任ってわけ」

「詩し夜やちゃんは大丈夫なの？」

「どういう意味かなー、マコちゃーん？」

　詩夜ちゃんがニコニコ笑いながら、僕の頬ほおをつねってくる。

　本気で心配したのに……それがあかんのか。

「自由……自由か」

　カレン会長は、なんだか遠い目をしてる。

　ウチの高等部はそんなに厳しくはないけど、ルールはあるし、先生たちの指導も受ける。

　カレン会長が見習いをしてる修道院はさばけてるらしいけど、それでも自由からはほど遠いんじゃないかな。

　とりあえず、僕らは日本史概説Ⅱとやらの講義を聴いてみた。

　よくドラマや映画でも見かける、階段状の教室に入るだけでもけっこう楽しい。

　制服姿の僕らはそこそこ注目を集めていたけど、誰も文句は言わなかった。

　先生に至っては、「私の講義を聴きにくるとは感心な高校生だ」と喜んでたくらいで。

　その先生がマイクを手にひたすらしゃべって、たまに板書して──九十分の講義は終了。

「はー、九十分は長かったなあ」

　僕は席に座ったまま、大きく伸びをする。

　高等部の授業は五十分だから、大学の講義は倍近くあるわけだ。

「特に指名されたりしないんだね、大学の講義って」

「質問される講義も普通にあるよ。でもさっきみたいに、先生がひたすらしゃべり続けてる講義も珍しくはないね」

「ふーん……」

　なんというか、先生と生徒──いや、学生の関係がドライな感じだなあ。

　先生嫌いだった彩さい木ぎくんとしては、大学の授業のほうがありがたいかもしれない。

「……彩木慎まこと」

「え？」

　隣に座っていたカレン会長が、がしっと僕の肩を掴つかむ。

「面白かったな、今の講義！　高校の授業だったら数分で終わるような内容を深く掘り下げて九十分も話してた！　新鮮な話だったな！」

「そ、そうですかね……？」

　概説、という講義名の割に内容は〝享きよう保ほうの改革〟のみだった。

「この講義、九十分どころか通つう年ねん──一年ずっと、享保の改革だけみたいよ」

「おお、そうなんですか。それは面白い。実に興味深い」

「…………」

　お、面白いかなあ？　享保の改革オンリーでそんなに長々とやられても……。

「先輩、先輩、詩し夜や先輩。次はこれ、この西洋史特講Ⅰというのを聴いてみたいです。〝十字軍の歴史的意義〟なんてテーマ、私向けにもほどがあります」

「え、えらいやる気だね……いいよ、行ってみようか」

「はい！」

　こんなにイキイキしてるカレン会長、初めて見たかもしれない。

　もしかすると勉強が好きなのかな、会長。縫ぬいとは大違いだね。

　こんなにイキイキ、目をキラキラさせてるカレン会長を見られただけで、来てよかったかもしれない。

「こら、ぼーっとするな、彩さい木ぎ慎まこと。今日は午後いっぱいまで講義を聴かせてもらうぞ！」

「えぇー……」

　九十分の講義をあと四本くらい？

　し、しんどい……前言撤回、やっぱり来なければよかったかも。







　午後の講義が終わって──僕らは校内にあるカフェへとやってきた。

　高等部にも学食はあるけど、大学は校内にカフェまであるんだなあ。しかもオシャレ。

「いや、面白かったな。見にきてよかった！」

　隣に座っているカレン会長は、さっきから興奮しっぱなしだ。

「会長が歴史好きなんて知りませんでしたよ」

「ま、待て、誤解するな？　私は歴れき女じよではないぞ？　どちらかというと土ひじ方かたより線の細い沖おき田たのほうが好みなくらいなんだ！」

「それはなんの言い訳なんでしょう……」

　別に歴女でもいいと思うけど。

「と、とにかく、詩夜先輩に感謝だな。ゼミとやらの見学までさせてもらえるとは」

「大学デビューなのにコミュ力高いですね、詩夜ちゃんは」

　ゼミというのは少人数のクラスで受ける専門的な講義、みたい。

　学生のほうも積極的に発言していて、僕は八割くらいなに言ってるかわからなかった。

　たぶん、普通は部外者が見学できる講義じゃないだろうけど、詩夜ちゃんがお願いしてくれて特別に聴かせてもらえちゃった。

　その詩夜ちゃんは、お友達と出くわして、別の席でおしゃべりしているところだ。

「楽しかったのはなによりですけど……会長、どうして急に大学見学なんか？」

「バニーガールだ」

「……は？　それは、この前の……？」

「我ながらそれがきっかけなのはどうかと思うが、このままいけば私はバニーの格好をすることなど決してないだろう」

「バニーになる人生は、あまりないんじゃないですかね……」

「まあ、要するに将来について考えてしまったわけだ」

　僕は、あんな格好をしてしまう真ま香か先生の将来が心配になるけどね。

「私は高等部の特待生だ。知ってるか、特待生は外部の大学に進学するのが基本なんだ。それもトップクラスの国公立が望ましい」

「そんな決まりがあるんですか？」

「明文化はされてない。だが、そういう慣習になっているというか……ざっくり言うと、〝学費をタダにしてやってるんだから、超有名大学に進んで聖せい華か台だいの名を上げろ〟ということだな」

「それはまた、生々しいお話ですね」

「もちろん強制ではない。高等部から内部進学したケースも少しはあるらしい。私の場合はそのどちらにもなりそうにないが……」

「会長、それって……」

「ちなみに、わたしも聖華台の特待生で、外部進学したわ」

「うわっ!?　で、出たっ！」

「なによ、出たっていうのは！　彩さい木ぎくん、失礼じゃないかしら！」

　いったいいつの間に湧いて出たのか、真香先生が僕の隣に座っていた。

　どんどん人間離れしてくるな、この先生。

「わたしだって聖華台の職員なのだから、大学のカフェにいたっていいでしょう」

「なんか、息が荒いですね……慌てて駆けつけてきたみたいな」

「彩木くんが〝カレン会長と一緒に聖華台大学の見学をしてきます〟なんて、心臓が止まりそうなメッセージを送ってくるからよ。急いで仕事を片付けてきたのよ」

「……彩木慎まこと、いちいち藤ふじ城き先生に断りを入れてるのか？」

「無断で行ったらあとが怖いですから。詩し夜やちゃんが案内役ってことも伝えてますよ」

「うんうん、わたしの教育が確実に実を結んでいるようね」

「教育というより、調教だな……彩木慎、飼い慣らされてないか？」

　猛烈に呆あきれられてるけど、気にしないことにしよう。

「それに、担任してる子と特待生が大学の見学をしてるのよ？　教師として気にならないほうがおかしいでしょう。少し捜したけれどね」

　大学のキャンパスは相当に広いのに、よく僕らを見つけたもんだ。執念が凄すごい。

「仕事熱心ですね、藤城先生。この前、ふざけたバニーガールの格好をしていた人と同一人物とは思えない」

「あら、陣じん所しよさん。バニーガール？　そんないやらしい単語、口に出してはダメよ」

　おお、完璧なる高たか嶺ねの花はなモードだ。

「……まあ、いいでしょう。ですが、藤ふじ城き先生も特待生だったとは意外ですね」

「ウチはあまり裕福じゃなかったの。このあたりだと、聖せい華か台だいの特待生が一番安く上がるのよね」

「そのとおりです。だから、私も聖華台の特待生を選びました」

　なんか、真面目まじめな話になってきてる……。

　真ま香か先生も（表面上は）真面目だし、カレン会長は言うまでもないもんなあ。

「なんだ、あのチビ。中等部……じゃないか、高等部？　美人二人に挟まれて何様？」

「ＪＫとお姉さん、どっちも可愛かわいすぎ。あのガキ、生まれてきたことを後悔させてぇな」

「つーか、高等部の噂うわさの美人先生じゃん。あの壁ドン写真より実物のほうが美人」

　周りがざわざわし始めてますよ？

　僕、なんだか大学でもヘイト集めちゃってるよ？

　真香先生との噂をごまかすためにばらまいた壁ドン写真、大学にまで出回ってるし。

「それで、なにか得るものはあったのかしら、二人とも？」

「僕はまだ進路はそこまで考えてないので……」

「もう二年生の夏よ？　天あま無なしさんじゃないんだから、そろそろ考えておきなさい」

「そうですね……縫ぬいじゃないんですから」

「二人とも、さらっと天無縫をディスってるな……本人がここにいたら泣くぞ」

「天無さんは泣いた二秒後にはなぜ泣いたか忘れてるでしょう」

「さらにディスを重ねますか、藤城先生」

　まあ、縫はイジられて喜んでる節ふしがあるから、僕らもつい……。

「天無さんの進路についてはわたしも頭が痛いのよ。とりあえず保留にするとして……陣じん所しよさんはどう？　大学の講義を聴いてきたんでしょう？　あなたには、高等部の授業は退屈なんじゃないかしら？　あなたは模試で全国の猛も者さと争ってるわけでもないしね」

「模試を受けるのもタダではないですから。ですが、そうですね。高等部の授業とはまるで違って、勉強の面白さを教われた気がします」

「感じるものがあったなら、なによりだわ。ウチの先生方も陣所さんの進路には興味津々だもの。彩さい木ぎくんの進路はどこでもいいから早く卒業してほしいみたいよ」

「僕をオチに使わないでください！」

「大丈夫、他の先生方がどう思おうが、わたしだけは卒業せずにずっと留年してほしいと願ってるわ」

「それは嫌すぎます！」

　妹どころか、くーと同級生になる未来とか断固拒否。

「進路……進路か」

「…………」

　僕と先生のアホなやり取りの横で、カレン会長が真面目まじめな顔をして考え込んでいる。

　会長は、講義を受けつつ取ったノートを見つめてる。

「ところで彩さい木ぎくん。わたしが禁止した年上美人ハーレムを性しよう懲こりもなく堪能してる件について」

「人を殺せそうな目はやめてください！」

　周りの注目を集めてるんだから、修羅場だと思われちゃうよ。

「あー、ごめん、ごめん、マコもカレンちゃんも──って、あれ？　高等部の先生じゃん。なんでこんなトコに？」

「こんにちは、京けい御みさん。彩木くんたちが大学で迷惑かけてないか見にきただけよ」

　にこっ、と品の良い笑みを浮かべる真ま香か先生。

　本当、人生経験の浅い小僧には女性の変わり身のスピード、マジ怖いです。

「おいおい、マコ。アタシとカレンちゃんの両手に花じゃ足りないってか？　こんな美人先生にかまってもらえて、幸せすぎんじゃない？」

「そういう京御さんも学校では人気者じゃないかしら？」

「へへ、まあそれほどのことはありますけどね。大学じゃ大人気、飲み会に誘ってお持ち帰りしたい女子ナンバーワンを自称してますよ！」

　自称なんだ……。

「それは楽しそうで大変けっこう。でも、彩木くんも陣じん所しよさんも大学は誘惑も多いところだから気をつけるようにね。もちろん、京御さんも自分を大事に」

「大丈夫ですよ、アタシは。お持ち帰りを狙った男どもは全員玉砕、先輩たちからは外部進学しちゃった伝説の藤ふじ城き先輩を彷ほう彿ふつとさせるって──ん？　あれ、藤城先生？　もしかして──ふ、藤城真香さん……？」

　詩し夜やちゃんがぺらぺらしゃべってから、ぽかんと口を開けてフリーズしてしまう。

「ええ、そういえば下の名前は言ってなかったかしら。それは失礼」

「真香先生、伝説になってるんですね……」

　そうか、真香先生は大学こそ別とはいえ、高等部の卒業生なわけで。

　伝説の一つや二つは軽く残してるだろうし、大学に内部進学した人たちが知っててもおかしくないか。

「あああああ、そういうことかーっ！　この人が伝説の藤城真香先輩なのかー！　うわあああ、全然気づかなかった！」

「ちょっと……落ち着いて、京御さん」

　真香先生が周りを気にしておられる。

　カフェにいる学生のみなさんが「藤城？」「高等部の噂うわさの美人教師って、あの藤城真香先輩と同一人物なのか」「ちびっこいガキが邪魔でよく見えねぇ」とか騒ぎ出した。

　誰がちびっこいガキなの。

「ア、アタシ、藤ふじ城き先輩を一度お見かけしたことがあるんです！　入学してすぐ、英文学科のコンパで！　去年のコンパ、参加されてましたよね!?」

「ええ……高等部時代の友達が英文学科の卒業生として参加してて。なぜかわたしも誘われたのよ」

「やっぱり！　あ、アタシは未成年だったから飲んでませんよ！　でも、そのとき藤城先輩を見て、めっちゃ美人でかっこよくて！　この髪も藤城先輩に憧れて染めたんです！」

「真ま香か先生の茶髪、地毛らしいよ。というか詩し夜やちゃん、前に見たことあるならなんで今の今まで気づかなかったの？」

「忘れっぽいマコには言われたくないなあ」

　ごもっともで。

「つーか、かっこよすぎて直視できなかったの！　髪を見るのが精一杯だったの！」

「乙女なの、あんたは？」

「乙女だよ！　実は密ひそかに〝マカ様〟ってお呼びしてたんだよ。そっちに馴な染じみすぎて、苗みよう字じをスルーしちゃってた。ごめんなさい、なんて無礼なマネを……アタシごとき虫が、マカ様に取り次ぎなしで直じき答とうするなんて……！」

「ウチのクラスの子がお世話になっているんでしょう。大儀でした」

「ははーっ！」

　なに、このやり取り。真香先生は公く家げのお姫様なの？

「マジかー、マジかー、マコが羨ましい！　アタシも高校生に戻って、藤城先輩の授業を受けたい……！」

「大学で真面目まじめに学びなさい。ここの英文学科もいい先生がいらっしゃると聞いてるわ」

「はい、真面目に学びます！」

　僕には小悪魔でしかない詩夜ちゃんが、真香先生の前では借りてきた猫みたいだ。

　おかしな展開になっちゃったなあ……。

「……なあ、彩さい木ぎ慎まこと。詩夜先輩に大学デビュー、大学デビューと言ってるが、前はそんなに地味だったのか？」

「カレン会長も言ってた気がしますけど……ええ、派手ではなかったですね」

　まだ盛り上がっている詩夜ちゃんと、さすがに苦笑してる真香先生を見つつ。

　僕はスマホの写真アプリを操作する。

「ほら、こんなのですよ」

「ふむ……」

　ＪＫ時代の詩夜ちゃんと一緒に撮った写真を何枚か見せる。

　昔の詩し夜やちゃんも凄すごく可愛かわいいんだけど、黒髪で三つ編みにしていて、制服の着こなしもおとなしい。

「なるほど、これなら大学デビューと言われても仕方ないな」

　会長にもとても納得していただけたようだ。

「こら、マコ！　あんた、人の黒歴史を堂々と見せないの！」

「あっ、バレた！」

「いや、もうちょっと見せてくれ」

　僕を間に挟んで、詩夜ちゃんとカレン会長がスマホを奪い合おうとする。

「ちょ、ちょっと、二人とも……」

　二人の豊かなおっぱいが、ぷよん、ふよよんと僕の顔や頭に当たってる！

　この二人、僕を男だってこと忘れてない？

　……はっ!?

　し、しまった、またあのお方の目の前で年上美人二人とイチャついて──イチャついてないけど、誤解を招く状況に！

「ふふふ」

　真ま香か先生は微笑を浮かべ、いつの間にか買っていたコーヒーを優雅にすすっている。

　お怒りじゃない……？　詩夜ちゃんには正体バレてないし、今は注目を集めてるからか。

　高等部の高たか嶺ねの花はな、伝説の藤ふじ城き先輩としてはヤバすぎる正体は見せられないよね。

「あっ！　会長!?」

　ぱっ、とカレン会長が僕のスマホを奪って、別の席へ移動してしまう。

　詩夜ちゃんも慌ててその後を追う。そこまで見せたくない黒歴史なの？

「えーと、真香先生……ご覧のとおり、二人が我を忘れただけで」

「今日は許してあげるわ」

　真香先生は、まだ微笑したまま信じられないことを口走った。

「陣じん所しよさん、大丈夫かしらね。わたしも彼女とは似たような立場だったから……今の陣所さんの気持ち、想像がつくのよね」

「…………？」

　なんだろう、真香先生がちょっと困ったような顔をしてる。

　大丈夫もなにも、今日のカレン会長はずいぶんイキイキしてたからなあ。

　僕ですら来てよかったと思うんだし、三年生の会長には有益だったと思うんだけど。

　真香先生は、いったいなにに気づいているんだろう……？
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　太陽の光が、じりじりとアスファルトを焼いている。

　ああ、暑い……美み春はるは「美春の取扱説明書には長時間外気に晒さらさないようにと書かれてる」なんて言ってるけど、僕もアウトドア派ではないんだよね。

　その美春は、「お家・・大好きー」とゴロゴロしつつ課金しようとして、かごめにねこぱんちで阻止されたりしていた。

　そんな愉快な妹を置いて、僕はお出かけの最中だ。

「えーと……こっちかな」

　スマホの地図アプリを見ながら、周りを確認する。うん、方向は合ってるな。

　行き先はカレン会長がシスター見習いをしているという修道院だ。

　聖せい華か台だいの高等部からそう遠くないところにある。

　そういや、真ま香か先生がもし僕と両想おもいになって学校を辞めたら、修道女になるのもいいなんて言ってたっけ。

「修道院……修道院かー」

　教会とは別物なのかなあ？　それすらもよく知らない。

「あっ、もしかしてここ？」

　塀に囲まれた洋館みたいな建物が、正面に見えてきた。

　修道院というよりお屋敷って感じだなあ……。

「おお、彩さい木ぎ慎まこと、ここだ、ここだ」

　カレン会長が、門のところに立って手を振っていた。

　この前、お見舞いに来てくれたときも見たシスター服姿だった。

　なぜか、会長はその場でぴょんぴょん跳ねている。なんだか可愛い。

「暑いところ、悪かったな。今日はできればウチで話をしたくてな」

「全然かまいませんよ。後輩なんですし」

　先輩にご足労いただくのも申し訳ない。僕もそれくらいの気遣いはする。

　ぶっちゃけ、僕のほうが会長よりはるかに暇だろうしね。

「今日はご機嫌ですね、会長」

「そ、そうか？　別に、友達が遊びにくるなんてめったにないから、はしゃいでるわけじゃないぞ」

「はぁ」

　質問したわけじゃないのに、全部白状されちゃった。

「でも、ここって修道院なんですよね？　僕なんかが入っていいんですか？」

「信者でなくても入るのは問題ない。ウチの院長はおおらかだからな。ただ、修道院ではなく、裏の施設のほうに来てくれ」

「あー、会長が住んでるところですね」

　カレン会長は頷うなずくと、僕を先導して歩き出した。

　頭にかぶったベール、長袖で足首まで隠すワンピースタイプの服。

　当然といえば当然かもだけど、肌はほとんど露出してない。

「会長、暑そうですね。シスターさんって夏服はないんですか？」

「…………っ、なんでそんなことが気になるんだ？」

　振り向いた会長は、耳まで真っ赤になっていた。そんなに変なこと訊きいた？

「夏服なんてあるわけないだろう。夏でも冬でも年中これだ」

「でも、会長が着るとすっごくいかがわしいですよね……」

「だから、それを言うな！　どこがいかがわしいんだ、こんなに慎み深い服なのに！」

　カレン会長は、がーっと文句をつけてくる。

　それだけのアクションで、大きく盛り上がった胸元がぷるんと揺れてた。

「服は慎み深くても、中身がいやらしいというか……」

「おまえ、ストレートに言いすぎだ！　い、言っておくが、天あま無なし縫ぬいのほうがサイズは上なんだぞ！」

　うん、なぜか僕の周りは巨乳が多いけど、会長が一番ってわけじゃない。

　でも、なんというか……なぜかいかがわしさでは会長がダントツというか。

「神聖なシスターさん、お堅い生徒会長がそんな身体からだだからですかね……？」

「知るか！　おまえ、なぜ私には遠慮なくツッコミ入れてくるんだ！　い、いいから、黙ってついてこい！」

　会長は少し歩くと、裏にある小さな門から敷地内に入った。

「一応、女子修道院だからな、さっきみたいな発言は遠慮してもらうぞ」

「女子修道院なんですか……施設もですか？」

「施設は男女問わずに子供を引き取ってる。今は、中学生以上の男子はいないがな」

　会長は説明しながら、修道院の裏手にある二階建ての建物に入った。

　年季が入った建物だけど、中は掃除が行き届いていて清潔な印象だ。

「ロビーもあるが、チビたちの遊び場なんだ。もうすぐ学校から帰ってきて騒がしくなるだろうから、私の部屋に来てくれ」

「えっ!?　か、会長の部屋に!?」

「変な想像をするな！　おまえは女子の部屋なんて行き慣れてるんじゃないか!?」

「誤解ですよ……」

　縫の家にも行ったことないし、真ま香か先生の家はリビングしか入ってない。

　くーの部屋は何度か遊びに行ってるけど、あの子は子供だしね。

「ここだ。狭くて悪いが、入ってくれ」

　二階の一番奥が会長の部屋だった。

　四畳半程度の部屋だけど、ここも掃除は隅々まで行き届いている。

　二段ベッドがあり、下の段にだけ布団が敷かれてる。

　部屋の真ん中に小さなテーブルと、隅にはクローゼット。

　あとは壁際に机が二つ並んでる。使われてるのは一つだけみたいだ。

　机の上には教科書やノートが整理されて並べられ──文庫本が一冊置かれてる。

　タイトルは『浮うき雲ぐも』か。どこかで聞いたことあるな。

「こらこら、あまりじっと見るな。恥ずかしいだろう。いいから座ってくれ」

「あ、すみません」

「基本は相あい部べ屋やなんだがな。同室だった奴やつが、三年ほど前に養女にもらわれていってから、一人で使ってる。ここでは私が最年長で、寮長みたいなものだしな」

「ここでは寮長で、学校では生徒会長ですか……大変ですね」

「身寄りがない私が、何不自由ない生活が送れてるんだ。文句などあるはずがない」

「…………」

　なぜカレン会長に家族がいないのか、もちろん気になるけど……本人が話さない限り、こちらから訊きくわけにもいかない。

「……一つだけ質問していいですか？」

「なんだ？」

「この夥おびただしい数の猫ぬいぐるみはいったい……？」

　二段ベッドの上の段には布団はないけど、大小様々な猫のぬいぐるみがびっしりと並べられている。

「そこで寝てた馬鹿が、大の猫好きだったんだ。ウチにはアレルギーの子がいて、猫は飼えないからな。その代わりに、取とり憑つかれたように延々と猫のぬいぐるみをつくってたんだ。養女にもらわれていくとき、『私だと思って大切にしろ！』と置いていった。持っていくのが邪魔くさかったんじゃないかと疑ってるが」

「……これからお世話になる家に、この大量のぬいぐるみを持って行くには相当な図ずう々ずうしさが必要でしょうね」

「図々しさは相当だな。少なくとも、私にぬいぐるみを押しつける程度には」

　会長は、その人を思い出しているのか苦笑いしてる。

　大の猫好きで、その遠慮のない性格……うーん、なにか引っかかるような？

「おっと、飲み物も出してなかったか。少し待っててくれ」

　そう言うと、会長は一度部屋を出て、飲み物を用意して戻ってきた。

　当然のように、飲み物は白さ湯ゆだった。せめて冷たいお水がよかったなー。

「さて、彩さい木ぎ慎まこと……今日来てもらったのは他でもない」

「はあ」

「実は相談に乗ってほしいんだ」

「正気ですか？」

「なんだ、その反応!?　私だって、人に相談したいことの一つや二つはある！」

「あ、いえ、そりゃあるでしょうけど、よりによって僕にですか？　後輩で異性で、おまけに人生経験も豊富じゃないですよ？」

「人生経験は豊富だろう。ホテルでバニー姿の担任教師とシャンパンを飲んだ経験のある人間は、この地上にそうはいないぞ」

「いないでしょうね……」

　たくさんいたら、世の中はこんなに平穏じゃない。

「本職のシスターさんに相談すればいいのでは？　すぐそこに何人もいるんでしょ？」

「シスターの仕事は人生相談に答えることじゃない。それにみなさん、清らかな方ばかりなんだ。あの方たちが瞳どう孔こう開いて倒れる姿は見たくない」

「どんな相談なんですか!?」

「そ、それはだな……うう、なんというか……」

　カレン会長は立ち上がると、ベッドの上の段から猫のぬいぐるみを一つ持ち上げた。

　アイパッチをした目つきの悪い猫で、なぜかライフルを持ってる。

　カレン会長は再び座ると、そのぬいぐるみで口元を隠すようにして──

「じ、実は──進路に迷ってるんだ」

「……それで？」

「いや、それだけなんだが」

「それだけ!?」

　てっきり、恥ずかしい悩みでも抱えてるのかと思ったら！

「シスターさんも相談に乗ってくれますよ！　普通の迷える子羊じゃないですか！」

「あ、ああ、そうか。人に相談などしたことなかったから、わからなかった。もう少し説明が必要なんだな」

「…………？」

「見てのとおり、私はシスター見習いをしている。修道院の仕事を少し手伝っている程度だが、卒業したら正式にシスターを目指そうと思ってるんだ」

「はぁ、それは想像がつきますが。ここで育った子はシスターになるものなんですか？」

「いや、まったく関係ない進路を選ぶ者がほとんどだ。ヨソは知らないが、ウチの院長はあくまで行き場のない子供を育ててるだけで、神ではなくロックを信じていてもいいと言ってるくらいだ」

「本当に砕けてますね、ここの院長さん」

　砕け散りすぎなんじゃないの？

「だが、私は幼い頃に孤児になり、ここのシスターたちに育てられてきた。小遣いもいただいてるし、『ＪＫならスマホくらい持て』と料金まで払ってもらってる」

「若干思い込みの強さは感じますが、今時はスマホは必須ですね」

「施設では、小学生も携帯電話を持たされる。防犯にもなるしな。院長は過保護なんだ。『もし、ウチの子たちになにかあったら十字軍を発動させる』と言ってる」

「どんな権限持ってるんです!?」

　二十一世紀になって、第十回十字軍発動なの!?

「つまり、育ててもらい、可愛がってもらった恩があるんだ。恩の返し方はそれぞれだし、シスターたちが恩返しなど望んでないこともわかってる」

　賢くて察しがいいのも困りものだなあ……。

「それでも、私はシスターたちに恩を返したい。あの人たちと働く以外に方法を思いつかない。だから、高校を卒業したら修道院に入ると決めていた。三年前にそう決めたんだ」

「でも、今になって迷いが出てきた……ってことですか？」

「そうだ、シスターのみなさんは神に仕えることに疑問を持っていない方たちだ。今さら迷ってるなど、とても言えない」

　迷うのは普通だと思うけど……これって俗世に生きてる人間の考え方なのかな。

「もちろん、迷いだしたのは……大学を見学に行ったからですよね？」

「ああ、勉強をあんなに楽しく思えたことは久しくなかった。校内の雰囲気にも憧れる」

　カレン会長はぱぁっと顔を輝かせて言ってから──少しだけ表情を曇らせた。

「進路に迷うには遅いというのもわかってる。ただ、この数すうヶか月げつで悩んではいたんだ。特に最近だな。テストもあったし、否いや応おうなしに進路を考えさせられるだろう」

「ウチは内部進学が多いから、学校のテストが進路に繋つながってきますしね」

「まあ、おかげで考え事しすぎて──おまえにも変なところを見せてしまったが」

「あ、ああ。なるほど……」

　トイレの後のスカートの乱れは、そのせいでしたか。

「だが、悩むようになった決定打は──藤ふじ城き先生と詩し夜や先輩かもしれない」

「す、すみません！　あの二人がなにか？」

「なんでおまえが謝るんだ。そもそも、謝ることでもないぞ」

　本当だ、なんで僕が謝っちゃったんだ？　僕は二人の保護者なの？

「この数日の間に、あの二人をずっと見ていた。テストなどそっちのけになっていた」

「それで学年トップですか？　カレン会長、凄すごすぎ──って、なにしてるんです!?」

　カレン会長は立ち上がり──突然、シスター服をばさっと勢いよく脱ぎ去った。

「み、見るな！」

「見せてるんですよ、会長が！」

　シスター服の下に隠されていたのは──やっぱりシスター服だった。

　ただし、なぜか肩から二の腕へのラインが剥むき出だし。

　胸元も大きく開いていて、おっぱいが半分近くも見えてる。

　ワンピースのスカート部分は、もはや下着を隠す気がないとしか思えない短さ。

　なにかの専門店で見かけそうな服装だ。僕、未成年だから詳しくないけど。

「あのー、カレン会長は知ってるから言いますけど、真ま香か先生に続いて、校内で憧れの的の人に壊れられても困るんですよね」

「おまえ、本当に言いたい放題だな……」

　カレン会長は顔を真っ赤にして胸元を手で隠し、短すぎるスカートを必死に引っ張って太ももを隠そうとしてる。

「なんなんですか、そのシスター服。ここの女子修道院ってもしかして裏の仕事とかしてるんですか？」

「やってない！　この服は──前に同室だった馬鹿がつくったんだ。お古のシスター服を勝手にいかがわしい服に仕立て直したんだ。シスターたちに見つかって、死ぬほど怒られてた」

「そりゃ、温厚なシスターさんでも怒るでしょうね」

　とんだ命知らずだね、元同室の人。

「没収されたはずだが、隠し持ってたらしい。施設を出るときに、私のクローゼットにこっそり置いていったんだ。まさか着る日が来るとは思わなかった……」

「その人も、会長が着るとは思ってなかったのでは。というか、なんでそれを着てるのかまだ謎のままなんですけど」

「だ、だから……私も、藤ふじ城き先生や詩し夜や先輩のように──とまではいかなくても、もっと自由になるべきなのかと思って……！」

　う、うーん……その改造シスター服を着ちゃうのは、自由になりすぎだけど。

　たぶん施設での生活は、決して自由なものじゃないんだろう。

　院長さんが砕けていても、こんな格好でウロウロしてたらドツかれるんじゃないかな。

「大学を見に行って、その気持ちはますます抑えられなくなってしまった。私が考えたこともない──いや、考えないようにしていた未来が垣かい間ま見みえてしまった。私にも、もしかしたら別の可能性があるのではないかと……」

「あの、会長。お悩みなのはわかりましたが、座りません？」

「ん？」

「それ、スカートが短すぎて、立ってるだけで……その、見えてます」

「きゃっ……！」

　らしくない可愛い悲鳴を上げて、会長が勢いよく座り込む。

「……お、おまえには恥ずかしいところを見られてばかりだ……！」

「僕と関わると、そうなるみたいですよ」

「そ、それでも……彩さい木ぎ慎まことに相談したいんだ。私は、どうすればいいんだ!?」

「ふわっとした質問ですね……シスターになるのが嫌ではないんですよね？」

「もちろんだ。ただ……別の道もあるんじゃないか。私は自分で自分を縛りつけてないかと思ってしまって……」

　会長が、うーんうーんと頭を抱えて身をよじってる。

　そのエロ衣装であまり身動きしないでほしい。胸もすっごい揺れてるし。

「えっと、大学に進むとして……その、失礼ですけど、会長は学費とかは……？」

「聖せい華か台だい大学も同じく特待生制度があって、返済義務がない費用が支給される。一応、先生に訊きいてみたら、私の成績なら特待生枠を取れるそうだ。だから……悩んでしまう」

「費用の心配はないんですね」

　選択肢は広がるけど、悩みもますます深くなってしまうわけだ。

「正直、会長の人生がかかってるお話ですし、僕には荷が重いですよ」

「一度、藤ふじ城き先生に相談しようかとも思ったんだ。ある意味、私には話しやすい先生だしな。そうしたら、旧校舎であられもない姿を見せられたわけだ」

「そりゃ、相談する気はなくなりますよね……」

　なぜ会長が旧校舎に現れたのか、一つ疑問が消えたね。

「そうだとしても、なぜよりによって相談相手が僕なんです？」

「ん？　そんなの決まってるだろう」

　会長は、きょとんとして首を傾かしげる。

「彩木慎、忘れてないか？　私はおまえが好きなんだ。好きな男に自分の進路のことを訊くのがそんなに変か？」

「…………」

　ごめんなさい、すっかり忘れてました。

　そうだった、会長は僕を好きな女の子たちの組織ＳＩＤシドのメンバーにしてリーダー。

　好きな人に進路のことを相談する──高校生としてまっとうな姿だ。

「おまえの言葉は、たとえどんなに的外れでも私には大切だ。私にとって、この世でもっとも尊い意見だ。理屈が通ってなくても……それが好きになるということだろう？」

　カレン会長は、着ている衣装には似合わない真面目まじめな顔で言い切った。

　うん、ちっとも理屈が通ってない。論理的じゃない。

　進路は、自分の能力と目標に合わせて選ぶべきだと思う。

　でも、好きな人に意見を訊きいてみたいという気持ちはわかる。わかる気がする。

「ぼ、僕はその──僕は……」

　わかるけれど、迷えるカレン会長の真面目まじめな相談にどう応えればいいんだろう？

　ああ、真ま香か先生はこれに気づいてたのか。別の可能性を見た会長が悩んでしまうって。

　カレン会長──真面目で、ちょっと怖いけど、それでも面倒見のいい先輩。

　いつも堂々としていて多くの生徒に尊敬されてる。

　まあ、今はだいぶ迷走してるみたいだけど……本当は僕なんかが近づくこともできないような雲の上の人だ。

　そんな人に、それでも僕が言えることがあるとしたら──







　施設の子供たちが小学校から帰ってきたので、僕はお暇いとますることにした。

　子供たちは僕に気づくと、「カレン姉ちゃんの彼氏だ！」「ちゅーはしたの!?」「逃がすな、怖い姉ちゃんに彼氏ができるなんてもうないぞ！」と騒ぎだしてしまったのだ。

　あと、最後の台詞せりふを言った子供はあとで吊つるし上あげだそうだ。

　吊るし上げ、あの施設の名物なの？

「おーっ、彩さい木ぎ殿！　彩木殿じゃないか！」

「あれ、瀬せ紀き屋やさん？」

　修道院の門を出てすぐに、見慣れた顔が正面から歩いてきた。

　瀬紀屋来らい羽はさん──真ま香か先生パパが経営する猫カフェ〝ねこらにゃ〟のアルバイト店員だ。

　清せ緒お川がわ女子という女子高の二年生で、僕と同い年。

　茶髪のボブカットで、赤いセーラー服という格好だ。

　おまけに、太ももにホルスターをつけてる。猫バカであると同時に、ミリタリー好きでもあるらしい。

「瀬紀屋さん、こんなところでなにしてるんですか？」

「今日はバイトも休みだし、まあ里帰りだな」

「里帰り……？」

　瀬紀屋さんは、コンビニの袋を持っている。中には大量にアイスが入ってるみたいだ。

　もう一つ、トートバッグも肩に掛けていて、なにかがぴょこんと飛び出してる。

「ん？　それって……」

「ああ、実家へのお土産みやげだ。なんと私の手作り！　どうだ、可愛いだろ！」

「…………」

　瀬せ紀き屋やさんが嬉うれしそうにトートバッグから取り出したのは、アイパッチを着けてなぜかライフルを持った猫のぬいぐるみ──

「カレン会長の同室の人って、瀬紀屋さんなんですか!?」

「おお、カレーニナを知ってるのか！　そういや、彩さい木ぎ殿も聖せい華か台だいだっけか」

「カレーニナって……」

　カレン、から変化したニックネームかな。本名より呼びにくくない？

　そういえば、カレン会長から聞いた同室さんの話に引っかかりがあったけど、この人だったとは……。

「カレーニナとは親友なんだ！　あっちが一個上だけど、施設に入ったのがほぼ同時なんで、あんま年上感はないな！」

「ウチの学校じゃ憧れの先輩ですよ。生徒会長ですしね」

「あんないやらしい身体からだをしてるのに？」

「あんないやらしい身体をしてるのにです」

　生徒会長と肉体の豊満さに因果関係はあるだろうか？

「……おまえら、なんの話をしてるんだ？」

「うわっ！　会長！」

「わおっ、カレーニナ!?」

　ドスが利いた声に振り向くと、普通のシスター服姿のカレン会長が立っていた。

　心なしか、こめかみが引きつっているような。

「表が騒がしいから出てきてみれば……い、いやらしいだのなんだの……あと、来らい羽は！　人前でカレーニナと呼ぶなと何度言ったら！」

「おお、悪い、悪い、カレーニナ」

「おまえな……」

　……わざとじゃなくて、天然っぽいな、瀬紀屋さん。

「それで、なぜ彩木慎まことが来羽と？　知り合いなのか？」

「ええ、前に僕とくーが猫カフェのピンチに協力した話、聞いてるんでしょう？　そこで知り合ったんです」

「ああ、なるほどな……」

　賢い会長は、それだけで事情を察してくれたようだ。

「世間は狭いものだな。で、来羽？　さっきの私への侮辱について弁明を聞こうか」

「いやらしい身体は褒め言葉だろ！　まったく、また育ったんじゃないか！」

「なっ、なにを……!?」

　瀬紀屋さんは荷物を地面に置くと、いきなり両手でカレン会長のふくよかな胸を揉もみまくった。

「あっ、や、やめっ……ら、来らい羽は……！」

「彩さい木ぎ殿も揉もんどけ、揉んどけ、縁起物だ！」

「あっ!?」

　瀬せ紀き屋やさんに手を掴つかまれ、その手が会長の大きく盛り上がった胸に触れてしまう。

　やっ、柔らかっ……！　それにこのボリューム……！

「あん……ダ、ダメ……んんっ……！　さ、彩木慎まこと……あっ」

　僕の手の下でぷるんとした胸が潰れ、溢あふれんばかりの弾力で押し返してきそうだ。

「本当にダメ……な、なにをしてるんだ、彩木慎！」

「す、すみませんっ！」

　我に返り、僕は瀬紀屋さんの手を振り払いつつ、全力で謝る。

「いや、彩木慎は悪くないな……来羽、おまえな……！」

「主しゅよ、おっぱいをぷるぷるにつくってくれてありがとう！　久しぶりにカレーニナのおっぱいを堪能できて満足だ。里帰りした甲か斐いがあったな」

　瀬紀屋さんも、会長のお胸から手を離す。

　あー、びっくりした……真ま香か先生に見られてたらマジで血を見る事態になってたよ。

「来羽、あとで覚えておくんだな……」

「覚えてる自信ないなー。なんの話だっけ？　ああ、生徒会長様のエロボディについてか。んにゃ、生徒会長なのは前から知ってるけどな。私、割と頻繁に施設に帰ってるんだよ。チビたちも気になるし、シスターたちも遠慮せず顔を出せって言うしな。私が遠慮なんかするわけないのに」
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「ですよねー」

　瀬せ紀き屋やさん、ねこらにゃでの仕事は真面目まじめだけど、普段は傍ぼう若じやく無ぶ人じんを絵に描いたような人だもんね。

　思えば、性格や口調がちょっとカレン会長に似てるかも。

「しかし、カレーニナも大胆になったなー。昼間から男を自宅に連れ込むとか、それも可愛い年下男子！　エロティーック！」

「ち、違う！　ただ相談があるから呼び出しただけだ！」

「相談？　ま、まさか……赤ちゃんデキちゃったのか!?」

「あ、赤ちゃ……馬鹿を言うな！　結婚するまで清い身体からだでいるに決まってるだろう！」

　カレン会長、えらく古風な……。

「カレーニナ、あまりもったいつけたら彩さい木ぎ殿も他の女に走っちゃうぞ。けどまさかカレーニナが彩木殿をロックオンしてたとはなー。しかもこの少年、無む垢くちゃんみたいな幼女まで攻略済みとか、おまえさん石油王かなにかなのか？」

「石油王になびく幼女は嫌ですね……そうじゃなくて、本当に相談を聞いてただけです」

　プライベートなことだから、僕の口から具体的な話はできないけどね。

「ふむふむ、カレーニナが悩むなんて珍しいな。猫カフェ巡りかサバゲーでもすればいいのに。人生の悩みはそれでだいたい吹っ飛ぶぞ？」

「吹っ飛ばしちゃいけない悩みもあるだろう。私のは進路の悩みだ。来らい羽はは家業を継ぐんだったな」

「養女とはいえ、我こそが正統な後継者！　店を大きくして、サイドビジネスで私専用の猫カフェをオープンするんだ！」

「……まあ、頑張るといい」

　会長は突っ込むのも面倒くさそうだ。

　瀬紀屋さんのお家・・、なんのお店をやってるんだろうね。

「で、その進路のお悩み。彩木殿はナイスなアドバイスをしてやったのか？」

「僕も別になにも言えませんでしたが。会長の好きなようにやってみればいいのでは……くらいしか」

　そんなの、助言にもなにもなってない。

　わかっちゃいても、僕が具体的なアドバイスなんてできるわけない。

「す、好きなように……!?」

「な、なんですか、瀬紀屋さん？」

「おまえさん……なんて恐ろしいことを」

「こら、来らい羽は。言いたいことがあるならはっきり言え。いつも無駄に口数が多いくせに」

「そ、そうか──彩さい木ぎ殿はキリリと凛り々りしいカレン先輩、カレン会長しか見てないんだな。おおおおおおお…………」

　瀬せ紀き屋やさんは、そばの電柱に抱きついてうめき始めた。

「あの、カレン会長……？　瀬紀屋さん、愉快なことになってますけど？」

「案ずるな。来羽は何事にも大げさなんだ。彩木慎まことはなにも気にしなくていい」

　……本当かなあ？　瀬紀屋さんはたぶん誰よりもカレン会長を知ってる。

　その瀬紀屋さんのこの反応……この人がオーバーリアクションなことを差し引いても、気になるなんてレベルじゃない。

　なんの話か知らないけど、僕はとんでもないことをやらかしちゃった？







　遂ついに、一学期の終業式──

　二年生になってから立て続けにいろんなことが、いろんなことが、本当にいろんなことが起きたけど、なんとか夏休みを迎えられたかー。

　万感の思い──って、卒業式とかで感じるものだっけ？　まあ、いいや。

「ん？」

　校門にさしかかったところで、スマホが振動してメッセージの着信を知らせてる。

「あれ、詩し夜やちゃんから……ん？　なんだこれ？」

「おーっす、彩さいくん！　スマホよりエロ可愛いまなっしーを見ようぜっ！」

「お、おはよう。縫ぬい、今日はひときわテンション高いね」

　後ろから走ってきた縫が、バンと肩を叩たたいてきた。

　詩夜ちゃんのメッセージは既読スルーでも別にいいか。

「だって、明日から夏休みなんだもん！　高二の夏は二度は来ないんだよ！」

「縫は、二度目が来る可能性があったけどね」

「ツッコミがハード！」

　涙目になってるけど、留年の可能性だってまだ消えたわけじゃないからね。

「あれ？　先生たちが立ってるなあ」

　校門のそばに、教師たちが十人くらいいて生徒に声をかけてる。

「およ、ホントだ。彩くん、なにやらかしたの？」

「縫には言われたくないなー。服装チェックじゃない？」

　ウチは割とフリーダムな校風だけど、ごくたまーに服装や髪型のチェックがある。

　度を超した外見の乱れがあると、指導室への呼び出しコースが待ってる。

　僕は今さら先生に服装のことで叱られるくらい、なんでもないなあ。

「彩さい木ぎくん、天あま無なしさん、いらっしゃい」

　若手の教師は全員駆り出されてるみたいで、当然のように真ま香か先生が呼んでくる。

　真香先生は今や、僕の更生を担当してると公言してるしね。

「彩木くん、ネクタイはちゃんと締めなさい。髪ももう少し整えておくように」

「は、はい」

　ぎゅっとネクタイを締め直される。

　周りの男子生徒たちから羨望の声が上がる。不気味な呪じゆ詛そも聞こえるような。

「天無さんは……コートで全身隠したらどうかしら？」

「あたしをオチ要員にしてない!?」

　またもや涙目になる縫ぬい。

　まあ、縫は夏服になっておっぱいがますます凄すごいことになってるからね。

「なにしてるのーっ!?」

　恋れん紅く先生の、ひっくり返ったような声が響き渡った。

　いつもおっとりのんびりの恋紅先生が、大声を出すなんて。

「どうしたのかな……って、ええぇっ!?」

「うわーお、すっごいことになってるね」

「なっ、なななななな……」

　僕と縫は同時に驚き、真香先生は完全に言葉を失ってる。

　高たか嶺ねの花はならしからぬ、ギャグ漫画なら白目になってるような顔だ。

　でも、そんな顔になるのも無理はないというか……。

「カレン会長、なにしてるんだろう……」

　恋紅先生の前にいるのは、間違いなく陣じん所しよカレン生徒会長だ。

　ただし、いつもと一つだけ違っていることが──

「き、金髪……陣所さん、なにを考えてるの？」

　そう、カレン会長は自慢の艶つややかな黒髪を明るい金色に染めていた。

　華のある美人だから、派手な髪色にも負けてない。意外と似合ってすらいる。

　ただ──そういう問題じゃないよね？

　ああ、違ってるのは一つどころじゃないな。

　ギャルみたいにブラウスの前も大きく開けて、胸元が見えちゃってる。

　スカート丈もパンツが見えるか見えないか、ギリギリの短さ。

　金髪に加えて、服装の大きな乱れ──これは指導室送り待ったなしだ。

「あれ…………？」

　ちょっと待って。

　あの金色の髪に、大きく開いたブラウスから覗のぞいてる胸のホクロ──

　そうか、あのホクロ──どこかで見たと思ったら！

　僕はまた、忘れていたのか──







　もはや、終業式どころじゃなかった。

　みんな明日から夏休みだってことも忘れたように、校内はカレン会長の話題で持ちきりだった。

「それではみなさん、聖せい華か台だいの生徒という自覚を常に持ち、学生の本分を忘れず、悔いのない夏休みを過ごしてください」

　一方、さすがに真ま香か先生は落ち着き払っていた。

　終業式のあと、先生から連絡事項や注意が一通りあってから、一学期最後のＨＲホームルームも終了。

「あ、彩さいくん。朝のことなんだけどさ──」

「ごめん、縫ぬい。僕、ちょっと行ってくる！」

　話しかけてきた縫に手を振って、僕は素早く教室を飛び出す。

　教壇のところで何人かの生徒と話していた真香先生が、ちらっとこっちを見てきたけど──今は先生もスルー。

　えーと、カレン会長のクラスは確か三年Ａ組だったかな。

「……いや、待てよ」

　三年生の教室に向かいかけて足を止める。

　たぶん、カレン会長のクラスもＨＲはもう終わっただろう。

　そうなると、当然カレン会長は指導室あたりに呼び出されてるわけで──

「となると──もしかして」

　僕は、ぱっと身を翻ひるがえして階段を昇り始めた。







　軋きしむ音を立ててドアを開くと、夏のなまぬるい風が吹き込んできた。

　鍵がかかってなかったんだから当然だけど、屋上には先客の姿があった。

「……彩さい木ぎ慎まこと。よくここがわかったな」

「僕は疑うたぐり深ぶかいので。〝反抗的な生徒〟なら──今の会長の心理なら、教室でも指導室でもないところにいるかなって。ただ、生徒会室だとすぐに見つかっちゃいますよね」

「無駄にカンがいいな。いや、彩木慎に見つかるような気はしてた」

「僕は先生に逆らうし服装はだらしないですが、普段は立ち入り禁止のところに入ったりしません。なのに、会長のせいで校則破っちゃいましたよ」

　カレン会長のいつもと違う色の髪と、いつもより短いスカートが風に揺れてる。

「私なんて今や、歩く校則違反だ……」

　ふらふらっとカレン会長が僕の近くまで歩いてきて──

「ど、どうしよう、彩さい木ぎ慎まこと!?　私、とんでもないことをしたのでは!?」

「あなたもポンコツなんですか!?　これだけの騒ぎを起こしておいて泣きつかれても！」

　あーあ、近くで見るともの凄すごい鮮やかな金色だなあ。

「よくこんなに綺き麗れいな金髪にしましたね。ブリーチは初めてじゃないとはいえ」

「…………っ!?」

　カレン会長が、ばっと顔を上げてまじまじと僕の目を見つめてくる。

「……おい。まさか、今さら──思い出したとは言わないだろうな？」

「すみません、そのまさかです……」




『聖せい華か台だいのガキが、私なんかに関わるな──』




　ふっと──金色の髪のカレン会長に遠い面影が重なる。

　ああ、そうだ──こうして間近で見たらもう間違いない。

「……おまえに見せることはないと思ってた。完全に忘れられてるようだったからな」
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　カレン会長はそう言うと、スカートのポケットからスマホを取り出した。

　なにやら操作して、僕に見せてくれた画面には写真が表示されていた。

「……やっぱり、〝お姉さん〟だ」

「ああ、久しぶりだな、〝聖せい華か台だいのガキ〟」

　カレン会長は、少し困ったように笑った。

　スマホに表示されているのは、肩にかかるくらいのまぶしい金髪、大きく胸元が開いたブラウス──そこから覗のぞいている胸のホクロ。

「……正確には忘れてたというより、勘違いしてたんですよ」

「勘違い？　なんだそれは？」

「あのときの──〝金髪ギャルのお姉さん〟と〝カレン会長〟が同一人物なんて気づいてなかったんです」

「おまえ、鋭いのか鈍いのかわからないな……」

　カレン会長は呆あきれたような顔をしてる。

「いやいや、こればっかりは僕が鈍いとは言えませんよ！　完全に別人レベルですよ！」

　最後まで名乗らなかった、金髪ギャルのお姉さん。

　僕が中学生の頃、ほんの短い間だけ一緒に時間を過ごした人。

　そして、突然姿を消して二度と会うことのなかった人──







　僕が中等部二年の頃──

　縫ぬいが芸能界デビューを保ほ科しな先生に潰されかけた事件の直後、だったかな。

　事件のせいもあって、あの頃の僕は教師嫌いがかなり高まっていた。

　そもそも、中学生になるとハンパに知恵がつき、先生に悪態をつくようになって──

　先生のほうもそんな生意気な生徒を厳しく叱り、また僕が反発して──という悪循環だった。

　学校に行くのも嫌になり、妹の手前もあって制服を着て登校するフリはしていたけど、実は毎日サボっていた。

　そんな頃だった、〝金髪ギャルのお姉さん〟と知り合ったのは──

「ああ、思い出しました。僕がヤンキーの人たちに絡まれてたところを、お姉さんが助けてくれたんでしたよね」

「タチの悪い高校生が小学生をよってたかっていじめてると思ったんだ。さすがに放っておけなかった」

「いえ、中学生だったんですけど……」

　当時も僕は小柄で、中学生には見えなかったらしい。無念だ。

　あのとき、カレン会長もまだ中学生だったんだよね。大人びてたけど。

「妙に迫力があって、ヤンキーの人たちも逃げ出しちゃったんですよね。あの頃から怖かったのか……」

「待て待て、あいつらがヘタレだっただけだ。私は普通だぞ！」

　そうかなあ……ヤンキーたち、蜘く蛛もの子を散らすように逃げてた記憶が。

「それで確か、お礼にハンバーガーをごちそうしたんでしたよね。お姉さん、ぐーってお腹なか鳴らしてたから」

「そんな細かいことまで覚えてるくせに、私の顔を忘れてたのか!?」

「いえ、忘れてたわけじゃないんですって」

　今回ばかりは、僕の記憶力のせいとは言えないはず。

　だって、黒髪ロングの清せい楚そなカレン会長と、いかにもなギャルの金髪さんだよ？

　この二人を結びつけるのは難しいって。

「し、仕方ないだろう。私も学校をサボってたから給食は食べられなかったし、施設でもらってた小遣いは昼食代に使うには少なかったからな」

「そういう事情、お姉さんは全然話してくれませんでしたよね。名前すら教えてくれませんでしたし」

「たぶん、おまえが気に入らなかったんだろう」

「でしょうね、僕を本気でウザがってるのはわかってました」

　何度かきっぱり言われたからね。

　聖せい華か台だいのガキが、私なんかに関わるな──って。

「あの頃の私は問題児だった。今の彩さい木ぎ慎まことなんて目じゃない。見た目が派手でサボりがちだったくらいで、酒やたばこもやってないし、誰とも群れてなかったんだが」

「そのあたり、真面目まじめですよね……あんな派手な金髪だったのに。あんなに胸をあけっぴろげにしてたのに」

「む、胸のことは言うな！　あれは黒歴史だ！　というかおまえ、藤ふじ城き先生のせいで変な耐性ができてないか!?　前は胸の話なんてする奴やつじゃなかったぞ！」

「それはあるかも……」

　なにしろ、真ま香か先生のエロい教育をさんざん受けてきたからね……。

　多少のエロ話くらい、平気でできるようになっちゃった。汚れたね、僕。

「べ、別に言い訳するわけじゃないが、あの頃はムシャクシャしてたんだ。ウチの両親はな、借金をつくって蒸発したんだ。二人揃そろって、私だけ置き去りにしてな」

「…………」

　そんなところだろうとは思ってたけど、実際に言われると──重い。

「他に身寄りはなかったから、施設に引き取られることになった。シスターたちは優しかったが、私はなかなか馴な染じめなかった。来らい羽はだけは、ああいう物もの怖おじしない性格だから仲良くなれたが、あいつは養女にもらわれて……また私は一人になってしまった」

「……瀬せ紀き屋やさんがなにを心配してたのか、わかりましたよ」

　僕は、あらためて会長の金色の髪に目を向ける。

「思い詰めると極端へ走っちゃうんですね。さすが、瀬紀屋さんはカレン会長のことをよくわかってる。今頃、心配してるんじゃないですか？」

「……あいつ、自分があんな歩く騒音みたいな奴やつなのに、一丁前に私を気遣うんだ。頻繁に施設に帰ってくるのも、私が心配だかららしい……そんなに危なっかしいか？」

「今の会長を見てると否定できませんね」

「うっ……」

　カレン会長は、金色の髪をさっと隠すようなマネをする。

「あ、あの頃の私は自由だったような気がして……また金髪にしてみたんだ」

「好きなようにって言いましたけど、好きにしすぎでしょ……」

　会長、僕の言葉を尊とうとぶにもほどがある。

　でも、この事態は要するに僕のせいでもあるし、このまま放ってもおけない。

「あの頃の会長──お姉さんは怖かったですよ」

「怖がってた割に、毎日私に会いにきてたじゃないか」

「助けてもらいましたし、お腹なかを空すかせてそうだったので。ヤンキーたちにカツアゲされてたら、〝お姉さんのお昼代〟以上のお金を取られてましたしね」

「……昔の彩さい木ぎ慎まことにまで心配されてたのか。私、しっかりしてるつもりなんだが……」

　数年越しの事実にショックを受けてるみたいだ。

「いや、待て。なにも昔のことを思い出す必要なんてないだろう。だいたい、あの頃の私は本当に黒歴史で……彩木慎が気づかないままのほうがよかったような……」

「でも、胸のホクロのことはきっちり覚えてました」

「おまえ、まさか胸ばかり見てたせいで、私の顔を忘れてたんじゃないだろうな？」

「ま、まさか……」

　さっと目を逸そらしてしまう僕。

　会長とは、ハンバーガーショップで一緒に食事をして、そのまま居座ることが多かった。

　僕もあの頃、既に中学二年生。

　すぐそばに、胸元もあらわな年上のお姉さんがいたら、そこを見ちゃうよね……。

「ま、まったく……とにかく三年前の私は、馬鹿みたいに髪を染めて、馬鹿みたいに着崩した格好をして、学校にも行かずに毎日ふらふらしてた。学校では──馬鹿だったしな」

「今は名門で学年トップなのに……」

「馬鹿だからなにをやってもダメだと思ってたんだ。どうせ、馬鹿で身寄りもない自分には将来なんてないと思い込んでた」

　カレン会長は自嘲するような笑みを浮かべた。

　確かに金髪のお姉さんは──〝ヤケになってる〟っていうのがピンとくる感じだった。

「そんな頃の私に出くわすなんて、彩さい木ぎ慎まことも運がなかったな」

「ある意味、僕も似たようなものでしたよ。あの頃は特に教師嫌いも酷ひどかったですから」

「そうか、それでおまえはあのとき──」




『私たち教師を困らせて、そんなに楽しいんですか!?　もう迷惑なんです、あなたの存在そのものが！』




　カレン会長も僕と同じフレーズを思い出しているに違いない。

　金髪お姉さんに会って三日目くらい、ハンバーガーショップを出た直後に血相を変えた中年の女の人が近づいてきて──

　お姉さんの手首をがしっと掴つかんで、ヒステリックに叫んだ。

　その人はお姉さんの中学の教師で、サボリの生徒たちを探していたらしい。

　どうやら、お姉さんは相当に教師たちを悩ませてたみたいだけど──

　勉強もしない、素行も最悪、いったいなんのためにあなたは学校にいるの──とその教師は散々わめいてから、最後に叫んだ。

　存在が迷惑だ──と。

　僕には、その言葉だけは許せなかった。

　教師だって人間だ。言うことを聞かない生徒に思わずキツい言葉を投げつけることもあるだろう。

　それでも──

「お姉さんの存在を否定できるほど、教育者っていうのは立派なんですか──彩木慎、おまえはそう言ったな」

「……言いましたね」

「それで、おまえはその教師に殴られた」

「ええ、ばちーんと。めっちゃ痛かったのは覚えてますよ」

　ただでさえその教師は逆上してたのに、僕が火に油を注いでしまったもんだから。

　教師も僕が他校の生徒だってわかってただろうけど、いきなりビンタをくらった。

　僕は暴力からは縁遠い人間だけど、あのときばかりはカッとなって──

「それで、突然現れた女が彩木慎を羽は交がい締じめにして、連れ去ったんだったな」

「……詩し夜やちゃんですね。美み春はるは僕が学校行ってないことに気づいてたんで、詩夜ちゃんに応援を頼んだらしいです」

　教師に反撃しかけた僕を詩し夜やちゃんがギリギリのところで止めて、そのまま家まで連れて行かれたんだったな。

　そうか、あの一件で僕の教師嫌いは加速して──ピークに達したと言っていいかも。

　ある意味では、僕の教師嫌いは〝カレン会長のせい〟だと言えなくもない。

　でも、僕がひねくれていてしつこいだけで、カレン会長が悪いとは思わない。

「実は詩夜先輩とは、事件のあとにも一度会ってるんだ。私の制服を見て学校を割り出したのか、私に会いにきて怒ってた。『ウチのマコはただでさえ先生嫌いなのに、悪化させるな』とかなんとか。あんな見た目の私にも怯ひるまずにな」

「詩夜ちゃん、そんなことを……それでカレン会長と元から知り合いだったんですね」

　カレン会長が家庭教師の現場に乱入してきたときに言ってた、生徒会の先輩後輩だからっていうのは適当にごまかしただけか。完全な嘘うそでもないけど。

　詩夜ちゃん、カレン会長の黒歴史を隠してくれたのかな……。

　しかし詩夜ちゃん、よく金髪ギャルと黒髪美人が同一人物だってすぐわかったなあ。

　ん？　もしかして、僕に〝ギャル好き〟の疑いをかけたのもギャルＪＣだったカレン会長と会ってたから？

「いや、思い出話をしてる場合じゃないな。さすがにそろそろ行かないとまずいか」

「行くってどこへですか？」

「もちろん生徒指導室だ。この髪と格好で呼び出されないわけがない。ＨＲホームルームが終わり次第来るようにと言われてるんだ。はは、場合によっては生徒会長の任期を全まつとうできないかもしれないな」

「そ、そんなことは……」

　ない、とは言えないかも。

　生徒会長の任期途中での解任なんて聞いたこともないけど、生徒会長が唐突に金髪になったなんて例もないだろうからなあ……。

「お迎えも来たようだしな」

「……お話中に悪いけど、来てもらうわ陣じん所しよさん。教頭先生がお呼びよ」

「え？　教頭先生が……？」

　つい、僕が答えてしまう。

　屋上の出入り口のところに腕組みした真ま香か先生が立っていて、いつになく真剣なまなざしを向けてきてる。

　担任でも学年主任でもなく、教頭先生──事実上のトップがいきなり出てくるのか。

「ええ、それとごめんなさい。話を聞いてしまったわ」

「……別にかまいません。彩さい木ぎ慎まこともいいだろう？」

「え、ええ……」

　カレン会長との過去を真ま香か先生に知られたのは、ちょっと怖いけど。

　教えないのも怖いから、どっちでも同じことか。

　まだ話は終わっていないけれど──どうやら時間が来たのは確かみたいだ。







「おいおい、マジかよ。カレン会長、真香先生に連行されたらしいぞ」

「ウチらの憧れのお姉さん二人がそろい踏み？　やべぇ、指導室がパラダイス！」

「いや、待ち受けてるのは教頭らしい」

「あ、俺、教頭先生も意外とイケる」

「ストライクゾーン広すぎだろ！　つーか、俺たちの会長がこのままじゃ……！」

「鬼の教頭が出てきたってことは、シャレにならない処分が下るかもよ」

　説明どうもありがとう、通りすがりのみなさん。

　生徒たちは楽しい夏休みに向かって解き放たれたのに、まだ大勢が居残ってるみたいだ。

　カレン会長の処分がどうなるのか、みんな興味津々なんだろう。

「……縫ぬいが退学の危機になっても、ここまで大騒ぎにならないだろうね」

「グラドルなのに一般人に負けるの!?」

「まあまあ、縫ちゃん先輩。でもお兄ちゃん、これどうすんの？」

　屋上を出て、ひとまず教室に戻ろうとしたところで縫と美み春はるに遭遇。

　二人とも、カレン会長を心配しているみたいだ。

「彩さいくん、真香ティーならかいちょを助けてくれるよね？　あたしだって、ほしティーの魔の手から守ってくれたんだし」

「魔の手って。まあ、言えるのは退学は絶対にない──くらいかな」

　髪型や服装の問題で一人の生徒を葬るほど聖せい華か台だいはラディカルじゃないだろう。

「でも、なんらかの処分はあるんじゃない？　立場が立場だし。会長さんも金髪にするなら夏休みに入ってからにすればいいのに。夏休みの間だけイメチェンする人っているよね。美春はめんどいからしないけど」

「たぶん、夏休みだと意味がないんじゃないかな」

　カレン会長は、縛られた中で自分を変えて、自由になろうとしたんだから。

　普通に自由に振る舞える夏休み中にイメチェンしたってしょうがないね。

「あれ、また詩し夜やちゃんからメッセージだ」

　スマホが振動したので、まさか真香先生かカレン会長かと思いきや──

「ん？　なんなの、今忙しいのに……ごめん、美春、縫。ちょっと用ができちゃった」

　不審そうにする妹と縫に手を振って、僕は昇降口へと向かう。

　靴に履き替えて外に出て、裏庭へ。

「マコ、マコ！　ちょっと手を貸して！」

「うわっ、なにしてんの!?」

　裏庭の塀に詩し夜やちゃんがよじ登っていて、はしたなく両足を広げた体勢になっていた。

　足を広げすぎているせいでロングスカートがめくれて、黒のパンツが丸見えだ……。

「騒がしいから表からは入りにくくて──って、なにをぼーっと見てんのよ！」

　どさっ、と詩夜ちゃんは塀の上から落っこちて地面に尻餅をついた。

　パンツに気を取られていて、つい手を貸すのを忘れちゃってたよ。

「ご、ごめん。それより……本当になにしてるの？　詩夜ちゃん、暇なの？」

「もう大学も夏休みなんだよ。ふふふ、大学は二ヶか月げつ近く夏休みがあんのよ」

「えーっ、いいなあ……って、それどころじゃないんだよ！」

「大丈夫、事情は知ってる。お姉ちゃんを甘く見ないでほしいね」

「本当、すぐに情報が拡散しちゃうよね」

　詩夜ちゃんから送られてきた「裏庭に来い」のメッセージには、【至急！】なんて穏やかじゃない文もん言ごんが頭についてた。

「そういえば、朝もメッセージ来てたね。『なにか変わったことない？』なんてふわっとしたこと書いてたっけ」

「そうだ、マコ。あんた、アタシに既読スルーとはやってくれるね。ああ、それも後回し。えーと、カレンちゃんがやらかしたって？」

「うん、金髪のおかげで僕も昔のことを思い出して──」

　屋上でのカレン会長とのことを説明する。

　僕が忘れてただけで、元々詩夜ちゃんは知ってることばかりだろうけど。

「なるほど……しかし、カレンちゃんも行動が極端だね。頭の回転が速すぎるせいかな」

「なんか凄すごく納得いくなあ」

　もう一人、めっちゃ頭がよくて行動が極端な人に心当たりが。

「うわ、今度は電話。本当に忙しいな……あれ、真ま香か先生……？」

「マカ様──じゃなくて、藤ふじ城き先輩？　マコ、あんた担任教師と番号交換してんの？」

「それはまあ、いろいろあって……」

　とりあえず、応答してみる。

「彩さい木ぎです。今はちょっと用があって裏庭に……真香先生、会長を指導室に連れて行ったんですよね？」

『教頭先生がまだいらっしゃってないわ。それまで、わたしが陣じん所しよさんを見張ってるの。ちょっと待ってて……はい、スピーカーにしたわ。陣所さん、これでいいんでしょう？』

『はい、すみません。藤城先生にも話を聞いてもらいたいので』

「あのー、僕を置き去りで話が進んでません？」

『いいから、聞いてろ彩さい木ぎ慎まこと。まださっきの話の続きがあるんだ』

「続き、ですか……？」

『彩木慎が教師と殴り合った次の日から、おまえは私に勉強を教えてくれたな』

「僕が殴られただけですが、確かにそんなことしてましたね」

　あの教師が金髪ギャルのお姉さんの成績を罵ってたから、だったら成績に文句を言えないように──と思ったんだよね。

　お姉さんと並んで座って、勉強を教えたっけ。

　相変わらず胸元全開で、おっぱいの色っぽいホクロから目を逸そらすのが大変だった……。

『いくら当時の私が馬鹿でも、年下に勉強を教わるのは屈辱だった……それに、どれだけ勉強しても無駄だと思っていたからな。だが、意外なことに……おまえに教わって、頭の中でパチンとスイッチが入ったような気がした。勉強のコツが掴つかめたんだな』

「そういえば、縫ぬいに勉強を教えてたときにも会長に教え方を褒められましたっけ」

『私だけは、おまえの教え方が上う手まいことを前から知ってたんだ。私だけがな』

『ちっ』

『ん？　藤ふじ城き先生、なにか言いましたか？』

『いいえ、お話の続きをどうぞ。待ってるわ』

　真ま香か先生、相変わらず独占欲の強い方だ……カレン会長だけが知ってる僕の情報があるのが気に入らないらしい。

『それから何日かおまえに勉強を教わって、自分にもできることがあるかもしれないと思った。それで思い立った──自分を変えようと』

「だから、急にいなくなったんですか……？」

　そうなんだよね、金髪ギャルのお姉さんは唐突に町から消えちゃった。

　いつものハンバーガーショップに行っても、姿を見ることは一度もなかったんだよね。

『新しい私になって、おまえに会おうと思ったんだ。本来なら聖せい華か台だいなんて私の進路にはかすりもしないはずだったのに、おまえのいる学校を目指そうと思った。中三から猛勉強を始めて聖華台の特待生枠に合格して──ちゃんと髪も黒に戻してな』

「できれば、もう一度黒に戻してほしいところですけど」

『それはまた別の話だ。もっとも、聖華台に入ってすぐはなかなか馴な染じめなかったがな。なにしろ住む世界が違う。聖華台は良い家の子ばかりだからな。調子が狂って最初の中間テストではトップを取れずに、周りから『特待生とは言ってもこんなものか』という扱いだったな』

「けっこうウチって差別意識強いんですね……」

『だが、来年にはおまえが高等部に進学してくる──だから負けるわけにはいかなかった。そこからはがむしゃらに勉強し続けた。結果的には、最初に一位を取れなかったのが逆に幸いしたのかもしれない』

「そこから三年の今まで学年トップ、しかも生徒会長……ですか」

『首席だけでは、〝変わった〟という証明には足りないかもしれないと思ったんだ。生徒会長、というのはわかりやすい肩書きだろう。ついでに選挙のときに口実をつけて、彩さい木ぎ慎まこととも再会できた。まったく私に気づいてなかったのは少し腹が立ったがな』

「本当にその節はすみません……」

　カレン会長の成績と生徒会長の立場は、血の滲にじむような努力の賜たま物もの。

　でも、それらの努力が──僕に見せるためのものだったって？

「待って、カレンちゃん！　そこまで頑張ったのに、なんで今になって昔に戻るみたいなマネを！　退学や停学はなくても、特待生の資格はヤバいって！」

　実はさっきから僕のスマホに耳を寄せていた詩し夜やちゃんが慌てて言う。

『詩夜先輩もいらっしゃったんですね。大丈夫です、心配はいりません』

「心配するって！　特待生資格の剥はく奪だつって前例もあるらしいよ！」

「……なんで、詩夜ちゃんがそこまで焦ってるの？」

「それは、なんというか？　学校と生徒会、二つの先輩であるアタシにカレンちゃんが相談してくれたから、自由になりたいならまず髪を染めたりとかどうかな～みたいな？」

「あんたが唆そそのかしたんかい!?」

　いくらなんでも突飛すぎる行動だと思ったら、この人が黒幕か！

　朝、ふわっとしたメッセージを送ってきたのもそれで不安になったからだね。

「ど、どうしよ……アタシのせいでカレンちゃんが特待生を剥奪されたら……」

「めっちゃオロオロしてるね、詩夜ちゃん……」

　詩夜ちゃん、女子大生になって──大人になった気がしてたけど、やっぱりまだ学生だもんね。

　僕よりは大人でも、こんな事態では冷静じゃいられない。

『落ち着きなさい、京けい御みさん。これは陣じん所しよさんが自分で考えてやったことよ。小学生じゃないんだから、人のせいにはしないでしょう』

　真香先生の毅き然ぜんとした声が聞こえてきた。

　詩夜ちゃんとは比べものにならない落ち着きだ。

『藤ふじ城き先生の言うとおりだ。詩夜先輩のせいではない。私のアタマがどうかしただけだ』

「すんごいこと自覚してますね！」

『私は彩木慎に新しい自分を見せるために、優等生になって、生徒会長になった。そのことに後悔はない。だが、私ももうフラフラしていた中学生じゃない。もう一度新しい自分になってもいいと──そう思えたんだ』

「僕も──今でも、会長は好きにしたらいいと思いますけど。ただ……」

『わかってる。私がとんだお騒がせ会長と化したことは。だが──この髪を元に戻すつもりはない！』

「ええーっ！」

　一時の気の迷いかと思いきや、けっこう頑固だ！

『もうリミットよ。そろそろ教頭先生がいらっしゃるわ。悪いけれど電話を切るわね』

「真ま香か先生、待っ──」

　しかし、無情に切られる電話。

　一人の女子生徒がちょっとヤンチャしただけのことなのに。

　なんか、事態が思ったより深刻な方向へ向かいつつあるような？







　というわけで、事態から取り残された僕と部外者の女子大生。

「どうしよう、詩し夜やちゃん。まさか指導室に殴り込むわけにもいかないし……」

「マコまでお説教されるだけだね。つーか、あんたは普段から難アリだし、悪けりゃマコのほうが停学とかくらうかもね」

「笑えない話だなー……」

　思わず、詩夜ちゃんと顔を見合わせて笑ってしまう。

　いや、笑ってる場合じゃない。

「いくつか手は思いつくけど、また暗躍かな？　最近の僕、そんなんばかりだな……」

「手があるの!?　なんでもいいから、やって、マコ！　もしそれで退学になって路頭に迷っても、お姉ちゃんが養ってあげるから！」

「同じマンションのお姉さんに養われるか……夢があるね。えーと、まずは美み春はると縫ぬいを連れてこないと」

「ハルとエロＪＫだね！　オッケー、アタシに任せて！」

　詩夜ちゃんが、いきなり走り去ってしまう。

「いや、ＬＩＮＥで呼んでくれればよかったんだけど……」

　あの二人もまだ下校してないだろうから、すぐに捕まるか。

　となると、こっちは先に下準備を進めて──

「……彩さい木ぎくんを養うのはわたしよ。その前に、できる手を打ってからね」

「うわっ!?　まっ、真香先生……！　えっ、さっき指導室にいたんじゃ……？」

「彩木くんが、またなにかやらかすと思ったから、急いで駆けつけたのよ。まったく、はしたなく走り回ってる姿を誰にも見られてないといいけれど」

　真香先生は、息も乱れてないし汗一つかいてない。

　指導室はここから歩いて三分もかからないけど、電話が切れて一分も経たってないぞ。

「ああ、ちょっと待ってて」

　真ま香か先生はポケットからシュシュを取り出すと、長い茶髪を手早く後ろでくくった。

　先生が学校で髪型を変えるのは何気に珍しいので、ちょっとびっくり。

「……どうしたんです、先生？」

「これから大仕事だからよ」

　真香先生はそれだけ答えて、さっき詩し夜やちゃんが降りてきた塀に僕の背中を押しつけると──

　ドン！　と、壁に手をついた。

「え、壁ドン？」

「彩さい木ぎくん、また悪巧みしてるんでしょう？　君の作戦を聞かせてもらおうかしら？」

「……たいした手ではないですよ」

　先生にはあまり聞かせたくないけど、拒否するだけ時間の無駄だろう。

　あと、雑に髪をくくった真香先生も可愛い──って、それどころじゃないか。

　とりあえず、ざっと僕の考えを説明する。

「さすが、彩木くん。学校での悪巧みに関しては他の追つい随ずいを許さないわね」

「全然褒めてませんよね……」

「でも、君の作戦には問題があるわ」

「なんです？」

「彩木くんが、自分のことを好きな女の子たちをいいように操って事件解決に協力させるのは悪くはないけど……」

「美み春はると縫ぬいにちょっと手伝ってもらうだけです！　悪くはないけど、なんなんです？」

「気に入らない、気に入らないのよ……！」

　壁ドンしたまま、近づいてくる真香先生──

「わっ……！」

「彩木くん、君の作戦には大事なことが抜けてるわ。それがなんだかわからない？」

「ていうか、息が……！　息ができませんよ……！」

　真香先生は、その豊満なおっぱいを僕の顔に押しつけている。

　実は呼吸はできてるけど、おっぱいの圧力がマジで苦しい！

　こんなに柔らかくて気持ちいいのに、なぜ苦しいの!?

「壁ドンでは芸がないでしょう。胸ドンよ」

「胸ドン!?」

　既に他でもありそうだけど、別に実体験したくなかった……したくなかったよ？

「彩木くんはおっぱい好きでしょうけど、苦しいわよね。ええ、好きだけど苦しい──恋と同じね」

「上う手まいこと言ってないで、離れてください！　人に見られたら！」

「そんなこと、どうでもいいのよ！　それより──もうっ、どうしてわからないの！　君はどうして一人でやろうとするの！　ここにわたしが、君の先生がいるでしょう！　陣じん所しよさんを救いたいなら、わたしにも助けてって言うべきだわ！」

「…………！」

　そ、そういうことか……。

　確かに僕は、真ま香か先生を蚊か帳やの外に置いていた。

　この問題は学校との対決なんだからと、無意識に先生を戦力から外してた──

「真香先生は教師ですし……それに、先生にとってカレン会長は……その、ライバル、なんでしょう？」

　僕の口から言うのは、もの凄すごく恥ずかしいな。

「ライバルを救おうなんて──」

「馬鹿にしないで、彩さい木ぎくん！」

　真香先生は、胸を僕から離すと、今度はぐぐっと真剣な顔を近づけてきた。

　もう近すぎて顔が見づらいくらいの距離だ。

「もちろん、陣所さんはライバルよ。でも、ライバルである前にあの子はウチの生徒よ。担任じゃなくても、わたしは先生で陣所さんは生徒よ。間違ったことをすれば罰を与えるのは当然。わたしだって、君が本当に悪いことをすれば叩たたくかもしれないわ」

「あのとき、僕は悪いことはしていません。カレン会長の先生が、言っちゃいけないことを言ったんです」

「わかってるわ。教師は神様じゃない。勘違いしがちだけどね」

　真香先生は僕の頬ほおに手をやって、つうっと撫なでてきた。

「叱るだけじゃなくて生徒を守ってあげるのも先生の役割なの。わたしはまだ教師としては半人前だけど──いえ、半人前だからこそ、生徒を守らなきゃいけないわ！」

「…………はい」

　そうだった、先生の普段の行動がアレなだけにたまに忘れてしまう。

　縫ぬいだって、くーだって、真香先生のおかげで助けられた。

　真香先生は──いい先生なんだ。

　決して、僕らの──僕の敵じゃない。たとえ相手が学校であっても。

「すみませんでした、真香先生。先生嫌いが直っても、頼ろうって思うところまで考えが変わってなかったみたいです。僕は真香先生を信じてますから──だからお願いします！　一緒に──カレン会長を守ってください！」

「ええ、もちろんよ。ええ、可愛い教え子のお願いなのだから、彩木くんのお願いなのだから、もちろん守るわ」

　真ま香か先生は、にっこり微笑ほほえんで。

「では、始めましょう。わたしが守るわ、陣じん所しよさんも──君もね」







　職員室前の廊下には、大勢の生徒たちが詰めかけている。

　男子も女子も、一年生も二年生も三年生もごちゃ混ぜだ。

　職員室のドア前、生徒たちの先頭にいるのは──確か、生徒会の副会長だ。

「陣所会長は、歴代の生徒会でもっとも優秀な会長です！　校則には違反しましたが、たかが髪や服装の問題で厳しい処罰を受けるのは納得がいきません！」

　副会長も女子で、あの人も会長ほどじゃないけど成績優秀な有名人だ。

　殺気立っている生徒たちの前には、教頭先生の姿がある。

　どうやら、指導室でのお話は終わったらしい。

「そうだそうだ、俺のカレン会長を奪うなー！」

「むしろエロかっこよすぎて、あの会長に顔を踏まれたい！」

「金髪、いいよね！　あたしも染めて会長とお揃そろいにしたいな！」

　なにやら個人の感想も多いけど、盛り上がってはいるね、うん。

「あなたたち、落ち着いて。あまり騒ぐとあなたたちまで処罰の対象になるわよ。ですが、教頭先生、彼らの陣じん所しよさんをかばう言葉には耳を傾かたむける価値があると思います」
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　教頭先生と副会長の間には──真ま香か先生がいる。

「確かに今回の陣所さんの行為は、我が校の生徒としても生徒会長としてもふさわしくないものでした。ですが、彼女にも理由があっての行動だったのでしょう。わたしは、彼女の事情も汲くんであげたいんです」

　きりりとした表情を浮かべ、教頭先生を相手に一歩も退ひいていない。

「おお、真香ティー、かっこいい！　さすがあたしの先生！」

「〝民衆を導く自由の女神〟みたいになってんね。藤ふじ城き先生、どっちかというとクールなイメージだったけど、熱いトコ見せるなあ。こりゃ、また人気上がるかも」

　縫ぬいは感動し、美み春はるは感心してる。

　僕らは、職員室前の騒動を少し離れたところから見ているところだ。

「悪いね、縫、美春。二人にも協力してもらったのに、人気には影響なさそうだよ」

「あはは、あたしは元から人気者だから。ファンの数は桁が違うさ！」

「美春はモテるのも面倒くさいから」

　さすが、二人ともいいキャラしてるね。

「まー、電話してメッセージ送るだけでもけっこう疲れるもんだね」

　縫はこれでもグラビアアイドル、友達も多いし校内での影響力は大きい。

　カレン会長のピンチを伝えられる限りの知り合いに伝えてもらって──今、こんな状況になってるわけだ。

　教頭先生には悪いことしたかも……すみません、マダム。

「あー、頑張ったー、美春も頑張ったなー。夏休みはたっぷり甘やかしてもらえそう」

「これ以上、どうやって甘やかせっていうの……？」

　兄として注そそげる愛は限界をとっくに超えているよ？

　美春にも、主にＳＮＳを使って話を広めてもらった。既に下校してた生徒もけっこう戻ってきたみたい。

　とはいえ──これだけの生徒が集まったのは会長の人徳のおかげだよね。

　たとえば〝彩さい木ぎ慎まことが退学のピンチ！〟って話を広めても〝いつかそうなると思ってた〟的な反応をされるだけだろう。

「美春、ちょっとびっくり。ウチの生徒はどっちかというとおとなしいのに、あんなに大勢が教頭先生に逆らうなんて」

「そりゃ、真香先生がいるからだよ」

　先頭にあの藤城真香先生が立ってくれてるんだから、生徒のみなさんも心強いだろう。

　僕が作戦を立てて、真香先生が表でみんなを率いて戦う──僕が黒幕みたいだな、これ。

　でも、僕に信じられる人が、信じられる先生ができたから。

　真ま香か先生がいたから、この作戦は成功したんだ──

「おっと、こっちはこれでいいとして。ここからが本番だった」

「ん？　彩さいくんお得意の情報操作以外にやることあるの？」

「人聞きの悪い……」

　確かに僕と真香先生の怪しい噂うわさが広まったときも同じ手を使ったけどさ。

　今回は、それだけじゃ終わらない。

　だって──カレン会長は〝傷つきやすい十代の少女〟なんだよ。







　職員室前から離れて、指導室へと向かう。ああ、忙しい。

　といっても、指導室はすぐそこ──そちらからもざわざわと騒いでる声が聞こえてくる。

　こっちにも集まっちゃってるのか……ちょっと、縫ぬいと美み春はるを甘く見ていたかも。

　いや、甘く見ていたのはカレン会長の人気かな。

「こっちに来い、彩さい木ぎ慎まこと」

「うわっ？」

　突然、廊下の曲がり角から現れたカレン会長に手を取られ、引っ張っていかれる。

　そのまま連行されて──飛び込んだのは、生徒会室だった。

「彩木慎！　この大騒ぎはおまえの仕し業わざだろう！　なにをしてくれてるんだ!?」

　室内に入ったとたん、カレン会長はいきなり勢いよく迫ってきた。

「ああ、会長。まだ指導室にいたらどうしようかと思いましたよ」

「いたんだが、詩し夜や先輩が連れ出してくれたんだ」

　ああ、詩夜ちゃんも動いてくれてたのか……助かる。

「おまえ、盛り上げすぎだ！　みんなに担ぎ出されて収拾がつかなくなるところだったぞ！」

「えーと、詩夜ちゃんは……？」

「……詩夜先輩は、この騒ぎの中で部外者がちょろちょろしてるとまずいと言って、一度帰っていった」

「ああ、賢明な判断ですね」

　我が家庭教師は、ちゃんと頭が回ってる。今後のご指導にも期待しよう。

「みんなには感謝しているが……彩木慎の暗躍は問題だぞ！」

「ほら、ドラマとかでよくあるじゃないですか。クビになりそうな教師とかお医者さんを、生徒や患者さんが団結して助けるって展開。アレをやってみました」

「昭和か！　私はドラマは観みないが、古い展開だというくらいわかるぞ……」

「古いのは否定できないけど、悪くない手だったんじゃないかしら」

「あ、あれ、真ま香か先生？　職員室前の反乱は？」

　いつの間にかドアが開いて、我が校の高たか嶺ねの花はなが入ってきていた。

「あっちはひとまず解散させたわ。指導室前の子たちもね。引き時は重要よ」

「さすがですね……」

　僕が生徒たちを煽あおるだけだと、誰も撤退の指示を出せずにグダグダになってたかも。

　やっぱり真香先生に先頭に立ってもらって正解だったらしい。

「あれだけの生徒の声は無視できないでしょう。学校も厳しい処分は下さないと思うわ」

　真香先生がクールに言いつつ、腕組みして閉じたドアの前に立った。

「真面目まじめな生徒会長の反乱──で大騒ぎになってるけど、普通の生徒なら反省文。前科の多い生徒でもせいぜい一日の謹慎でしょう。彩さい木ぎくんだとこっちかしら」

「僕は髪を染める度胸はないので……」

「それはなによりね。ただ、処罰は免れても内部進学への影響はあるわね。大学の特待生資格は審査が厳しいから、今回のヤンチャは命取りになるかもしれないわ」

「ま、まずいじゃないですか！　だったら進路で迷う以前の問題に……！」

　僕は、ぱっと会長の顔を見る。

「……まずいな」

　会長が顔にだらだらと汗をかいてる。

　そこまで計算してなかったらしい。頭いいのに、なんで大事なトコが抜けてるの……。

「慌てなくていいわ、陣じん所しよさん。もちろん聖せい華か台だい大学の特待生が一番進みやすいコースでしょうけど、奨学金だってあるんだし、進路なんていくらでも選べるわ」

「それはそうですが……詩し夜や先輩の言うとおり、高等部の特待生資格は危ないかも……！」

「ええーっ、大丈夫とか言ってたのに！　もしかして根拠なかったんですか！」

　詩夜ちゃんがオロオロしてたから、適当なこと言っただけなの!?

「そういえば、陣所さんには特待生の先輩、いなかったのよね？」

「え？　ああ、はい、私が入学したときの二年、三年にはいませんでした」

「そう、特待生の伝統が途切れてしまっていたのね。それなら、教師としてじゃなくて、特待生の先輩として、心得を教えてあげるわ」

　真香先生は、シュシュで束ねていた髪をさっとほどいた。

　綺き麗れいな茶色の髪が、ぱぁっと大きく広がっていく。

「いい、陣所さん？　特待生は努力と根性で勝ち取った資格！　親のお金で在籍してるお坊ちゃんお嬢ちゃんたちとは覚悟が違うの！　同級生たちを蹴落とし、自力で道を切り開く！　それがわたしたち特待生なのよ！」

「おお……！」

　カレン会長、真香先生に見事に煽あおられてるなあ。

　というか、そのお坊ちゃんが一人、ここにいること忘れてない？

「特待生なら、やってしまったことを悔いるより前を見なさい。今回の期末もトップだったのだから、実績を考えれば一回のヤンチャでアウトってことはないわ」

「そ、それならいいのですが……」

　勉強は真面目まじめにしておくもんだね。美み春はるに聞かせたい。

「内部進学のことは、まだ判断できないけど……わたしは大学の学費はアルバイトで稼いだわ。もっとも、わたしは高等部に入ってすぐにバイトを始めていたけど」

　真ま香か先生、生きてるのが不思議なくらいバイトしてたのは大学時代だけじゃないんだ。

「陣じん所しよさんは、今からバイトしても入学料と初年度の授業料を稼ぐのは厳しそうね。まあ、お金のことはあまり気にしなくていいんじゃないかしら。修道院に頼めば出してくれるかもしれないわ。宗教ってお金を持ってるものよ？」

「ウチは清貧です！　修道院をアテにするのは論外ですよ！」

　カレン会長はツッコミを入れてから──急に、はっとした顔になる。

「い、いや、私の話なんて後回しだ。職員室と指導室に集まってた連中は大丈夫だろうか。教頭先生を相手にあんな騒ぎを……そっちのほうが問題だぞ」

「会長、そこは悩むようなことでもないんじゃ？　僕が扇せん動どうしたのは事実ですけど、みんなカレン会長のために集まってくれたんですよ」

「だからまずいんだ……私の馬鹿な行動にみんなを巻き込みたくなかった。彩さい木ぎ慎まことじゃないんだぞ、先生たちに逆らったら彼らの評価にまで傷がつきかねない」

「……金髪だろうと胸元ざっくりだろうと、やっぱりカレン会長ですね」

「だ、だから、胸のことは言うな！」

　会長は慌てて開きっぱなしだったブラウスの胸元をかき合わせて、谷間を隠す。

「自分のことよりみんなのことを考えてくれてる。やっぱり、カレン会長は僕らの生徒会長ですよ。会長、僕は──会長のことが好きですよ」

「なっ……!?」
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　真香先生、とっさに英語が出てくるところがさすが英語教師ですね。

　早口で全然わからなかったけど、「嘘うそだろ」的なことを言ったのはわかる。

「い、いえ、待って。わたしだって高等部時代は生徒会長だったのよ。つまり、今のはわたしへの告白という可能性が存在する……？」

「しませんよ！」

　都合がいいというか、ポジティブというか。

「さ、彩木慎。藤ふじ城き先生の戯たわ言ごとはともかく──」

「戯言!?　陣所さん、なかなか言うわね……」

「私のことが好きというのは──本気か？　愛か、愛の告白なのか？　愛は大事だな、うん。主しゅも愛が大事とおっしゃってる。シスターたちも常日頃から愛の重要さを──」

「陣じん所しよさん、そんなに愛愛と言わないで！　彩さい木ぎくんの愛はわたしだけのものよ！」

　相変わらず大人げない人だ……。

「いえ、会長は迷いがあるみたいですけど……僕も、会長のために集まったみんなも、今の会長が好きなんですよ。真面目まじめで融通がきかなくて、ちょっと怖くて。そういうところは、金髪だった中学生の頃も今も同じだと思います」

「……変わったつもりだったが、私は変われていないということか？」

「見た目がどうであっても、僕らはそういう会長を尊敬していて、好きだってことなんです。女の子としても──その、魅力的ですし」

「お、おまえこそ変わったな！　好きとかさらりと言える奴やつじゃなかったぞ！」

「はぁ、僕も成長したってことでしょうか」

　これだけ美人、美少女に囲まれて好きだのなんだの言われれば、嫌でも変わるよね。

「会長の進路には僕はなにも言えません。ですが……会長は中学生の頃、僕のために変わったんですよね。でも、もう僕のために頑張らないでください。こんなこと言うのはうぬぼれてるかもしれませんけど……会長には僕からも自由になってほしい。自分のために、自分の未来を決めてほしい」

「……彩木慎。そうか、おまえがそう言うのなら──」

　カレン会長は、ふうっと息をついて。

　少しだけ困ったように笑ってから──

「私が好きになったおまえがそう言ってくれるのなら……私は自由になる！」

「わっ？」

「あああっ、陣所さん!?」

　突然、カレン会長が僕に一歩近づいて──頬ほおを掴つかみ、いきなり唇を押しつけてきた。

「んんっ……!?」

　ふわっ、と会長の髪から漂ってきた甘い香りに包まれたのと同時に、柔らかい唇が思い切り重ねられてくる。

「……んっ、んん……んーっ……ふう……」

「カ、カレン会長……い、いきなりなにを……？」

「思い出したんだろう、わかってくれたんだろう。私はおまえを好きになって三年ほども経たつんだぞ。おまえのために、馬鹿みたいに努力してきたんだぞ。なんというか、そんな彩木慎に優しいことを言われたら──キ、キスの一つもしたくなる！」

「最後が飛躍してません!?」

　反射的にツッコミを入れてから──ハッと気づいた。

　ギギギギギとゆっくり横を向くと。

「ね、寝ね取とられ……彩さい木ぎくんが寝取られた……女子大生に気を取られて、最大の敵を見逃していた……？」

　真ま香か先生が壊れてた。

　ぐらんぐらんと首が左右に揺れてる。大丈夫かな、この人。

「よし……決めた、私は決めたぞ！」

「な、なにをですか？」

「聖せい華か台だいの大学に進学する！　もちろん特待生資格を獲とってな！」

「急にどうしたんです、会長……？」

「私は来年の春には卒業だ。だが、聖華台の大学に進めば高等部にも遊びに来られる。最近、その実例も見たことだしな」

　詩し夜やちゃん……気軽に高等部に来てたもんね。

「すべてから自由になれたら──もう、彩木慎まことのことしか考えられない！　進学すれば、彩木慎を狙うチャンスが四年追加される！　ふふふ、私に四年も狙われて彩木慎は無事でいられるかな？」

「…………」

　まるで命でも獲とろうとしてるみたいだ。しかも、僕も内部進学する前提で話が進んでる。
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「……でも、カレン会長。大学の特待生は、その髪のせいで難しくなるって話では？」

「私は定期テスト十回連続首席だぞ。残り三回のテストも、全部トップを──いや、全国模試に挑戦するのもいいな。それでトップクラスに入ったらどうだ？」

「全国トップ10──いいえ、30以内でも充分でしょうね。一度のご乱心くらい、帳消しにして充分にお釣りが来ると思うわ」

　正気に戻った真ま香か先生が、説明してくださった。

「やってやろう。どうせなら一位を目指して！」

　カレン会長は晴れ晴れとした顔で言い切った。

　本当に全国模試で一位になっちゃいそうな気がしてきた……。

　もしかして今回の件、僕や縫ぬい、美み春はる、カレン会長のファンや副会長たちが頑張らなくても、会長は自力で解決できてたんじゃない？

「今回、騒いだ人たちの件は大丈夫でしょう。先頭に立っていたのはわたしなんだし。自分のことなら、わたしはどうにでもできるわ」

　キラン、と真香先生の目が光った。

　そうだよね、この人は教頭先生も期待してる優秀な先生なんだもんね……。

「とはいえ、次の全国模試はもう少し先だし、ひとまず事件をソフトランディングさせておかないと。さあ、どうするべきかしら……？」

「ま、真香先生、待った待った。先生、無む茶ちやはやめてくださいよ！」

「君は本当に、たまにわたしをケモノ扱いするわよね。わたしだって、クビを懸けてまで陣じん所しよさんを救うつもりはないわ。わたしの評価に支障がない範囲でという話よ」

「そこまで言われると、いっそ清すが々すがしいな……でも、お願いします。藤ふじ城き先生、私を──助けてください」

　カレン会長は、真香先生に深々と頭を下げた。

　意外……と言ったら失礼だろうけど、会長がこんなに真剣に助けを求めるなんて。

「……陣所さん、わたしにとってあなたは敵よ。あまり信用しないほうがいいわ」

「恋敵ライバルとしては信用していません。先生がなにをやらかすかわからないタイプだとわかってきましたから。ですが──」

　カレン会長は頭を上げて、真香先生をまっすぐに見つめる。

「私のせいで教師嫌いが悪化した彩さい木ぎ慎まことが、今は先生あなたと当たり前のように一緒にいる。彩木慎を──ここまで変えてくれたあなたなら信じられます」

「ほ、褒めてもわたしにできる範囲でしか動かないわよ！　せいぜい学院長に直ちょくで掛け合うくらいだわ！」

　真香先生が、顔を赤くしてそっぽを向いた。

　それ、明らかにできる範囲を逸脱してますよね……ツンデレみたいになってるし。

「よろしくお願いします、藤ふじ城き先生」

　カレン会長は苦笑しながら首を振った。金色の髪が揺れる。

　ああ、そうだ──

「会長、僕からも一つお願いがあるんですけど……いいですか？」

「ん？　なんだ？」

「実は僕、会長の黒髪も好きなんです。元に戻してください」

「彩さい木ぎくーんっ!?」

　当然のように、真ま香か先生がわめき始める。

　なんだか、しっちゃかめっちゃかな状況になったけど──

　確かな事実が一つだけあるとしたら、僕は金髪ギャルより黒髪ロング巨乳美人のほうが好みだということだ。

　いいよね、黒髪ロング。

　さて、馬鹿なことを言って、真香先生とカレン会長の注意も引けたことだし──仕上げをしようか。
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「もおおおおおっ、馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿、彩木くんの馬鹿っ！」

「真香先生、だんだん語ご彙い力りよくが死んでません？」

　夏休みに入って三日目──

　楽しい楽しい夏休みが始まったばかりだというのに、僕は生徒指導室にいた。

「こんなときも生意気なんだから……」

　真香先生は机の前に来て、僕がシャーペンを走らせていた紙を取り上げた。

「……彩木くんの語彙力もいまいちね。反省文は一日に七枚以上、文がぎっしり詰まっていないとＯＫが出ないわよ」

「反省文なんて書きすぎて、もうネタがないんですよ」

「ネタはあるでしょう、ネタは。今回は、生徒会長を唆そそのかして金髪に染めさせました、ごめんなさい──よ。彩木くん、それとも前にも生徒会長を金髪にしたことがあるの？」

「そんなレア体験は人生で二度はないでしょうね」

　真香先生は、じとーっとした目で睨にらんできてる。

　僕が夏休みにもかかわらず朝から登校して、指導室にカンヅメにされてる理由。

　それは、先日の生徒会長ご乱心の黒幕が──僕だからだ。

「教頭先生は君の話を一ミリも信じてないわよ。わざとらしく、君がブリーチの道具を持ってきたりするから、余計に怪しまれたんじゃないかしら」

「教師が生徒を疑うなんて、世せ知ち辛がらい話ですね」

　カレン会長が金髪に染めた道具類は、瀬せ紀き屋やさんにお願いして持ってきてもらった。

　瀬紀屋さんは会長の部屋に不法侵入を果たして、道具を持ち出したそうだ。

　ちなみにそのとき、修道院では「カレンさんに悪魔が取とり憑ついた……！　悪魔が戻ってきた……！」とシスターさんたちも大騒ぎだったとか。

　まあ、中学時代にギャルだったカレン会長が、一度は清せい楚そな黒髪になってくれたのに、また金髪だからね……シスターさんたちの動揺が目に浮かぶようだ。

「陣所さんも彩さい木ぎ君の話は嘘うそだと言い張って──実際、嘘なのだけど──収拾がつかなくなったから、教頭先生が上う手まくコトを治めてくれたのよ。感謝しておきなさい」

「それはもちろんですよ」

　僕は三日間、反省文七枚。

　カレン会長には、あの日職員室や指導室に押しかけた生徒たち全員とともに校外でのボランティア活動が申しつけられた。

　僕は反省文でまだよかったかも。暑い中、公園や河か原わらの掃除はキツそう。

「それならいいけど……いえ、よくないわ！　本当にもおおおおっ！　せっかくわたしが前に出たのに、最後は君が持っていっちゃったじゃないの！」

「先生の活躍を横取りしちゃってすみません」

　真ま香か先生は言わないけど、どうやら本当に学院長に直じき訴そしたっぽい。

　穏便にケリがついたのは、真香先生の働きのおかげなんだろう。

　でも、真香先生にだけリスクを背負わせて、僕が裏でヌクヌクとしてる──

　そんなのは納得できないから──僕も、少しでもいいから責任を取りたかった。

「本当に、本当にもう……でも、みんなの前に立って、生徒たちとの距離がちょっと縮まった気がするのよね。もしかして、次の試験では質問に来てもらえるかも……？」

「よかったですね、真香先生」

「あ、こら！　優しく言うの禁止！　でも……変な副産物だけど、ちょっと嬉うれしいわ。彩木くんのおかげね。ありがとう」

「いえ……」

　真香先生が美人で優秀なだけじゃなくて──いい先生だってことを、他の生徒たちも知ってくれたのは僕も嬉うれしい。

「そ、その話はいいわ。それより、わたしは君の指導を任されてるから。こればかりは加減できないわよ」

「わ、わかってますって……」

　強引な手段を使ったペナルティがこの程度で済んだんだから、感謝しないと。

「マコ！」

「うわああっ！」

　いきなりの大声に、僕は椅子から跳び上がりそうになる。

「よかった、よかった。ここにいたんだね。ハルに聞いてきたんだけど、アハハ、馬鹿だねー、あんなことするから夏休みのしょっぱなからこんなことに！」

　唐突に指導室に入ってきた詩し夜やちゃんが、僕の肩をばんばんと叩たたいてくる。

「し、詩夜ちゃん、なにしてんの？」

「生徒会の手伝いに来たんだけど、カレンちゃん、罰でどっかの河か原わらの掃除してるらしいね。しゃーないからそっち行ってくるよ」

「本当に暇だね、詩夜ちゃん……大学生なんだから旅行とか行ったら？」

「なんならわたしがオススメの観光地を教えてあげるわ。餞せん別べつもあげましょうか？」

「藤ふじ城き先輩、そんな恐れ多い……お話しするだけでこっちがお金を払いたいくらいです」

　詩夜ちゃんは感動してるけど、先生はこのＪＤを遠くに追いやろうとしてるよね。

「でもすみません、藤城先輩。今年の夏はマコに付き合ってあげようかなと思って」

「え？　別に付き合ってもらわなくても」

「可愛くない！　優しいお姉さんの申し出なんだから、ありがたく受け取っときなさい！　家庭教師も続行だし、どっちみちこのアタシからは逃げられない……！」

「魔王なの？」

　僕のツッコミに、詩夜ちゃんはふふんと笑うと。

「マコ、なかなかやるじゃん。カレンちゃんはあんたのおかげで助かったんだよ」

「むしろ、引っかき回した気もするけど……」

「ふーん、ひねくれてんだから。正直、マコはまだまだお子様だと思ってたけど……けっこういいかも！」

「は？」

　唐突な言葉にきょとんとしてしまい──詩夜ちゃんはそんな僕を面白そうに見て、なぜかスマホを軽く振ってみせてから、指導室を出て行った。

「……なんだったんだろ、詩夜ちゃん」

「聞き捨てならないことを言ってたわね……あら？　ＳＩＤシドのグループになにか……？」

　今度は、真ま香か先生がスマホを取り出してる。

「え？　これって……！」

「どうしたんです？」

「こ、これ……彩さい木ぎくんよね!?」

　真ま香か先生が掲げてきたスマホに表示されているのは、確かに僕の写真だった。

　しかも髪型や制服を見たところ、中学のときの僕だ。

　ふてくされた顔をして、頬ほおが赤く腫れてるように見える。

「メッセージも来てるわ。《先生大嫌いひねくれマコちゃん》……だそうよ」

「詩し夜やちゃん……？」

　金髪お姉さんの中学の教師と揉もめた直後の写真……？　そんなの撮ってたの？

「これ、ＳＩＤシドのグループよ！　どうして京けい御みさんがメッセージを送れるの!?」

「真香先生がグループに入ってるのもおかしいですが……まさか？」

「まさか、京御さんまでＳＩＤに入ったの……？　冗談じゃないわ、これ以上敵が増えたらたまらないわよ！　しかもわたしの上位互換！」

「まだ言ってるんですか、それ。でも、まさか詩夜ちゃんが……」

　どこまで本気なんだろう……僕なんてただの弟かペットのはずなのに。

「なんてことなの、彩さい木ぎくんにキスした陣所さんの処理──じゃない、対処もまだ考えついていないのよ。忙しいのに、余計な面倒ばかり増えるわね……」

「……お忙しいなら、僕の面倒はみなくても大丈夫ですよ」

「それが最優先なのに……残念ながら、用があるのよね」

「お仕事ですか？」

「ええ、教師の夏休みなんてほんの数日よ。普通に出勤しないといけないし、研修なんてものまであるのよ。しかも泊まりがけで」

「いつからですか？」

「今日よ。もう出発しないといけない時間だわ」

「さっさと行ってください！　見張ってなくても書きますから！」

　仕事と僕、どっちが大事──って、仕事を大事にしてほしい。

「しょうがないわね……毎日電話するわ。ＬＩＮＥも。えっちな写真も送るわね」

「最後のはいりませんよ！」

「本当に？」

「……え、ええ」

「きゃーっ、うっかり本音が出そうになる彩木くん、可愛い！」

　真香先生は、僕をぬいぐるみみたいに抱きしめて、ちゅっちゅとキスしてくる。

　このところ、今までにないドタバタが続いたけど──元通りになったか。

　今回は、真香先生の助けがなかったらどうなってたことか。

　縫ぬいや美み春はるが、生徒たちの先頭に立つ真香先生に感動＆感心してたけど。

　それは僕だって同じ。

　いや、僕は縫たち以上に真香先生が教え子のために戦ってくれた姿に──

「真ま香か先生」

　僕は、真香先生の頬ほおに手を添えて。

「んっ……？」

　ちゅっ、と軽くキスをした。

　初めてなにも言われることもなく、自分からしたキスだった。

「さ、彩さい木ぎくん……？」

「すみません、反省文に戻ります」

「ま、待って！　なんでちゅーしてくれたの!?　ど、どうしよう……嬉うれしすぎて心臓の鼓動が止まりそうだわ！」

「生きてください……」

　ダメだ、今はとてもじゃないけど真香先生の顔を見られない。

　流されるばかりの自分をそろそろ終わりにしたい──それだけなのに。

　まだまだ僕には、真香先生に対抗することはできないみたいだ。







　今日の分の反省文をなんとか書き終えて、生徒指導室を出た。

　ちょっと前、真香先生は無事に研修に出かけていった。
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　学校を出て行く赤いフィアットのお見送りもさせられたけど。

　今こん生じようの別れじゃないんだから、わざわざ見送る必要もないだろうに。

「彩さい木ぎ慎まこと」

「あ、会長」

　昇降口を出たところに、カレン会長が立っていた。

　カバンを手に一人たたずむ姿は、恋人を待つ純情な女子高生みたいだ。

「ボランティア活動は終わったんですか？」

「ああ、終わった。私の馬鹿のせいで巻き込んでしまったと凹へこんでいたが、意外とやる気満々で楽しそうだったな、みんな」

「よかったですね」

　当然ではあるけど。

　あのとき職員室前で抗議してた人たちはみんな、カレン会長のファンなんだから。

　夏休みにも会長と会えてラッキー、くらいに思ってそうだ。

「ああ、会長。髪、真っ黒ですね」

「ん、ああ……ど、どうだろうか？　元の髪の色ではないと思うが……」

　会長は顔を赤くしてる。僕の問題発言を引きずってるのかな。

「綺き麗れいですね。こんなに見事に戻るもんなんですね」

「詩し夜や先輩に美容院を紹介してもらったんだ。〝神〟とか言われてる美容師さんらしい。代金も詩夜先輩が〝お詫わび〟だとかで払ってくれた」

「詩夜ちゃん、お金にうるさいけど、さすがにそれくらいの始末はつけたんですね」

　よかった、強欲な幼なじみのお姉さんはいないんだ。

「すっかり夏だし、ついでにばっさり切ってもよかったかもな」

「えっ、それはダメですよ。会長は、黒髪ロングがいいんですから」

「お、おまえ……！　わかってて私をおちょくってるんじゃないだろうな!?」

「とんでもない。カレン会長は僕の尊敬する先輩で、昔からの友達じゃないですか」

「そ、そうか……だが、それだけじゃないぞ」

　会長は手を伸ばして、トンと僕の胸にてのひらを合わせてきた。

「Вашаヴアーシヤ……」

「え？」

「死んでもいいわ、だ」

「死んでもいいわ……死んでもいいわ同盟のことですか？」

「二ふた葉ば亭てい四し迷めいは『片かた戀こい』というロシア小説の〝Вашаあなたのもの〟を〝死んでもいいわ〟と訳した。実は『浮うき雲ぐも』くらいしか読んでないが、その訳が好きで組織名に使ったんだ」

　ずいぶんぶっ飛んだ翻訳だけど……綺麗だな、うん。

「そうだ、会長……そ、その……告白の返事なんですけど……」

「私は焦らない。なにしろ三年待ったし、卒業してもあと四年あるわけだしな」

「……めっちゃ狙われてますね、僕」

　ストーカーみたいな発言だけど──カレン会長の顔は晴れやかだった。

「私は詩し夜や先輩のような華やかな女にはなれないだろうが、たぶん磨けばもっと光るぞ。今のうちにツバをつけておくことをオススメする」

「あはは……」

　半分冗談、半分本気ってところかな……。

「そういえば、詩夜ちゃんがＳＩＤシドに──っていうのは？」

「ああ、そのことか。私も驚いたが……ん？　あそこにいるのは彩さい木ぎ美み春はるとおまえのクラスの貴き宗そう天てん華かじゃないか？」

「あれ、本当だ。美春と貴宗さん……？　なに、その組み合わせ？」

　校門のところで、制服姿の我が妹と貴宗さんが立ち話をしている。

　美春は、僕が出かけるときに「夏休みは一歩も外に出ないと誓う！　美春にはお兄ちゃんファンネルがある！」とかクズいことをほざいてたのに。

「美春、貴宗さ──ん？」

　僕らが二人に近づいて声をかけようとして、貴宗さんが電話中なことに気づいた。

　今時珍しいキーボード付きの携帯電話でなにやら話している。

「はい……はい……はい、わかった、お父さん」

　お父さん？　ねこらにゃオーナーの、真ま香か先生のお父さん？

「彩さい木ぎ……」

「どうかしたの？　というか、美春となにを──え？」

　貴宗さんが携帯電話を持っていた手をだらりと下げると──その大きな目からぽろりと涙が一筋流れた。

「き、貴宗さん……？」

「あの赤い車、お姉ちゃんの……起こしたって……事故」

「事故……？　事故？　真香先生が……!?」

　ついさっき見送った、あの赤いフィアットが事故を起こした……？

　真香先生は……さっき別れたばかりなのに。今日も元気だったのに。

　僕は、なんとなく唇を触ってしまう。

　そして、思い出してしまう。

　指導室でのキスと、そのあたたかさを──





あとがき




　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　というわけで、『僕のカノジョ会長』──じゃない、『僕のカノジョ先生』４巻です。

　導入が前巻と同じパターンですね。２、３巻より少し間が空いてしまいましたが、許容範囲内……でしょうか。僕の作業が遅れたわけではなく（遅れてないとは言ってない）、諸々の事情によるものです。

　そういえば、昔は「人気が出なければ３巻で終了」という感じで４巻が出ることに若干の特別感がありました。まあ、今は３巻どころか（略）。

　とにかく、４巻が出せたのは嬉しいですね。また何度か重版もかかってくれましたし、皆様の応援のおかげです！




　今巻はカレン会長編＋新ヒロイン登場編となりました。

　この作品、１巻序盤でヒロインが一気にばーっと登場したので、新ヒロイン追加投入までけっこうかかりましたね。幼なじみのお姉さんで家庭教師という、趣味が丸出しなヒロインになりました。カレン会長もお姉さんと言えなくもないので、なんだかお姉さんまみれです。素晴らしいことですね。

　学生時代、家庭教師をお願いしたことはないんですが、美人女子大生の家庭教師は憧れますねえ……妄想がはかどります。主人公が家庭教師なラブコメは最近見かけますが、家庭教師ヒロインは、ちょっと珍しいかも？




　そして、カレン会長。砕けたヒロインばかりのこの作品では数少ない常識人でした。過去形になっている理由は、この４巻を読まれた方にはおわかりかと思いますが。

　黒髪美人の先輩で生徒会長で、おまけにシスターというのもこれまた好きな属性モリモリでいっそ清々しいくらいですね。もしかすると、一番書きやすいキャラかもしれません（独自に暴走を始めてる真ま香か先生除く）。




　もちろん、今回も先生がメインというところはブレていません。

　たとえ『カノジョグラドル』『カノジョ小学生』『カノジョ会長』などのスピンオフを狙っていても、この作品は『カノジョ先生』ですからね。

　宣伝でも真香先生を前面に押し出していて、ＳＩＤシドメンバーはあまり表に出ていません。メインヒロインによる一点突破ですね。特に宣伝の重要性が高まっているご時世ですから、先生要素に的を絞って宣伝してる──みたいです（伝聞かよ）。




　あとがきのＰ数が多めなので、たまには無駄話も。

　元号が変わったり、編集部が引っ越したり、長いお付き合いだった某社が解散したり（お疲れ様でした）、世の中は動いていますが、特に自分は変わりないですね。

　メインＰＣを買い換えてみましたが、特にトラブルもなく、普通に環境移行できて拍子抜けしました。僕が進歩したのか、技術が進歩したのか（たぶん後者）。

　ああ、珍しいことなんですが体調不良に悩まされてますね（現在進行形）。仕事ができないというレベルでは全然ないのですけど、普段が無駄に健康だっただけに困ることも多かったりします。健康は大事ですね。というか、そろそろ身体からだに気を遣って生きたほうがよさそうです。まだ『カノジョ先生』も他の作品も書き続けたいですしね。

　ゲームのシナリオの仕事も久しぶりにやってます。こちらは、たぶん大きなお友達向けなので、ここでは宣伝できませんが。




　とまあ、いろいろありますが、次巻も頑張って書きたいと思います。今巻のヒキで長く引っ張るのもなんですから、できる限り早くお見せしたいところです。




　また、孟倫・星河蟹先生によるコミカライズも、コミックウォーカー様、ニコニコ静画様で４月から連載が始まっています。真ま香か先生やＳＩＤシドのみんなが、小説とはまた違う描き方をされていて非常に可愛かわいらしい作品になっておりますよ！　あと、彩さい木ぎくんまで可愛くなっていて、最高です（笑）

　コミカライズも是非是非読んでいただけたら嬉うれしいです！




　おりょう先生、今回も本当にイラスト素晴らしかったです。表紙の〝美人先生と相合い傘〟は夢があってイイですね。ちなみにですが、ＧＷに秋あき葉は原ばらで開催されていたイラスト展も個人的に見に行かせていただきました。『カノジョ先生』のイラストはもちろん、いろんな可愛い絵が見られて眼福でした！

　担当さん、毎度のことながら諸々ご迷惑をおかけしております。前巻で新たに加わっていただいた担当さんが、さくっと異動されてしまったのは残念ですが、また一緒に頑張っていければと……！

　この本の制作・販売に関わってくださったすべての皆様、ありがとうございます。

　そして、読者の皆様に最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできたら嬉しいです。





２０１９年春　鏡かがみ遊ゆう

























電子書籍特典　書き下ろし短編

『ＪＫ真香ちゃんマークⅡ』





　聖華台学院、放課後の屋上──

「彩木くん……急に呼び出してごめんなさい。教室では話しにくくて」

「……今日はクラスメイト設定なんですか？」

　屋上に入ってきた彩木くんは、ジト目でわたしを見つめてきた。

　ああ、その目つきにゾクゾクする──じゃなくて。

「クールに感想言わないで！　わたし、これでも勇気を振り絞ったのよ!?」

「それで、その──セーラー服ですか」

　そう、今日のわたしのお洋服はセーラー服。古式ゆかしい紺色のセーラーに赤いリボン。膝下までの紺色プリーツスカートに、白いソックスという格好。

　さらに長い茶髪は、一本の三つ編みにしてみた。地味系女学生ルックよ。

「ど、どうかしら？　どうかしら？　自分でも意外とイケてると思うのだけど」

「か、可愛……いえ、そんなセーラー服なんてどこで手に入れたんですか？」

　ちっ、可愛いって言いかけたのに。けっこうガード固いわ、彩木くん。

「今時、セーラー服なんてメジャーなもの、ネットで簡単に手に入るわよ。それより、もっと感想を。ＪＫ真香マークⅡの感想がほしいわ」

「そんなグイグイ来られても……」

　彩木くん、困りながらも顔が赤くなってる。

　ふふふ、計画通りだわ──彼はえっちな真香先生にはあからさまに動揺するけど、慎ましい格好にもかなり弱い。前に見せた、聖華台高等部のブレザー姿にもクラクラ来てたし、この地味可愛いセーラー服姿なら、さらにダメージは大きいはず！

「ああ、もっとよく見せてあげるわ。どう、どう？」

　わたしは、くるくるとその場で回ってみせる。プリーツスカートがふわりとめくれ上がって、太ももがちょっぴり見えてしまう。まあ、これくらいの露出なら可愛いものよね。

「隣の席の、教室では目立たない文系セーラー服女子──悪くないんじゃないかしら！」

「もはや教育でもなんでもなくて、真香先生のコスプレ大会ですよね……」

「彩木くんの好みに合うかどうかがポイントなのだから、いいの──よっ!?」

　と、屋上はさすがに風が強くて──わたしが彩木くんにもっとセーラー服を見せつけようとした瞬間に吹きつけてきた風で、ロングスカートが大きくめくれ上がる。

「きゃっ……!?」

「……パンツまで面積多めで地味な白のコットンなのが、芸が細かいですね」

「そんなとこ、じっと観察しないで!?」

　セーラー服を見せるのが目的だったのに、予定外のところまで！

　でも、パンツもちゃんと地味系にしておいてよかった……備えあれば憂い無しだわ。
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